
    
      
        
      
    

  















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











０






「う……噓うそだろ……！　なんでもう嗅ぎつけて……っ」

　町の裏路地で、男は絶望の声を漏らしながら走っていた。

　かすれた声は深い夜の闇に吸い込まれていく。誰もいない裏路地をがむしゃらに駆けた。足がもつれ、積んでいた木箱を倒し、それでも強引に前に進んだ。

　奴やつに捕まったら死ぬ、それだけはわかっていた。蒼そう白はくの顔に汗を流し、壁に手をついて細い角を曲がった瞬間──男は息を吞のみ、立ち止まってしまった。

　いつの間にか、進行方向に一人の青年が立っていたからだ。

「……!!」

　夜闇に紛れるような黒ずくめ。鼻も口も黒布で隠し、フードを浅く被かぶっている。血のように赤い瞳だけが強い月明かりの下にさらされ、静かに男に向けられていた。

　さあっと全身から血の気が引いていくのがわかった。先程までこいつは後ろから追いかけていたはずだ。いつの間に回り込んだ。

「くそ！」

　男は慌てて引き返そうとしたが、その足は三歩と進まずに止まる。退路はいつの間にか分厚い氷の壁で塞がれていた。逃げ場がないことを悟り、一瞬頭の中が真っ白になった。

「なぁ～、そろそろ不毛な追いかけっこは終わりにしない？　〝掟おきて破やぶり〟のおっさん」

　俺もう寝たいんだよねー、と赤髪の青年が肩をすくめた。夜の空気をひりつかせるその静かな殺気とは裏腹に、まるで友達にでも話しかけるような軽い口ぶりだった。だから男は一瞬、無駄な希望を抱いた。

「た、頼む！　見逃してくれ、なあ!?」

　長いこと追いかけ回され、もう体力は残っていなかった。いや、万全の状態だったとしても、あの〝赤い掃除屋〟を力尽くでどうにかできるはずがない。

「それは無理でしょ」

「金が必要だったんだよ！　俺だってギルドに貢献してきた！　これくらいの金かね儲もうけ、許されたっていいだろ!?」

「許すか許さないかは俺が決めることじゃないんで」

「お前だって、少し前は同じギルドの仲間だったじゃねえか！　義理ってもんが──」

「あのさー」

　男の必死な言葉を、青年は笑い飛ばした。

「ギルドが必死に守ってきた機密情報をはした金で売ろうとする奴やつのこと、仲間とは言わないんだよね。世間一般的には」

「……っ」

「あ、ちなみに、あんたから情報を買おうとした奴やつはもうこの世にいないんで、売ろうとしても売れないんだけど」

　ぴんと人差し指を立て、物騒なことを言いながら掃除屋はにっこり笑った。

「単なるルール違反だったら、温情もあったかもな。でもあんたは一線を越えた」

「く……っ、くそ……」

　なにを言ってもこの掃除屋は見逃してくれそうにない。男は歯がみし、観念したようにぐったりとうなだれて──次の瞬間、腰の短剣を抜き、掃除屋に襲いかかった。

「くそったれがぁあああああああ!!!!」

　どうせ消されるなら殺してやる。そんな勢いで掃除屋に斬りかかった。命を懸けた渾こん身しんの刃──悪く言えばやけくそな刃を、力一杯振るった。狡こう猾かつに動き回る奴やつより、死を覚悟して暴れ回る奴やつの方がよっぽど厄介だということは、男もよく知っていた。だから──

　しかし次の瞬間、男の口がなにかで塞がれた。攻撃を難なく躱かわした掃除屋が、軽い身のこなしで逆に男の懐ふところに潜り込み、強引に顔を鷲わしづかんだのだ。同時に獲物をとらえそこねた男の短剣が、強い衝撃に弾はじかれ手から落ちる。

「……！　……っ！」

　口を塞がれて声も出せず、武器も失い、男はパニックになって掃除屋の腕を摑つかんだ。だがびくともしない。ますます頭が真っ白になっていく男に、冷ややかな声が突き刺さった。

「真夜中にでけぇ声で喚わめくなよ」

　先ほどまでの、友達に向けるような軽薄な口ぶりとは打って変わった声だ。

「……！」

　男はまるで吸い寄せられるように、掃除屋の目を見た。見てしまった。目が合った瞬間、男は恐怖に凍りついた。その目に宿る光は、とても人の血が通ったものとは思えなかったからだ。

　人を人とも思っていない、命あるものとすら思っていないような、物でも見るような冷たい目。それを見て男は悟った。掃除屋にとって人一人殺すことなど、小さな羽虫を叩たたき潰つぶす行為とさして変わらないのだ。殺すとか、生かすとか、許すとか許さないとか、そういう次元の話ではそもそもなかったのだ。

　許してくれ──

　最さい期ごの命乞いは声にすら出させてもらえなかった。

「蒼炎フラマ」

　聞いたことのない奇妙な魔法を、掃除屋が唱えた。ぼしゅっと嫌な音がして、男の顔を摑つかむ掃除屋の手から、青い炎がちろりと生み出された。それはあっという間に男の顔を包み込む。

「──!!」

　と思ったら次の瞬間には、男の頭部が消失していた。

　掃除屋の右手に残るのは青く揺らめく炎だけ。その青い炎は男の顔を、一瞬で灰すら残さず消し去ったのだ。

　がくん、と支えを失った男の体がくずおれた。頭を失った首の断面は焼き塞がれ、血が出ることもない。掃除屋はその体を一いち瞥べつし、手に残った青い炎を放る。

「スキル発動、〈永増の愚者シグルス・アシヌ〉」

　その青い炎に向けて超シグ域ルススキルを発動させると、たちまち青い炎はぶわっと膨れ上がった。

　大蛇のようにうねり、とぐろをまき、牙をむいた。それは術者の意に沿って男の体をむさぼり食う。

　炎が食らいつくたび、男の体が〝減って〟いった。やがて炎が足の先までぺろりとたいらげると、まるでそこには最初から人間など一人もいなかったかのように、男の姿は〝消失〟したのだった。




　　＊＊＊＊




　掃除屋と呼ばれる青年は、男の消えた場所をじっと見つめていた。

　つい数秒前まで元気に逃げ回り、元気に命乞いし、元気に反抗していた男が、灰すら残さず消える。悲鳴も血の跡も死体も残さず、文字通り人間を消滅させる──自分が〝掃除屋〟などと呼ばれる所以ゆえんをしみじみ嚙かみしめながら、青年はぽつりとつぶやいた。

「やーな仕事だよなー」

　すっかり静かになった裏路地で、青年は顔半分を覆う黒布をとった。被かぶっていたフードを脱ぐと、目と同様に真っ赤な髪が現れる。役にも立たない魔杖ロツドを腰に戻せば、その姿は、世間では〝冒険者の精鋭〟として知られている青年に早変わりした。

《白銀の剣》の後衛役バツクアタツカー、ロウ・ロズブレンダだ。

「ふぁぁ、帰って寝よ」

　人を一人この世から消し去ったことなどあっという間に記憶の片隅に押しやって、あくびをしながらロウは宿舎に帰っていった。
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「ああ、定時で帰るって素晴らしい……!!」

　ンバッと両手を広げ、アリナ・クローバーは夕ゆう陽ひで赤く染まる空を見上げた。

　イフールの大通り。そこは定時で帰る人々で賑にぎわい、みな仕事から解放されて清すが々すがしい顔をしていた。そんな光景も、残業がある日は恨めしく睨にらみつけるばかりだったが、しかしここ数日のアリナは彼らをにっこりと余裕の笑みで見送ることができている。

「帰ってぇ、部屋の掃除してぇ、今日はちょっと時間かけて、スープを煮込んじゃおっかな。お風ふ呂ろは半身浴で一時間じっくりつかって、お風ふ呂ろ上あがりは体操して、寝る前は温かいミルクを飲みながら、ライラから借りた本を読まなくちゃ……」

　まだまだ夜にはほど遠い、明るい空を見上げながら、うきうきとアリナは指を折る。今日は定時で仕事が終わったので、家に帰ってからいろんなことができる。心の余裕も繁忙期とは雲うん泥でいの差さだ。

　ここ数日、こんな穏やかな日々が続いていた。

「はぁぁぁぁっ整っている！　生活が！　穏やかに整っている！」

　アリナは感涙し、全身を震わせながら、平穏すぎる生活に身をよじらせた。

「これが私の目指した平穏……ビバ定時帰り！」

　鼻歌混じりにスキップをするアリナに、横から声がかかった。

「よかったな、アリナさん。ここ最近は残業もないしな」

　当然のように隣を歩くストーカー男、ジェイド・スクレイドである。彼を一いち瞥べつし、アリナはえらそうにふんと鼻をならす。

「これであんたがいなければ完璧──と言いたいとこだけど、まあ今回はよしとしましょう」

　今日も今日とて仕事帰りのアリナを待ち伏せしていた鬱陶しさは相変わらずだが、いつものような罵ば詈り雑ぞう言ごん、暴力を、今回は封じてやった。というのも──

「白銀のジェイドだ！」

　通りを歩いていた冒険者が、ふとそんな声をあげた。

　たちまちジェイドを見つけた冒険者たちが、わらわらと集まってきた。彼らはあっという間にジェイドを囲み、アリナは人垣から放り出されてしまう。

「おい、複合スキルったぁなんだ!?」

「あの超大型ダンジョン、シヴィ大聖堂を、前衛役トツプアタツカーぬきで最速攻略したって……!?」

「超シグ域ルススキルを超えたってのは本当か!?」

　ジェイドを取り囲んだ冒険者たちは、次々と質問の集中砲火を浴びせた。

「え？　あー……」

　ジェイドは困ったように頰をかき、答えを濁す。

　一ヶ月前に見つかった新ダンジョン、シヴィ大聖堂。七階層まである超大型ダンジョンだ。アリナをはじめ、このシヴィ大聖堂の攻略は長引くと誰もが思っていた。

　階層が増えるほど、討伐すべき階層ボスも増えるからだ。全階層ボスを討伐し完全攻略となるまでは、少なくとも一ヶ月はかかるだろうとアリナも覚悟を決めていた。

　しかし今回攻略に当たった《白銀の剣》は、一週間もかからないうちに全階層ボスを討伐し、完全攻略を成し遂げてしまったのである。それも前衛役トツプアタツカー不在で、ギルド本部の隠し階層を攻略した直後、まだ傷も癒えきらない状態であったにもかかわらずだ。

　近年まれに見るその快挙に、冒険者の間ではどこからともなくある一つの噂うわさがささやかれた。

《白銀の剣》のリーダー、ジェイド・スクレイドが、〝複合スキル〟という見たことのないスキルを使ったという噂うわさだ。白銀たちの戦いを偶然目にした冒険者たちは、口をそろえてこう言ったという。〝超シグ域ルススキルを凌りよう駕がする力だった〟と。

　そんな噂うわさ話ばなしの正体を暴かんと鼻息荒く詰め寄る冒険者たちに、ジェイドは誤魔化すように笑ってみせた。

「今はまだ内緒だ。そもそも〝闘技大会〟を控えているのに手の内を明かすわけないだろ？」

　多くの冒険者たちに詰め寄られたジェイドは、必死に言葉を選びながら答えをはぐらかした。は、と冒険者たちは次々気づかされたように、それもそうだと一歩身を引く。

「それよりお前らいいのか。闘技大会には俺たち《白銀の剣》だって参加するんだぜ。こんなところで油を売ってる場合じゃないだろ」

「そ、それもそうだ！」

「よくわからねえが、複合スキルは階層ボスを一撃でノしちまったって話だからな……！　そんなもんと戦うなら、俺たちも鍛えねえと！」

　言うなり冒険者たちは一目散に町の外へと走っていった。

「やれやれ……あれ、アリナさん？」

　ようやく息をついたジェイドは、腕を組んで待っていたアリナを見つけ、やや面食らったように近づいてきた。ジェイドのことなど置いて、さっさと帰っていると思ったのだろう。

「……ふふ、ふふふ、ふふふふふ」

　対してアリナは、うつむきがちに肩をふるわせ、低い笑い声を漏らす。「ア、アリナさん……？」その不穏な様子に、ジェイドがたらりと冷や汗を垂らした。構わずアリナは、あーははは！　と高笑いをするや、力強く拳を握りしめた。

「もうこれからは、あんたの複合スキルを使えば大抵のダンジョン攻略には困らないってことでしょ！　これは、もしかしてもしかすると、金輪際、残業なんて訪れないんじゃ……!?」

　ぱっと顔をあげたアリナは、同時にジェイドの両手をとった。じっと彼の鈍にび色いろの瞳をのぞき込み、目をきらめかせる。

「ありがとう、ジェイド！」

「えっ？　え!?」

　アリナに真正面から感謝されたことなどないジェイドは、驚きよう愕がくに硬直する。めったに拝むことができない、感動に輝くアリナの目と、柔らかく小さな両手で包まれた己の手を何度も見比べて、たちまち耳まで真っ赤になった。

「あんたのおかげで、私が処刑人となる日はもう来ないということ……！」

「え、い、いや……」

　いつもは開き直っているストーカー野郎の謎の自信も、今はどこへやら。顔を赤くして口を開けたり閉じたりしていたジェイドは、耐えきれなくなったようにアリナから視線をそらした。

「ま、魔神戦となると、まだまだなんだけど……でも、まあ、アリナさんが喜んでくれるなら、練習したかいがあったな……あ、そうだ！」

　困惑しっぱなしのジェイドだったが、ふと思いついたようにぱっと顔を輝かせると、アリナに向き直った。

「なら、今度の闘技大会、アリナさんも一緒に出ないか!?　ちょうど前衛役トツプアタツカーが不足し」

「それは無理。調子のらないでくれる」

「………………」

　にっこりと上機嫌の笑顔のまま冷たく斬り捨てられ、ジェイドもまた、笑顔のまま凍りつく。石像のようになってしまったジェイドを置いてけぼりにして、アリナはご機嫌な鼻歌を歌いながら、スキップで帰路につくのだった。
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「おいおい、闘技大会の受付はまだかよ!?」

　ばしん、といらだつ冒険者にカウンターを叩たたかれたが、アリナは業務用の笑みを崩さなかった。ここ最近はすっかり言い慣れてしまったお決まりの文句を、すらりと口にする。

「ギルド本部からのお知らせにもある通り、闘技大会の受け付け開始は二週間後です。それまでどうぞお待ちください」

「二週間後だぁ!?　待ってられるかよ！　こっちゃやる気満々なんだぜ！」

　いやだから待てっつってんだろがいお前のやる気なんざ知らないんだよ。

　喉元まで出かかった言葉をなんとか飲み下した。いつもだったら聞き分けのない冒険者に抑えきれない殺気が膨れ上がるところだが、今日のアリナはひと味違う。そう、こんな八つ当たりをしてくる器の小さな冒険者など取るに足らない。今のアリナには、〝残業がない〟という絶対かつ最強の心の余裕があるからだ。

「現在こちらで受注できるのは、通常のクエストのみとなります。闘技大会の参加申請でしたら、二週間後に再度お越しくださいませ」

「……」

　ニコニコと笑うアリナを見て、ごねたところで無駄だとわかったか、冒険者は不満そうにしつつも去っていった。

　ふう、と息をつき、アリナは改めてイフール・カウンターの中を見回した。

　シヴィ大聖堂攻略の後は、新ダンジョンも特に見つからず、緩やかな時間が流れていた。にもかかわらず、いつもよりカウンターにいる冒険者は多い。とはいえクエストボードを眺めて受注するクエストを吟味している者は小数で、大半は、冒険者同士でなにやら話し込んでいた。

　みな、一ヶ月後に開催される〝闘技大会〟のメンバーを募っているのだ。

　闘技大会。それは四年に一度開催される、冒険者たちの夢の祭典。

　出場者は互いに最大四人までパーティーを組むことができ、日々のクエストで磨いた腕をぶつけ合う対人戦だ。いわば冒険者パーティーの頂点を決める戦いである。

　もちろん闘技大会にはいつものパーティーメンバーで出る者がほとんどだが、中にはより強い者でパーティーをかため、本気で優勝を目指そうとする者もいる。そんな仲間を集めるために、冒険者が多く集まるイフール・カウンターは都合の良いい勧誘場所なのである。

（ま、受注しないで勝手に話してるだけってなら、どうぞどうぞいくらでも）

　ふふ、と微笑を残し、アリナは事務室に引っ込んだ。

「アリナ先輩、ご機嫌ですねぇ」

　デスクにつくと、隣の席のライラがにやりと笑った。

「当然でしょ。しばらくは残業もなさそうだし、仮に新ダンジョンが見つかったところで、白銀がなんとかしてくれるし？」

　そう、これが本来あるべき姿なのである。冒険者がすみやかにダンジョンを攻略し、受付嬢はクエスト受注に専念する。決して残業がいやになったとある受付嬢が奮起し、正体を隠してたった一人階層ボスをぶち倒していく……などという強引な完全攻略などなされないのである。正しく回っている世の中に、アリナは口元のにやつきが隠せなかった。

「あとの不安要素といったら、闘技大会の〝特設窓口担当〟は誰か、ということですね……」

　一方でライラは、ぼそりとそんな不安を口にする。

「闘技大会の申請が始まると、一時的に設置される〝闘技大会特設窓口〟……！　この担当に任命されたら、地獄が待っているらしいですよ……！」

「まあ、そう聞くわね」

　四年に一度の闘技大会。アリナは受付嬢となってからまだ経験したことがないが、話だけは最近よく耳にする。

　闘技大会の参加申請が始まると、各カウンターで一つ、参加申請専用の〝特設窓口〟が設置されるのだ。当然、その申請を受け付けるのは所属している受付嬢である。通常のクエスト受注業務を止めるわけにいかないので、誰か一人が闘技大会担当に任命され、特設窓口をはじめ闘技大会関係のことは全て押しつけられ──もとい、任されることになる。

　イフールで最も大きな受付所、イフール・カウンターには、当然参加申請する冒険者が殺到する。他の窓口はガラガラなのに特設窓口だけに長蛇の列ができるのは、闘技大会ならではの風物詩らしい。

「闘技大会特設窓口──別名、〝死の窓口〟……！　担当となった受付嬢はその業務に忙殺されて死ぬ！　……らしいです。比喩表現ですけど」

　ライラは恐ろしい光景を想像し、わなわなと指を震わせていた。

　彼女の恐怖はもっともだ。闘技大会は百年祭に匹敵する大イベントで、その参加申請を捌さばくのはもちろん、事務処理、集計、本部とのやりとり、とにかく闘技大会関係の仕事は全てその担当者がこなすことになる。そして希少価値の高い高価な優勝賞品がかかっていることもあり、参加資格の厳正なチェックなど、今まで以上にミスが許されない責任の重い業務なのだ。

「へーきへーき。地獄なのは担当だけだし」

　だがアリナはライラの不安を笑い飛ばし、肩をすくめてみせた。

「確かに闘技大会は四年に一度の一大イベントだからね。業務が膨大になるのはもちろん、ミスが許されない超重要な事務よ。だからこそ、だいたいは現場経験の長いベテラン受付嬢が任命されるわ。まだ数年の私たちには関係のない話よ」

「……そ、そうなんですか……!?」

　は、とライラは希望を見出したかのように、顔を上げた。不安そうな後輩に、アリナは頼もしく頷うなずいてみせる。

「実際、最近は先輩たちの顔色が悪いわ。いつカウンター長に『ポンッ』と肩を叩たたかれて、死の窓口担当もとい闘技大会担当に指名されるかわからないからよ……みんな必死に忙しいフリをして、カウンター長を避けているのよ」

「な、なるほど……！」

　ぱあっとライラの顔がわかりやすく安心に輝いた。

「でも確かに、考えればそうですよね！　そんな重大な業務を新人に任せるハズがないですし……それにいつもの先輩なら、こんな超ヤバイ業務が控えているとあれば、顔真っ青にして悪鬼のような顔をしているのに、全然余裕で、おかしいとは思ったんですよ！」

「……一言多いのよね」

　じとっと後輩を睨にらみつつも、でもまあ、と言葉を続け、アリナは口くちの端はを吊つり上あげた。

「むしろ闘技大会中は、担当以外にとっては天国なのよ。だいたいの冒険者は闘技大会に集中するからクエスト受注数が減る。だから我らは、手が空いたときに担当さんのお仕事をちょこっとだけ手伝いながら、余裕の定時帰りをかませるってわけよ！　なんて素晴らしい日々！　あーはっはっはっは！」

「ちょっと、アリナ君」

　勝利を確信した高笑いの途中、誰かに『ポンッ』とアリナの肩が叩たたかれた。
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　瞬間、アリナの笑顔が凍りつく。背後からかけられたその声は──まごうことなきカウンター長の声だった。

「は……へ？」

　ゆっくりとアリナは振り返る。そこには確かに、柔和な笑顔を浮かべたカウンター長が立っていたのだ。

　瞬間、ざわりと事務室に動揺が走った気がした。

　この時期に、机から滅多に動かないカウンター長から直々に声をかけられる。『ポンッ』と肩を叩たたかれる。ということは──

　いやまさか。

　まさかまさかまさか。そんなはずはない。

　アリナは必死に、脳裏をかすめる最悪の可能性を否定した。だって例年では勤続年数七年以上の受付嬢が選ばれている。自分なんてまだ三年目だ。ようやく受注業務のなんたるかがわかり始めて、仕事の回し方がわかってきて、効率向上を考えられるようになってきて、ちょっと大事な仕事を任せられ始めただけ、そんな、新人でもベテランでもない中級職員だ。

「な……なんでしょう？」

　しん──と事務室に重い沈黙が張り詰めるなか、ごくりと生唾を飲み込みながら、アリナはそう尋ねた。今や他の受付嬢も、手を止め固唾を吞のんで見守っている。そんな多くの視線が集中しながらも、カウンター長はふっと笑ってアリナに書類の束を渡した。

「これ、ちょっと本部から依頼された急ぎの資料でね。ここ数日間のイフール・カウンターにおけるシヴィ大聖堂受注者の抽出。アリナ君に任せていいかな？」

「へっ」

　差し出された書類の束を見下ろした。大闘技大会とは全く関係のない業務だ。それを見て、たちまちアリナは安あん堵どし、全身の力を抜いた。

「え？　あ、はは、なんだ、はい、ええ、わかりました」

　動揺が強すぎてしどろもどろになりながら、アリナは書類の束を受け取る。用は本当にそれだけのようで、カウンター長は一つ頷うなずくときびすを返した。凍りついていた他の先輩受付嬢たちも、止まった時が動き出したかのように自分の作業に戻り始める。まったく心臓に悪いなと胸中でぼやきながら、アリナは渡された資料をぱらぱらっとめくって──

「あ。それと」

　ふと立ち止まったカウンター長が、思い出したようにアリナを振り向き、そして絶望を叩たたきつける言葉を吐いた。

「ちょっと今度の闘技大会の件で大事な話があるから、来客テーブルに来てくれないかな」




　　＊＊＊＊




「アリナ君、実は君を闘技大会担当に指名しようと思っているわけでね」

「反対です！」

　カウンター長から言われた最悪の申し出に、アリナは立ち上がりすぐさま反論した。

「だ……だって、例年はベテラン受付嬢が担当すると聞いています！　私はまだ三年目で、未熟も未熟です！」

「もちろんわかっている。だが今年からは、ベテランだから任せようという短絡的な方針を変えようと思っているわけでね」

　アリナの必死の拒否などどこ吹く風で、カウンター長はのんびりと言葉を続けた。

「というのも前回、当時ベテランの受付嬢に任せたんだが、運悪く大会参加申請期間にかぶって新ダンジョンが発見されてね。彼女が通常業務から外れた結果、主戦力を欠き、通常の受注業務が回らなくなってしまったんだ。結局、ベテランの彼女は大会担当もしつつ、通常業務の面倒も見なければいけなくなってしまったわけでね……」

「……」

　そうだったのか。

　確かに繁忙期で主戦力がいないのは大打撃だろう。単純に人員が足りないのもあるが、イレギュラーな事態が起きれば、ベテランを頼らざるを得ないときもくる。

「その彼女はもう異動してしまったが、あれから四年経たち、イフール・カウンターの受付嬢もみな成長してきた。誰に闘技大会担当を任せても大丈夫だろうが、僕はね、アリナ君の実力を非常に高く買っているわけでね。君なら大会担当もしっかり務められると思ったのだよ。多くの経験と知識を身につけて、さらに立派な受付嬢になってほしい」

「……」

　ちなみに言うと、アリナに断る権利はない。

　たとえばもうすぐ出産を控えていますとか、実は大病を患わずらっていますとか。そういう大きな理由でもない限り断れない。だから担当者にされそうな先輩たちは顔色を悪くしていたのだ。頼まれたが最後、これはお願いという体裁をとった〝任命〟だから。

「……わ…………………………わかりました……」

　アリナはよろよろとソファに崩れ落ち、消え入りそうな声で承諾するしかなかった。
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　デスクに戻ったアリナに、皆の視線がチラチラと突き刺さる。

「せ、先輩……」

　ライラがおずおずと話しかけてきた。カウンター長からどんな話をされたのか、だいたい予想はついているのだろう。アリナはぎぎぎぃ、とぎこちなくライラを振り向いた。

「なに……」

「ひっ……！　先輩の顔がミイラみたいになってる……！」

　その表情で確信したのか、ライラはごくりと生唾をのんだ。

「やっぱり、先輩、闘技大会の……」

「闘技大会担当だってさ……」

「……素晴らしい速さのフラグ回収でしたね……」

　他に言えることがなかったのか、ライラは死者を追悼するかのように目を伏せた。

「……なんで」

　絶望に支配されていたアリナの心に、次第にふつふつと怒りが湧いてきた。

「ぬぁんで私が闘技大会担当なのよ────────ッッ!!!!」

　絶叫し頭を抱えるアリナ。

「なに、なにから始めればいいの!?　闘技大会なんて一回も経験したことないのに……！　前任者はとっくに異動してて、教わる人だっていないのに！」

　周囲はそんなアリナの様子を見ながらも、なんと声をかけていいのか迷っている様子だ。微妙な空気で支配される事務室のなか、空気も読まずにのんきな声がアリナを呼んだ。

「あ、そうだ。アリナ君」

　カウンター長だ。アリナはもはや怒りも隠さず、ぎんと目を吊つり上あげて振り向いた。

「なんですか！」

「さっき渡し忘れちゃったけど、これ、前任者が残した闘技大会関係の引き継ぎ書だよ。あと四年前に受け付けしたときに作成された書類は地下の書庫にあるから、参考に見るといい」

　引き継ぎ書。それは前任者が次の担当者に向け、業務のやり方や注意点などを一通り書き残したものである。それがあるだけで次の担当者の負担が劇的に減る。いや、ないと致命的と言った方が正しい。引き継ぎ書の有無は新担当者の生死を左右するのである。

「か、神……！」

　まだ希望は残されていた。アリナはカウンター長から渡された一枚の紙に飛びついた。丁寧に折られたそれを、慌てて開いて──

　そこに書いてある引き継ぎ内容に、アリナは言葉を失った。




【闘技大会申請の流れ】

・参加申込書を書いてもらう

・申請数を本部に提出

・気合いでがんば！




「さ……三行……………………………………………………………………？」

「……え、これ、引き継ぎ書、ですか……!?」

　隣からのぞき込んだライラも、三行で済まされたあまりにライトすぎる〝引き継ぎ書〟に絶句している。

「引き継ぎを三行で済ますなあああああ──────ッ!!!!」

　アリナは天に向かって吠ほえ、目を吊つり上あげた。

「しかも最後の無駄な励ましなに!?　業務内容に言及してるの実質二行じゃない！！！」

「こ、これは、さすがに……」

「いや、まだだ！　まだ希望はある……マニュアル書！」

　言うやアリナは、壁に下がる鍵の一つをふん摑づかみ、普段は固く閉ざされている扉を解錠した。

　解き放たれた扉の先には、地下に続く階段が延びていた。一息にそこを駆け下りていくと、たどり着いた先は小さな書庫だ。整然と並ぶ棚にはびっしりと、イフール・カウンターにおける過去の保存文書が保管されていた。アリナは端から棚にかじりつき、背表紙を追っていく。

「ア、アリナ先輩、突然なにを……!?」

　ライラもアリナを追いかけて地下室に足を踏み入れる。

「マニュアル書よ。過去の担当者が、自分が去ったときに備え未来の担当者に向けて書く遺言……もとい！　業務の一連の流れとか、ノウハウとか、過去事例をまとめたもの……！　四年に一度とはいえ、過去に開催されているなら必ず残っているはず──あった！」

　血走らせた目でアリナは「闘技大会マニュアル」と書かれた背表紙を見つけた。

「コレを読めば、あらかたのことは……」

　適当なところで開き、パラパラパラ！　と慣れた手つきでページをめくる。しかし、めくってもめくっても、そのマニュアル書は綺き麗れいな白紙が続いていた。

「な……なんで？　なんで!?」

　アリナは慌ててページを遡っていく。やがて最初のページに、ようやく筆跡を見つけた。ページの上段まで書かれた文字は途中かすれて消えている。そこにはこう書かれていた。




『忙しすぎてマニュアル作る余力ナシ。気合いでがんば……』




「だぁかぁらぁぁぁぁぁ！！！！！」

　アリナは怒りのままに本を地面に叩たたきつけた。

「作れんならややこしいタイトルの文書残すな!!　気合いで頑張れたら苦労しないのよ！」

「せ、先輩、怒りを抑えてください……！」

　結局アリナは、慌てふためくライラと一緒に、過去に行われた闘技大会に関係する書類を片っ端から取り出すことしかできなかった。

　そんなこんなで、数時間後──

　アリナの机の周りは、参考として地下書庫から引っ張り出してきた過去書類が山のように築かれていた。そのものものしい空気は、まるで本の要塞である。

　その光景を見た他の受付嬢たちは、

「こ、困ったらなんでも言ってね、アリナちゃん」

「アリナちゃん、お菓子食べる？」

　などと声をかけていく。いつもは厄介ごとに巻き込まれることを嫌い、他人の仕事には一切口出ししない先輩たちが、不自然に優しい。荒神を鎮しずめるお供え物のように次々お菓子が机の上に置かれていき、果てはアリナを目の敵にしているナンバーワン受付嬢スーリまでもが、

「クローバーさん。……受注数の集計作業は当面私が代わります」

　などと言い出す始末なのであった。

「なんで……なんで私が闘技大会担当なんかに……」

　うっうっ、と泣きながら、かくてアリナの地獄が始まったのだった。
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　一週間後。闘技大会の参加申請が始まった途端、イフール・カウンターには多くの冒険者たちが集まっていた。

　アリナがいつも担当しているカウンターは、まるまる闘技大会特設窓口になっていた。まだ営業時間開始前だというのに、すでにイフール・カウンターの前には長蛇の列ができている。

　列に並ぶ冒険者たちは、順番が来るのを待ちながらも、そわそわとアリナのカウンターに置かれた一つの像に視線をやっていた。

　おそらく人の形を模したと思われる、前衛的な芸術作品のような像だ。全身の表面には珍妙な模様が刻まれ、中には八方位の魔法陣──遺レリ物ツクに刻まれる神デイアの印が浮かんでいた。

　カウンター上に置かれてはいるものの、その周囲には超シグ域ルススキルによる防壁が厳重に作られ、決して手で触れられないようになっている。

「あれが今回の優勝賞品……！　一切加工の手が加えられていない、特大級の〝純遺レリ物ツク〟！」

　受付開始を待つ冒険者たちが、アリナのカウンター上に置かれている像を見てざわめいた。

　純遺レリ物ツク。それは、「遺物武器レリツクアルマ」や「転移装置クリスタル・ゲート」などといった、遺レリ物ツクになにかしらの加工を施したり遺レリ物ツクを応用して作られたりしたものとは異なる、一切無加工の状態の遺レリ物ツクのことだ。

　純遺レリ物ツクは加工された遺レリ物ツクに比べて値が張るが、ダンジョンに転がっている純遺レリ物ツクは大きくても手の平サイズが精々である。小さい物やどのダンジョンでも手に入るような希少性の低い純遺レリ物ツクは値打ちが下がる。

　だが……今回の優勝賞品の純遺レリ物ツクはひと味違う。その全長は短剣ほどはあるだろうか。そこらのダンジョンに転がっている純遺レリ物ツクとは一線を画す大きさであり、見るからに希少価値の高いものだった。

「すげえ、あんなでかい純遺レリ物ツクは初めて見た！」

「噂うわさじゃ換金すれば遺物武器レリツクアルマを買って釣りがくるくらいの値段がつくらしい……！」

「あれさえ手に入れればこんなボロ装備とはおさらばだぜ！」

　極上の食事を前にした野の良ら犬いぬのように、冒険者たちがごくりと喉をならしていると、ようやくイフール・カウンターの窓口が開かれた。

「いらっしゃいませ！　闘技大会の参加申請ですね」

　アリナは笑顔を引きつらせながら、走り込んでくる一人目の冒険者を相手取る。

　一切経験したことのない業務だが、流れは通常のクエスト受注とだいたい同じだ。参加申請書に必要事項を記入してもらい、参加資格の確認を済ませたら、最後にライセンスカードの提示とサインをもらう。

　ただ、厄介なのは通常のクエスト受注と違い、〝参加者全員分〟のライセンスカードの確認とサイン記入が必要というところだ。いつもは〝パーティー代表者だけ〟の確認とサインでよかったので、そのノリで来る冒険者は多いだろう──

「闘技大会、四人一組フルパーテイーでの参加だ」

「かしこまりました。ではこちらの申請書に記入と、全員分のライセンスカードのご提示、サインをお願いします」

「え？　全員分？　俺しか来てねえや」

「……」

　ほらな。ほーらな。

　アリナは笑顔の裏でぶち切れながら「ソウデスカ」と相づちを打つ。

　一応ギルド本部では、掲示板やチラシを使って、参加申請のやりかたを何日も前から広報しているはずである。だが、通常のクエスト受注でさえまともにできないクソ冒険者どもが、そんな説明を事前に読み込むはずがないのである。

「申請にはパーティー全員分のサインとライセンスカードの確認が必要となりますので、全てそろいましたらまたお越しください」

「ええー、また来るの？　いいじゃん、俺が代表者ってことで」

「全員分の確認ができない場合、参加資格が剝奪となります」

「……」

　にこりと無機質な笑顔を向けられ、一人目の冒険者は書きかけの申請書を片手に去っていった。

（よし！　次！）

　アリナは二人目の冒険者を迎え入れた。粗暴な者が多い冒険者にしては珍しく、眼鏡をかけ神経質そうな顔立ちに、身だしなみもきっちり整っている男性だ。すぐさまアリナはピンときた。このインテリ冒険者なら大丈夫そうだ──三年目の勘がそう告げている。

「こちら、申請書です。サインも含めあらかじめ全て記入してきました。全員分のライセンスカードはこちら」

　事実、インテリ冒険者は手慣れた仕草で全て記入済みの申請書と、パーティー全員分のライセンスカードをカウンターに置いた。申請準備としてはありがたいくらいに完璧である。

（た、助かる～～!!）

　めったに見られない「事前によく説明を読むタイプ」に遭遇し、アリナはほっと胸をなで下ろした。そうだ、アリナにとっては初めての闘技大会だが、ベテラン冒険者はもう何回と経験しているのだ。やり方を知っていて当然である。

「ありがとうございます。ではこちらで参加申請をお受けし──」

「おい！　てめえ！」

　しかしそこに、割り込んでくる一人の男がいた。

　いや、一人ではない。他に二人、パーティーと思われる冒険者を引き連れ、インテリ冒険者の手を乱暴に摑つかむ。

「今まで、ずっと俺たちとやってきたってのに……闘技大会だけ他のとこのパーティーで申請するなんて聞いてねえぞ!?」

　乱入してきた冒険者は、顔を真っ赤にしてインテリ冒険者を怒鳴り散らした。しかしその迫力の怒声にも、インテリ冒険者は軽蔑の眼まな差ざしをチラリと向けるだけだ。おまけにあからさまなため息も一つつく。

「ああ、すみません。言ってませんでしたっけ。あなたたちより強いパーティーから勧誘を受けたので、今回はこちらで出ようと思いまして」

「ンだと!?」

「あなたたちには悪いとは思いますが、私は今回、本気で優勝を狙っているのでね。少しでも強い冒険者と組もうというのは当然じゃないですか？」

「てめえ、そんな自分勝手な言い分が許されるとでも……」

「パーティーの組み替えは自由です。私に付つき纏まとうの、やめてもらえませんかねぇ？」

「この野郎、言わせておけば！」

　煽あおり散ちらすインテリ冒険者と、短気な乱入冒険者。二人の言い合いは面白いようにヒートアップしていく。

「……」

　その様子を、アリナは無表情で眺めていた。スムーズに終わるはずだった申請だが、この様子では難しそうだ。小さくため息をついて、アリナは冒険者たちの間に口を挟んだ。

「……お客様。申し訳ございませんが、申請準備が整っていないようでしたら、後日改めてお越しください」

「待ってください。この場で申請します。長い時間待ったのですから、もう一度並び直すなんてたまったもんじゃありません」

「ですが、後続のお客様をお待たせしていますので……」

「るせえ！　受付嬢はすっこんでろ！」

　乱入冒険者は理不尽な怒りの矛先をアリナに向けた。かと思うと、ついにインテリ冒険者の胸倉を摑つかむ。

「は、気に入らないと暴力ですか？　そもそもあなたたちのことは昔から不満だったんですよ。これまでやってこれたのも、いつも僕がカバーしてあげてたからって、わかってないんですか？　それに比べて新しいパーティーは全体的にレベルが高く、僕が〝介護〟してあげる必要もない。どちらを選ぶかなんて、決まってますよね？　なんならこれを機にあなたたちパーティーから抜けたっていいくらいだ」

「て、てめえ、言わせておけば……！　歯ぁ食いしばりやがれ！」

　たちまち冒険者たちは取っ組み合いの喧けん嘩かを始めた。

「……」

　混乱騒ぎになるそれを、アリナはただ静かに見つめていた。

　先が思いやられるのだった。
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　深夜、誰もいなくなったイフール・カウンター事務室。

　アリナは来客用のソファに座り、両手の指を突き合わせ、厳かに口を開いた。

「──以上、これが、闘技大会参加申請初日の惨状よ」

　その報告は、対面に座る男に向けられていた。

　アリナの背後、デスク周辺にはすでに大量の申請書の山ができているが、アリナの視界からそれらは一旦除外されている。処理量の膨大さよりも、もっと深刻な問題があったからだ。

「やはり闘技大会の参加申請ルール、〝全員分のライセンスカードとサイン〟が課題。この条件をきちんと理解していた者は全体の半数にも満たなかった。その都度説明し、嫌みを言われ、追い返すのは、あまりに非効率かつ不健全……早急な対策が求められるわ──」

　ふう、と息を吐き、長い前置きをして、アリナは宣言した。

「というわけで、これより第一回闘技大会特設窓口担当、対策会議を開催する」

「よろしくお願いします」

　対面に座る男──ジェイド・スクレイドが、両膝の上に握り拳をつくり、真剣な眼まな差ざしでアリナに答えた。

「しかし、闘技大会の特設窓口か……処理量がとんでもないことはいつものこととしても、一番の問題は、昼間の受注業務がスムーズにいかないことだな」

「その通りよ」

　アリナは大きく頷うなずく。

「窓口の混乱は、円滑な受注業務の妨げになるばかりか、事務処理ミスを誘発する。記入ミス、確認ミス。そういったものが一つでもあれば、ミスのリカバリーに追われ、事務処理は大幅に遅れることになる。一つのミスが、命取りよ……！」

「初日は参加申請のルールをよく読みもせず押しかけた冒険者を、なんとか捌さばいた感じか」

「その通り。でも聞いた話では毎回こんな感じらしいわ。終始冒険者に振り回され、事務処理能力の高い受付嬢が体当たりでそれを捌さばく……実に非効率。四年に一度しか開催されないから、ろくに改善策も練られないまま次回へ引き継がれてしまうせいでしょうね」

　通常の受付業務のように、毎日毎年ある業務であれば、現場が効率的にまわるよう自然と改善されていく。だが闘技大会参加申請窓口が設置されるのは四年に一度。〝三行引き継ぎ〟や〝真っ白マニュアル〟を見ても、担当者が事務処理に精一杯で、次回のために改善策を考える暇などないことは明らかだ。

　おそらく過去の担当者は、喉元過ぎれば熱さ忘れるとばかり、闘技大会が終わるなり関係書類を地下書庫に封印し、顧みることのないまま四年の月日が過ぎてしまうのだろう。

「四年に一度だから、同じ人間が担当者になる可能性が低いということも厳しいな。新担当者は蓄積されたノウハウもなく、毎回一からやることになる……」

「早急に対応すべきは、円滑な受注方法を確立し、それをパターン化させることよ。そしてそれを未来に引き継ぐこと……」

「ア、アリナさん……！」

　アリナの言葉にジェイドは衝撃を受けたように身を乗り出した。

「自分も大変なのに、四年後の受付嬢のことも考えてやるなんて、立派だぞ」

「……だって、なんだか次回も担当させられそうな気がするんだもん……」

「……なるほど……」

　悪夢のような予感を振り払い、アリナは握り拳をつくった。

「というわけで、今日は昼間の受注業務を円滑にするための策を練るわよ！」

「ああ、まずはそれが最優先だな」

　ジェイドも一つ頷うなずき、二人は作戦を練り始めた。
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　ライラはまだ朝早いイフールの大通りを歩いていた。

　多くの人が職場に向かい始めるのはもっと後だ。大通りを歩く人はほとんどいない。

　ライラはイフール・カウンターの受付嬢としては一番の下したっ端ぱなので、始業前に職場の清掃などを任されているのだ。面倒だなぁと思いつつも、律りち儀ぎにアリナが手伝ってくれるのでそれほど嫌ではなかった。

　イフール・カウンターの事務室に直結する裏口から中に入ると、誰も居ないはずの事務室にはすでに人の気配があった。

「お、ライラ。早いな」

　爽やかな声とともに現れたのは、長身の青年ジェイド・スクレイドだった。

　冒険者ギルドの精鋭《白銀の剣》のリーダーにして、ギルドの幹部クラスにあたる地位の持ち主──のはずだが、朝っぱらから服のあちこちを汚し、綺き麗れいな銀髪に土木師よろしく布を巻き付け、金かな槌づちを握りしめていた。いつもの軽鎧ライトアーマーは脱ぎ捨てており、腕と足の袖をまくり上げ、多くの女性を虜とりこにする整った顔に汗を流している。

「……な……なにしてるんですか……？」

　明らかに彼がやるべき仕事ではないだろう姿に、思わず挨拶も忘れて率直な疑問が口をつく。

「いや、昨日ちょっとアリナさんと作戦会議してな。今日に間に合わせたくて、一晩中作業をしてたんだ」

「一晩中!?」

「いいからいいから、ちょっと外の正面入り口から入ってきてくれないか」

「……？」

　ライラはいぶかしみつつも、事務所の裏口から外に出て、イフール・カウンターの正面口にまわった。

「こ、これは……!?」

　そしてそこに現れた、明らかに異質な光景に驚きよう愕がくする。

　イフール・カウンターの正面入り口。その脇に、いつの間にか巨大な木の看板が立て掛けられていたのだ。そこに貼られた紙には大きな文字でこう書かれている。




『闘技大会参加申請の方へ

・出場者全員分のサイン

・出場者全員分のライセンスカード

　こちらが必要です。ご確認ください』




「な、なるほど。確かに昨日は申請条件をよく理解していない冒険者さんが多かったですからね……カウンターに入るまでに、準備物を再確認する案内は効果的です！」

　ライラは感心して何度も頷うなずいた。ジェイドが土木師みたいな格好で作っていたのはこの看板だったのだ。納得しながら中に入ると、すぐ目の前にこれまた大きな立て看板が鎮座している。

『闘技大会参加申請の方へ。参加申請には『全員分』のサインとライセンスカードが必要です』

「これはいいですね！　仮に入り口の看板を見落としても、この時点で引き返しますし」

　さらにアリナのカウンターに向かって進むと、もう一つ看板が目に入る。

『闘技大会参加の方へ。出場者『全員分』のサインとライセンスカードの準備をお願いします』

「ここでさらにダメ押しの注意喚起！　でもこれで、ここまでの看板をうっかり見逃してしまった人も気づけますね！」

　そしていよいよアリナのカウンターが見えてくる。順番待ちの待機列をつくる場所にも、念入りに看板が設置されていた。

『闘技大会は『全員分』の！　サイン！　ライセンスカード！』

「……う、うん」

　もはや文脈もなにもなく、大きな単語が殴り書きされている。ライラは見なかったことにして、カウンターに到着した。

「……こ、これは……」

　待ち受けていたのは、カウンターの中でにっこりと笑うアリナ。しかしその周囲は、ものものしい空気に包まれていた。

　カウンターテーブルの足下に巨大な張り紙と立て看板、デスク上には必要最低限のスペースを残して小さな看板が並び、さらには天井から木板が吊つり下さげられているのだ。

　それらには、おぞましい呪じゆ詛そのように、文字が連ねられていた。

「『全員分』のサイン」「『全員分』のライセンスカード」「全員分!!」「古い様式の申請書禁止」「黙って並べ」「いいから出場する奴やつ全員来い」「書いたらすみやかに退出」「メンバー決まってないなら来るな」「喧けん嘩かするなら外でやれ」

「………………」

　その看板たちからじりじりと漂ってくる形容しがたい憤ふん怒ぬに、ライラは言葉を失った。

「……なんか、途中からはもう怒りの暴言でしかないような……」

「ふふ。これでさすがにあのアホ共も気づくでしょう」にこにこのアリナが、得意げに胸を反る。「ここまでやれば、カウンターに来てまでああだこうだ揉もめ出だして、一人の参加申請に時間をとられることもない……！」

「た、確かに、これだけあれば一つくらいは目につきますね」

「この看板や張り紙に書いた注意は、昨日、再三説明させられた文言よ。あのクソ冒険者共が大会の参加申請のルールをきちんと見るなんて、期待することがそもそも間違いだった」

「な……なるほど……」

「さすがにこれだけ書けば、直前でライセンスカードがないだの全員分のサインがないだのそんな話聞いてないだの、ごね始めることもないでしょう。完璧よ……！」

「ていうか、このためにジェイド様を一晩中こき使ったんですか……？」

「失礼ね。私だってちゃんと手伝ったり、自分で作ったりしたわよ。あれとか！」

　そう言ってどや顔でアリナが指し示したのは、他のものより明らかに作りが歪いびつな、小さな看板だった。すでに斜めに傾いているが、開けっぱなしの扉からふっと風が入り込むと、アリナ作のそれだけガタガタ揺れてバランスを失い、バタンと倒れてしまう。

「……」

「……」

「み、見えればいいのっ、こんなものはっ」

　気まずげにアリナが自作の看板を立て直し、目をそらす。

「これだけ大きな看板を複数設置するとなると、アリナさんに任せたら怪け我が人にんが出るだろうと思って……」

　様子を見守っていたジェイドが困ったように笑う。

「ナイス判断です、ジェイド様」

　よかった、ジェイドがいて──ライラは謎の安あん堵どに襲われつつも、それにしてもアリナのために一晩中作業をするとは、愛の力ってすごいなぁとぼんやり思うのだった。

「なにはともあれ、申請二日目。昨日は散々振り回されて終わったけど、今日はそうはいかないわよ……！」

　ぐ、と拳を握り、アリナはその翡ひ翠すいの目に、怒りと闘志の混ざった炎を燃やすのだった。




　　＊＊＊＊




（さあ来い、クソ冒険者共……！）

　闘技大会特設窓口で待ち構えるアリナは、業務用笑顔の裏で気合いを入れる。

　営業開始とともに、ライラがイフール・カウンターのドアを開けた。営業前から外で待っていたと思われる一人目の冒険者は、やはり大会の参加申請者だ。一目散にアリナのカウンターに飛びついてくる。

「いらっしゃいませ。闘技大会の参加申請ですね！　ではこちらの申請書に、参加者全員分のサインとライセンスカードのご提示をお願いします」

「え？　全員分？　そんなの聞いてねえんだけど」

「……………………………………………………………………」

　落ち着け、落ち着け。

　アリナは己の業務用笑顔が凍りつくのを感じながら、反射で神域デイアスキルを発動させそうになる衝動を必死に抑えつけた。

　イフール・カウンターが開く前から外で待っていたこの男は、少なくとも入り口外に設置した一番大きな立て看板を見ているはずだ。ちょっと遠くからでも視認できるように、馬鹿でもわかるようにと、ジェイドとともに試行錯誤しながら簡潔かつ大きな文字で書いた注意喚起だ。普通の人間であれば、知性と理性を兼ね備えた普通の人間であれば、己が申請しようとしている「闘技大会」の文字に目がいくはずではないか？　この男は外でなにをしていたのか？　ああそうか、こいつには知性も理性もないのか。それならば仕方がない。文字でコミュニケーションをとろうとした私が間違いだったのか。ああそうだ、これくらいがなんだ。昨晩寝ずにつくった看板の努力が一人目の客からすでに無意味だったと突きつけられたところで、それがなんだ。相手はクソ冒険者だ。アホだ馬鹿だ。こんなの、こんなの、日常茶飯事じゃないか……………………………………。

　コンマ一秒の世界でなんとか正気を保つための理論を強引に構築し、アリナは三年目の意地にかけて極めて冷静に口を開いた。

「一億回死んでこい───ッ」

「え？」

「では、こちらの申請書にメンバー様〝全員分〟のサインを全てご記入の上、〝全員分〟のライセンスカードをお持ちになって、改めてお越しください」

「い、いま死ねって……」

「空耳ではないでしょうか？」

「……」

　なにか言いたそうな冒険者は、しかしアリナの顔を見て続く言葉を飲み込んだ。理由はわからないが、こちらを見て恐怖に頰を引きつらせている。

「わ、わかったよ……ごめんな」

　小さく謝って、冒険者はすごすごとイフール・カウンターを去っていく。何事もなかったように、アリナは順番待ちしていた次の冒険者を呼ぶのだった。
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　そんな冒険者たちとの戦いを繰り広げながら、気づいたら闘技大会参加申請開始から一週間が経たっていた。

　今日も今日とて夜のイフール・カウンター事務室で、アリナは黙々と残業にいそしんでいる。

「……つ……疲れた……」

　誰もいない事務室でげっそりとつぶやいて力尽き、アリナはデスクに突っ伏した。昼間は怒ど濤とうのごとく押し寄せる冒険者対応と慣れない受付業務に振り回され、夜は残業という地獄のような日々を過ごして早一週間。窓口はそれなりにスムーズに回るようになったものの、次に立ちはだかるのは鬼のような量の事務処理である。

「……」

　ちらりと視線を机上にやれば、未処理書類の山。それもジェイドが手伝ってくれるからこの程度で済んでいるのであって、彼がいなかったらいろんな意味で死んでいたかもしれない。

（これが〝死の窓口〟……おそるべし）

　アリナは気力を振り絞ってデスクから立ち上がり、事務室を出た。向かったのはカウンターだ。処理すべき書類はカウンターの足元にも積まれている。営業時間中、急いで放り込んだままの書類たちである。

「多っ……」

　その量を見てまたげんなりしつつ、事務室に運ぼうとして──ふと、アリナはカウンターの上に置いてある優勝賞品が目に留まった。

　ぼんやりと人形を模している、純遺レリ物ツクである。

　貴重な純遺レリ物ツクが無防備に置いてあるようにしか見えないが、その実、純遺レリ物ツクの周囲には罠トラツプ系けいの超シグ域ルススキルが何重にも張り巡らされ、触れられないよう厳重に守られている。

「はああ……それにしても、こんなよくわからん遺レリ物ツクのためにどいつもこいつも……」

　闘技大会に参加する冒険者たちは、優勝の栄誉だの記念参加だのと様々な目的を持っているが、最も多い参加理由はやはりこの高価な優勝賞品にあるだろう。換金すれば高額な遺物武器レリツクアルマに手が届き、より強い装備に新調できる──ローンの組めない冒険者にとってまとまった金が手に入るということは、それだけで戦力向上に直結するのである。無論、優勝できるような奴やつはすでに遺物武器レリツクアルマを持っているのだが、それでも一いつ攫かく千せん金きんを夢見るのが冒険者だ。

「だんだんムカついてきた……そもそもなによこの人をナメたような形は……」

　アリナはぶつぶつ言いながら、像の頭部分を指先でつついた。超シグ域ルススキルによる守護も、神域デイアスキルを持っているアリナには全て無効なのである。

　像の表面には奇妙な模様が描かれ、体のなかで神デイアの印がぼんやりと明滅している様は確かに神秘的だ。しかしなめらかな曲線を描いた人形がやや身をひねっているそのポーズは、なんだか見ている者を馬鹿にしているようである。

「えいっ」

　ちょっとした出来心で、アリナは純遺レリ物ツクの像の頭部を軽くデコピンで弾はじいた。コンッと小気味よい音が静かなイフール・カウンターに小さく響く。

「ふん。今回はこの程度で勘弁してやるわ」

　純遺レリ物ツクにビシッと指をさし、アリナは改めてずっしりした書類の束を抱えた。

「はあぁぁ、さっさと終わってほしいなあ闘技大会……そしてもう二度と大会担当なんかになりませんように──」

　ンみしっ

　アリナのぼやきが、奇妙な音に遮られた。

「？」

　事務室に向かおうとしていた足を止める。振り向いて、音の出所を探した。

　ぴき、ぴき……

　なんだか変な音が聞こえる──純遺レリ物ツクの像からだ。

「え……？」

　アリナが、嫌な予感を覚えた瞬間。

　ぱきん……とむなしい音をたてて、像の首筋がひび割れ、頭部が吹き飛んだ。コン、コロリ。親指の爪ほどの小さな頭部が落下し、アリナの足元に転がってくる。

「え？」

　一瞬、完全なる静寂が、イフール・カウンターを支配した。

　アリナはどこか他ひ人と事ごとのように、その転がった頭部を眺めていた。次いで視線はカウンター上の像に向く。めんどくさくて細部をつくるのを省略したとしか思えない、ぼんやりしたシルエットの人形が、人を小馬鹿にしたように体をくねらせて立っている。

　が、頭がない。首筋はきれいにぱっきりと折れていて、純遺レリ物ツクという物質のせいか断面は刃物で斬られたかのように真っ平らだ。

　もう一度足下に目を向ける。頭がある。

　またカウンターを見る。首から先がない──

「ぴゃああああああああああああああああああああ──────ッッ！！！！！」

　どさどさどさ！　と持っていた書類を放り出し、アリナは絶叫した。

　慌てて転がった頭を拾い、首ナシの純遺レリ物ツクの像にくっつける。

「え、脆もろっ、えっ、えっ????」

　動揺のあまり、パズルのピースでもはめようとするかのように、何度も頭を首にはめようとする。ひねる、押し込む、逆さにする。だが当然、カチッと音がしてくっつくはずもなく、アリナの顔からますます血の気が引いていった。

　ただの趣味の悪い像ではない。先人が造り残した超貴重な純遺レリ物ツクで、なにより闘技大会の優勝賞品である。

「く、くっつけなきゃ！」

　アリナは慌てて事務室に引っ込んで、工具箱を持ってきた。軽い修繕用の備品だ。魔物の体液を利用し作られた、古めかしい接着剤がある。アリナはそれを折れた断面に塗って、なんとか頭部をくっつけた。

「だ……大丈夫……のような、大丈夫じゃないような」

　幸い、達人の剣に斬られたかのように真っ平らな断面と、表面のよくわからない模様とのおかげで、くっつけた首元のひび割れは目立っていない。

「…………」

　どっどっどっ、といまだとびはねる心臓の音を聞きながら、アリナはそっと像を元の場所に戻す。カウンターから出て客側にまわり、遠くから眺めてみたり、違う角度から観察してみたりして、不自然がないかを確認していく。

「うん、よし。意外と大丈夫そうね」

　び！　と己に言い聞かせるように親指を立て、ほっと胸をなで下ろした。ばらまいた書類を拾い、何事もなかったように事務室に戻ろうとして──

「って大丈夫なわけあるかぁぁぁぁ────────ッッッッッ!!!!」

　正気に戻ったアリナはたちまち頭を抱えた。

（これは、これは……！　やってしまったのでは!?）

　アリナはだらだら冷や汗を垂らしながら、なんとか状況を理解していく。

　超貴重な純遺レリ物ツクの像の頭を、吹っ飛ばしてしまった……この点ももちろん問題だが、もっともっと恐ろしい未来が、想像できた。

　もし、アリナが破壊したとバレたら、「そもそも圧倒的な強度と硬度を誇る純遺レリ物ツクを、ただの受付嬢がどうやって壊したのか？」という致命的な疑問が生まれることになる。もちろん遺レリ物ツクを素手で壊せる人間など存在しない。当然、アリナはただの受付嬢ではない、という結論に行き着くのだ。

（そんなことが……世間に広まったら……終わる……私の平穏な受付嬢人生が……!!!!）

　ぞぞぞぞっと悪お寒かんが背筋を駆け抜け、アリナはがくりとくずおれた。地に手をついてうなだれ、目の前が真っ暗になる。

　絶望に支配された脳みそのなかでは、最悪の未来がぐるぐる回っていた。闘技大会当日、優勝した冒険者が誇らしげにこの像を受け取る。きっとすぐには換金せず、しばらくは家に持ち帰って部屋に飾ったり周囲に自慢したりするだろう。そしてふと気づくのだ、あれ、なんか、首がおかしくないか……？　と。

「……………………!!!!」

　頭部が折れていたことがわかればたちまち犯人捜しが始まり、像を置いていたイフール・カウンターのアリナに疑いの目も向けられるだろう。というかほぼ犯人確定である。そして世間にアリナの犯行と純遺レリ物ツクをデコピンで破壊できる力の持ち主であることが広まり──

（どうしようどうしよう……！）

　唯一の救いは、この犯行現場を誰にも見られていないことだろう。もし見られていたら一発アウトであった。アリナは顔を青ざめつつも、首の皮一枚つながったことに少しだけ安あん堵どした──そのときだ。

「よ。アリナさん、こんなところでなにしてるんだ？」

「びゃあああああ!!」

　唐突に後ろから声をかけられ、アリナは肩を跳ね上げた。

　振り向くと、アリナの絶叫に驚いた様子のジェイドが目を瞬しばたたいている。

「今日も残業手伝いに来たんだが……なにかあったのか？　床にへたり込んで」

「な、なんだ、ジェイドか……びっくりさせないでよね！」

　取り落としていた書類を拾い上げ、平静を装よそおいつつ立ち上がる。ちょっと転んだだけ、と言い訳しながら歩き出そうとして、は、とアリナはあることに気づいた。

（そうだ！　確か白銀も闘技大会出るって言ってた……！）

　わずかな希望の光が、絶望の闇に差し込んだ気がした。

　ジェイドたちが優勝してこの賞品を手に入れてくれればいいのだ。頭が吹っ飛んでいたくらいで彼らは怒るまい。いや、より確実性を求めるなら、いっそ──

「……ね、ねえ、ジェイド」

「なんだ？」

「今度の闘技大会、白銀も出るんでしょ？　優勝したら、その賞品って、どうするの……？」

「優勝賞品か？　そうだな……誰かの部屋にでも飾るんじゃないか？　戦闘には使えないし、いまさら純遺レリ物ツクを換金して山分けしてもな」

　精鋭として多額の契約金やクエスト成功報酬をもらっている金持ちにとっては、一般の冒険者には垂すい涎ぜんものの純遺レリ物ツクも、ただのはした金らしい。それを聞いて、アリナは決心した。

「なんだアリナさん、やっぱり闘技大会出てくれるのか？　なーんて」

「出る」

　ぽつりと、アリナは言った。

「へ？」

　啞あ然ぜんとしたように目を丸くするジェイドに、アリナは強く断言した。

「私も、闘技大会、出る!!」

　言うなりアリナは凄すさまじい剣幕でジェイドに詰め寄り、胸倉を摑つかんで目をかっ開いた。

「その代わり……！　優勝したらあの純遺レリ物ツク、私にください!!」

　なんのことはない。首が折れたあの優勝賞品を手に入れてしまえばいいのだ。

（そうすれば私の悪事もやばい力も世間に明るみに出ることはない。完璧……！　完璧な作戦よ……！）

　アリナは悪人よろしくこっそりと口くちの端はを吊つり上あげた。

「そ、それは、全然構わないけど……え、本当に出るのか!?」

「なによなんか文句あんの」

「いや、ないんだが、この前は全く出る気なんてなさそうだったのに、なんでまた急に……？」

　未いまだ信じられない様子のジェイドからつっと目をそらし、アリナはしどろもどろに答えた。

「……別に、優勝賞品が欲しいだけ」

「優勝賞品が欲しい!?」

　たちまちジェイドは、雷に打たれたように顔面を強こわばらせた。

「定時以外欲しいものなんてないって言っていたあのアリナさんが!?」

　ジェイドはいぶかしみつつ、カウンターの上に鎮座する優勝賞品をじっと観察した。

「なんだ……この変な像のなにがいいんだ……!?　値段か？　形？　色……!?」

「ぬわああぁぁぁぁぁ!!　じっくり見るなああぁぁぁぁ！！！」

　とれた首元を接着剤でくっつけただけの気まずい優勝賞品をじっと凝視され、アリナは思わずジェイドの横よこっ面つらをぶん殴ってやめさせた。

「べふっ」

「いいじゃん別に！　ああいうのが！　好きなの！」

　思わず逆ギレして叫ぶ。ああいう変なのが好きだったのか……となにか衝撃的な理解を得たらしいジェイドが、悔しそうに顔をしかめ、拳を作った。

「く……っ！　俺としたことが、今までアリナさんをよく見てきたのに全く気づかなかった。だが確かに、あんなよくわからん形の像なんて滅多に市場に出ないし、気づかなくて当然か……」

　アリナの趣しゆ味み嗜し好こうについてなにかの勘違いを生んだようだが、ともあれひとまずは、首がぼっきり折れていることはバレていないようだ。こいつが馬鹿でよかった、と内心ほっとしつつ、アリナは強引にため息をついた。

「前衛役トツプアタツカーが決まってないならそっちもちょうどいいでしょ」

「まあそれは本当にありがたいんだけどさ。しかし優勝賞品が欲しいなら早く言ってくれてもよかったのに。俺はてっきり、うっかり優勝賞品を壊しちゃって証拠隠滅のため手に入れようとしているのかとでも」

　びっっっっっっくぅ！！！！！

　ジェイドの鋭すぎる仮説に、アリナの全身が跳ね上がった。

「ナ……ナァァァァニをイッテルノかナ？　そンナわけなイじゃナい？」

　声をひっくり返しながら、冷や汗をだらだら流して、アリナはむりやり口角を吊つり上あげた。

「……ん？　そういえばこの優勝賞品、首元がなにか……」

「ジェイド」

[image: ]

　知ってはいけない真理に辿たどり着つこうとしているジェイドの手を、アリナはそっと握った。

　瞬間、めきめきめきぃ！　と骨の軋きしむ音が響き渡る。

「あだだだだだだ！」

　ジェイドが悲鳴を上げた。痛みのあまり涙目になりながら振り向いたジェイドは、アリナの聖母のような優しく穏やかな微笑を見た。

「ね、今日も残業手伝いに来てくれたんでしょ？　早く始めよ？　ね？　……ね????」

「………………」

　その笑顔の裏からなにか凄すさまじい圧がジェイドを襲う。ジェイドはじんじん腫れあがる手をさすりながら、お、おう……と返事をするしかないのだった。
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「……アリナさん」

　そんなこんなで残業を始め、深夜。隣に座っているジェイドから、ふいにぽつりと話しかけられた。

「……なに……」

　ぬぼうっとアリナは顔を上げると、なぜか心配そうなジェイドの視線とぶつかった。

「そろそろ休憩しないか？」

「きゅーけー……？」

　ぼんやりと復唱し、アリナは壁掛け時計を見上げた。残業を始めてから時計の針はすでに零時を回り、確かにアリナの集中力も限界に近かった。だが、休憩などとのんきなことを言っていたら永遠に帰れないのである。

「……きゅうけいなんてしてたらおわらないし……わたしまだよゆうだし」

「いやでもここにな」

　そう言いながらジェイドがなにか言いたそうに書類を指さした。それはアリナの処理した書類だった。アリナの処理後、ジェイドがチェックするという方法でミスを防ぐのだ。

「なによ……なにかみすでも？」

「〝つかれたみんなしね〟って書いてあってだな」

「……」

「……」

　受け取って確認してみると、確かにそこに、ミミズがのたくったような、文字と認識できる限界ギリギリの筆致で、心の声がうっかり書き込まれていたのだった。

「休憩しよう。アリナさん」

「ふ……このわたしともあろうものが……しかたないなぁ……」

　光と元気を失った虚うつろな目でぼそぼそ言って、アリナは立ち上がった。じゃあ息抜きに外の空気でも吸ってくる、と言って、ふらふらと更衣室に向かった。

　最近夜は冷えるので、なにか一枚羽織って出ようと思ったのだ。がちゃりとロッカーの戸を開け、思考停止のままいつもの慣れた作業で外がい套とうを羽織り、靴を履き替え、仮面をつけて──

　おや、とアリナの手が止まる。ロッカーの中に常備していた残業のお供、箱買いポーションがもう少なくなっていたのだ。

「ジェイドー……、ついでにポーション買ってくるー……」

　声だけジェイドにかけてイフール・カウンターを出たアリナは、いつものポーションを買う雑貨屋へと向かった。珍しく夜遅くまで店を開けている雑貨屋だ。

　主に冒険者向けの消費アイテムを取り扱う雑貨屋は、ダンジョンに向かう前に冒険者たちが立ち寄る定番の店である。ここでポーションや携帯食料などの必要なアイテムを一通り補充し、ダンジョンに向かうのだ。

　いつも通り、その雑貨屋の窓から明かりが漏れていた。財布を片手に握りしめ、アリナの足は吸い込まれるように雑貨屋に入っていった。

　──しかし、その時のアリナは気づいていなかった。

　疲労のあまり機能が停止した脳みそで、ぼんやりと着替えたその姿が……実は思いっきり処刑人の格好であったことに──
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　深夜にからんとドアベルが鳴って、雑貨屋の店主は読んでいた新聞から顔を上げた。

「らっしゃい！　今日は〝大平原クエスト〟のために特別に朝まで店を開けてるよ。アルタノに行くってんならここで一通りそろえていき──」

　ここ最近言い慣れた挨拶だった。

　が、途中まで言って、深夜に訪れた客の姿を見た店主は、続く言葉を失ってしまった。

　どんよりと疲労の影を背負い、生気もなく、まるで幽霊のような雰囲気で現れたのは、顔の見えない客だった。頭をすっぽりと隠すフードと、どこかで見たことのある外がい套とう。

「しょ、しょ、しょ……!?」

　脈絡もなく店に入ってきたのは、新聞でよく取り沙汰されている処刑人だったのだ。

　ガタンと椅子を蹴って立ち上がり、目をまん丸に見開いて、ろれつの回らない口で「しょ」を言うことしかできなかった。あまりの驚きよう愕がくに震える指を向けても、唐突に来店した客──処刑人はどんよりとうつむいたまま顔を上げない。

　その様子は、噂うわさに聞く彼の武勇伝とは到底かけ離れていた。

　新聞で見たときには、威風堂々巨大な銀の大鎚ウオーハンマーをかついでいた。超巨大なストーンゴーレムや巨大迷宮を前に、眼前に敵はなしとばかりのその姿には、圧倒されたものだ。

　しかし今はそんな気配は微み塵じんもなく、処刑人はひどく疲れた様子で、足下もおぼつかない。なにか大きな負傷で弱っているという感じでもなく、どちらかというと雨に打たれた野の良ら猫ねこのよう。日々の仕事に疲れ、将来に絶望した冒険者のような──

「お……おい……一体どうしちまったんでぇあんた!?」

　人情派と言われることの多い店主は、疲れ切っている彼の体調の方がだんだん心配になってきた。

「強つえぇ魔物に追いかけ回されでもしたのか？　もしや今話題の、アルタノ大平原で──」

「ぽーしょん」

　処刑人は店主の言葉を遮り、小さくそうつぶやいた。「え？」きょとんとする店主に、慣れた仕草で金を出す。どこで知ったのか、店主が設定しているポーション一箱分の金額だ。

「ぽーしょんください」

「ポーションだって!?」

「一箱分」

「一箱分!?!?」

（あの処刑人がポーションを一箱分!?）

　店主は青ざめ、立ち尽くした。

　今時、冒険者にとってポーションはそれほど重要なアイテムではなく、大量に持ち歩いたりしない。回復役ヒーラーがいるからだ。持てる数にも限度がある。昔は回復役ヒーラーだけの力では足りず、でかいバッグにポーションを詰め込んで持っていったりもしていたが、そんなのは大昔の話。

　今の時代にポーションを一箱……こんな買い方をする奴やつは、店主の知る限りでは二通りだけ。

　冒険者でもなんでもない奴やつが、眠気覚まし効果の神話を信じて馬鹿みたいに買かい溜だめしていくときか、もう一つは──

（殲せん滅めつ戦せんの、とき……!!）

　ぞ、と店主の背筋に悪お寒かんが走った。

　殲せん滅めつ戦せん。それは、ダンジョンにはびこる全ての魔物を刈り尽くすという、自殺行為。

　もちろん、ダンジョン内から魔物を一掃するには、時間をかけて全ての階層ボスを倒し、魔物たちが去っていくのを待つ以外に手段はない。勢いだけでダンジョンに突撃し、短期間のうちに全ての魔物を蹴散らすなんて芸当は、到底不可能だ。

　──だが、世の中には、ボスを失った魔物たちが自主的に去っていくのを待つような、そんなヌルい手法では我慢できない奴やつがいる。

　魔物に大切な人を殺され、憎しみに取とり憑つかれ、己の命を賭としても復ふく讐しゆうを果たさんとする冒険者だ。

　店主はそんな冒険者を数人、見たことがある。彼らはいかにも悲壮な空気をまき散らしたりなどしない。最近ずっと塞ぎ込んでいると思ったら、ある日突然晴れやかな顔になってやってくる。またダンジョンに挑戦しようと思うんだ、などと笑って、奇妙なほどにポーションを買い込んでいく。

　そうして、彼らは、二度と戻らない。

「…………ッッ!!!!」

　ぎゅ、と店主は箱に詰めようとするポーションを握りしめた。ああ、そうだ、店主は知っている。殲せん滅めつ戦せんなんておっ始めようとする奴やつは、本当は魔物を刈り尽くしたいんじゃない。

　死にたいんだ。

　生きる苦しみに耐えきれず、己の死に場を探しているだけなのだ。

（まさか、あの処刑人まで、殲せん滅めつ戦せんを……!?）

　どうしようもない悔しさが店主の胸に湧き上がってきた。

（声からしてまだ全然若わけぇじゃねえかよ……！　おめぇも、無駄死にするつもりかよ……!?　人生なんて、まだまだこれからだろうがよ……っ！）

　店主は震える手に力を込めて、処刑人を振り返った。止めなければ。前途有望な若者が死にに行こうとするのを、大人は止めなくちゃならない。

　商人魂にかけて、精一杯の気丈な笑顔を作ってみせる。

「お、おう、あんちゃん……おめえ、そのポーション、なにに使うんだ……？　そんなにいらねえだろ、な？　三本でどうだ」

「三本じゃ足りない。これがないと、長い夜は戦い抜けないし」

　やっぱり、殲せん滅めつ戦せんに行く気か……!!

　店主は確信した。やはりそうだ。彼が今までずっと一人でボスを倒していたのも、わざわざ攻略に行き詰まっている難易度の高いダンジョンに現れていたのも、失った仲間の後を追うためだったのだ……。

（強すぎて、死ぬことすら叶かなわなかったってか？　ああ、神よ！　なんて残酷なことを）

　こうして間近で見ると彼の小柄さは一層引き立って見えた。店主が見てきた大柄な冒険者たちと比べたら背は半分くらいじゃないか。男とも女ともつかない中性的な声で、まるで声変わり前の少年のよう。

「あんちゃん！」

　思わず店主は、処刑人の細い両肩をつかんでいた。

「おめえの辛つらさはわかる。だが、だが、そんなことしたって、仲間は誰も喜ばねえんだ！」

「……？　いやこれ全部一人で飲むんで」

「一人！！！！！！！！！」

　ああ。ああ……！

　店主は、神に祈った。そして己を恥じた。

　なにがあろうと一人で逝いく。この覚悟を、ちんけな同情心で、汚すことなど許されない。

　これまで多くの冒険者と接してきた。多くの冒険者が来て、帰ってこない者もいた。でもそれを可哀想かわいそうなどと、そんな浅はかな感情で片付けるのは、散っていった漢たちに失礼だ。

　ここでこいつの背中を押せず、俺はこの先、胸張ってポーション売れるのか!?　否!!

「おめえの覚悟はわかったよ……！　[image: も゛][image: っ゛]でげ[image: あ゛][image: ん゛]ぢ[image: ゃ゛][image: ん゛]……!!!!　ぐ……ひぐっ……」

「え……なに泣いてるの……」

　ドン引きする処刑人に構わず、どん、とポーションの詰まった木箱を置いて、店主は肩をふるわせた。大の男が情けない。涙が止まらねえぜ……。

「あれ、三本多い……」

「サービスだ。とっときな」

　くるりと処刑人に背を向け、店主は肩越しにぐっと親指を突き上げてみせた。

「俺はおめぇの生き様を、笑いも哀れみもしねぇ……思いっきり暴れて、散ってこい……！」

「……はあ……」

　カラン、とドアベルが鳴り、処刑人の気配が消える。再び一人になった店内で、店主は膝から崩れ落ちた。

「処刑人……！　俺は、おめえを、忘れねえ……！」

　腕で涙を拭うと、店主は商品の宣伝用に用意していた大きな木板に、でかでかと文字を書き始めた。
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「いやまあ、何事もなくてよかったよ」

　翌日、夜のイフール・カウンター事務室にて。新聞を見て凍りつくアリナの横で、ジェイドが苦笑していた。

　アリナが呆ぼう然ぜんと見つめる新聞の一面。そこにでかでかと掲載されているのは、とある雑貨屋の写真だった。問題は、雑貨屋が立てかけた看板の文字だ。

　そこには『処刑人がポーションを買った店!!』と大きく書かれていた。

　記事には昨晩中にいくつもの処刑人の目撃情報がまとめられ、死人のように夜道をふらふら歩いてただの、寂しげに野の良ら猫ねこに話しかけてただのと書かれているのだった。

　今朝一番に配られたこの新聞により、今日のイフールは一日中混乱し騒々しかった。というのも新聞を見た冒険者たちが大慌てで町中を駆け回り、処刑人を探し始めたのだ。

　どいつもこいつも、闘技大会のために処刑人を仲間に引き込みたいからである。

　それもこれも全ては昨晩、アリナが残業の疲労のあまりうっかり処刑人の格好に着替えてしまい、そのまま堂々ポーションを買いに行ってしまったことが原因だった。

「き……記憶が……ない……」

　呆ぼう然ぜんとアリナはつぶやいた。正直昨晩は疲れすぎていてなにも思い出せない。

「……ていうかアリナさん、処刑人の服、職場の更衣室に置いてるのか……？」

　不用心すぎるだろと言いたげなジェイドの視線から、つ、とアリナは視線をそらした。

「しょ、しょうがないでしょそっちの方が便利なんだもん──それにこの騒動のおかげで今日は窓口が暇で、ばりばり事務作業が進んだし？　むしろ結果オーライ？」

「……。ま、まあ、ということは、アリナさん明日は休めるんじゃないか？　休館日だろ」

「んなわけないでしょ……」

　たちまちどんよりとアリナは肩を落とした。明日はイフール・カウンターの休館日で、アリナをはじめ所属する受付嬢は全員休み──のはずだが、もちろん休める状況ではなく、アリナは明日も一日仕事をする予定だった。

「……そ……そうか……なんというか……お疲れ様……」

「でも大丈夫……休日出勤は天国だから……」

　アリナはむりやり口くちの端はを吊つり上あげて、捻ひねり出だすように強引な希望を口にした。

「なにしろ窓口は閉まっているからね……あの話を聞かないクソ冒険者共の相手をせずにすむし、上司や先輩たちの目を気にすることなく、一人で事務室を悠々と使い、一日中自分の仕事に集中することができるんだから、休日出勤はまさに天国──って……」

　言いながら、アリナはふと、自分がとんでもないことを口走っていることに気がついた。

「うわあああああ！　私いま、休日出勤は天国って言った!?」

「え、お、おう、はっきりと……」

　唐突に騒ぎ出すアリナにジェイドが戸惑いつつも頷うなずいたのを見て、アリナは頭を抱えた。

「〝残業と休日出勤は仕事が捗はかどるからありがたい〟とか言い出したら終わり、終わりなのよ……末期症状なのよッ！　いつの間にか自分の平穏よりも仕事の優先順位が高くなってしまっている証拠……！　それでいいのかアリナ・クローバー、いやいいわけがない！　目を覚ませ！　休日と定時帰りを潰されてありがたいわけあるかあああ!!!!」

「……」

　頭を抱えて絶叫するアリナに、さらに、ジェイドから残酷な追い打ちがかかった。

「……アリナさん、明日は俺、手伝えないんだ」

「エッッッッッッ」

　時が停止した。

　数秒、アリナの顔が、見捨てられた子猫のような絶望の表情のまま、ぴくりとも動かなくなったのである。だがそれはすぐに引っ込んで、代わりに大おお袈げ裟さに肩をすくめてみせる。

「あ、あああああっそう。まあ別に？　休日出勤まるまる一日手伝えなんて言うほど、私は鬼じゃないし？　そんなこと微み塵じんも思ってないし？　別に、一人でも……平気だもん……」

[image: ]

　虚勢を張った言葉を並べながらも、声からは気力が抜けて、頭からさらさらと砂になっていく。すっかり生気をなくし溶け消えていこうとするアリナに、ジェイドは慌てて理由を話した。

「手伝えないと言っても、昼間だけだ。夜ならいつも通り行けるはずだ」

「夜は来るのね！」

　ぱああっとアリナの顔が輝いた。

　もちろん、アリナの残業を手伝う義務もなければ得もないジェイドを、日々の残業ばかりか休館日にまで一日こき使おうなんて、そんな傲慢なことを考えるほどアリナは鬼ではない。

　鬼ではないが、でも、心の片隅ではちょっとだけ、こいつの事務能力を一日フルに使えればかなり作業が進むなぁとは、ちょこっとだけ思っていた。ちょこっとだけ……いやだいぶ。

「もちろん用事がなければまる一日手伝う気満々だったんだが……急きゆう遽きよ仕事が入っちまって」

　心から悔しそうにジェイドは顔を歪ゆがめ、くっと歯を食いしばると、握った拳を震わせながら悔しい胸の内を明かした。

「休館中の静かな事務室でアリナさんと一日中二人きり……！　それはつまり、お勉強デートみたいなもの……！　このチャンスを逃すことになるとは……おのれ仕事……人の恋路を邪魔するなんて、許さねぇ……！」

「ていうかあんたも一応ちゃんと仕事してたのね」

「アリナさん、俺をなんだと思って……？」

「毎日ストーカーしかしてないと思ってた」

「…………」

　ジェイドのなにか言いたそうな視線を無視して、アリナは作業にとりかかるのだった。
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　ふわり、と転移装置クリスタル・ゲートに吐き出され、ジェイドが着地した先は柔らかな草の大地だった。

　見渡す限りの緑と、昼の青空。遠くには山が見えた。草原を貫くように古い街道が敷かれ、時折ぼこぼこと岩が顔をのぞかせる。遮蔽物のない、胸のすくような光景が広がっていた。

「広いなーアルタノ大平原」

「いい景色なのです！」

　同じく転移装置クリスタル・ゲートで移動してきたロウとルルリが、のんきな感想を言っている。普段は商隊が旧街道をのんびり進んでいるくらいの、冒険者とは縁のない場所だ。しかし今はジェイドたちの他にも幾人かの冒険者の姿があった。

　もちろんジェイドら《白銀の剣》も、遊びに来たのではない。仕事である。

「しっかし、俺らが出るほどなの？　このクエスト」

　旧街道を進みながら、ロウがどこか腑ふに落ちない様子でつぶやいた。

「せいぜいＢ級ダンジョンのボスクラスしか出ないんでしょ、俺らじゃなくてもいいじゃん」

「魔物を倒すだけならな。俺たちがやらなきゃいけないのは、原因を探ることだ」

　二週間前、冒険者ギルドは一つの奇妙なクエストを発行していた。それが「アルタノ大平原魔物討伐」というものだ。

　ダンジョンに出現するはずの魔物たちが、ダンジョンでもないアルタノ大平原に現れたのである。平原に次々と出現する魔物たちの討伐、それがクエストの達成条件だった。

　出現する魔物たちの危険度は高くないが、原因は不明。闘技大会までは他にやることもないからと、多くの冒険者がアルタノ大平原の魔物討伐クエストを受注していた。

　ジェイドはのどかな景色を見回した。実際に来てもやはり、エーテルの匂いもなにもない。

「ふつう、エーテルのない場所に魔物は寄りつかない。ましてＢ級とはいえ、ダンジョンの縄張り争いに勝てるようなボスクラスの魔物がいるのはおかしいんだ。最初はギルドも突発的なことと気に留とめていなかったようだが、魔物の異常出現が長期化している……大会に向けた練習台になるから、参加者には嬉うれしいだろうけど」

「永久の森と同じということはないのですか？」

　ふとルルリが首をひねった。

「あそこもダンジョンではないのに、魔物が出る場所なのです」

「考えたけど、それも違うな」

　通常、エーテルは先人のつくった建築物であるダンジョンから発生する。

　例外的なのが、永久の森という〝Ｃ級ダンジョン〟だ。永久の森は、その名の通り建築物ではなくただの森。それでありながらわずかにエーテルが発生し、討伐難易度の低い魔物たちが集まっていたのである。結局はそれも、森の中にあった隠しダンジョンから漏れ出ているエーテルが原因だったのだが。

「ここはエーテルの気配が微み塵じんもない。魔物が寄りつくような要素は一つもないな……」

「むむむ……」

　ルルリは眉間にしわを寄せて腕を組んだ。

「まあそういうわけで、今回白銀に渡されたクエストは、平原の魔物の討伐と、魔物の異常出現の原因調査だ。……と言っても、この広いなか原因を探すのは骨が折れそうなんだけど……」

　ぴたり、とジェイドは立ち止まった。

「どうした？　リーダー」

「……悲鳴だ」

　はっとルルリとロウの表情が引きしまる。ジェイドの目や耳は、スキルを発動していなくとも常人離れした性能を持っていることを知っているからだ。

「どこかでパーティーが戦ってるな……こっちだ」

　言うなり、ジェイドは悲鳴のもとへ向かって走り出した。
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「……これは……！」

　ジェイドが駆けつけたとき、そこはすでに戦場と化していた。

　合同パーティーを組んでいたのか、幾人かの冒険者が黒い影に取り囲まれている。

　漆黒の毛のなかに獰どう猛もうな赤い瞳。四肢の爪は獲物を確実に裂き殺すよう二重に生え、口くちの端はからは大きな牙と長い舌が垂れ下がっていた。

　小型の四足獣、ブラックウルフの群れだ。

「た、助けてくれぇ！」

　ジェイドたちに気づいた冒険者が、裏返った声をあげた。ブラックウルフの群れに囲まれ、逃げることすらままならなくなってしまったようだ。

　彼らのなかにはすでに倒れている者が数人いた。回復役ヒーラーが治癒にあたっているが、なかなか回復しないところを見るに、重傷のようだ。

「群れの規模がでけぇな」

　ぼそりとロウがつぶやく。ブラックウルフは、一匹ではそれほど脅威といえる敵ではないが、群れとなると一流の冒険者ですら命を落としかねない魔物になる。ダンジョンで遭遇したときは仲間を呼ばれる前に対処するべきだが、もう遅いようだ。

　ジェイドは素早く状況を把握すると剣を抜き、大盾を構えた。

「ロウ、いけるか。集めるぞ」

「いけるぜ。任せな」

　ロウの返事を聞くや、ジェイドは剣を地に突き刺し、幻覚魔法を唱えた。

「魔惑光ハストル！」

　剣を起点として放たれた最大出力の魔法光が、群れるブラックウルフを包み込む。対象の意識に作用し、魔物の敵視ヘイトを奪う盾役タンク専用の魔法だ。冒険者たちを取り囲んでいたブラックウルフの赤い目が、一匹も残さずジェイドに向いた。

「敵視ヘイトを全てとる気か!?」

　ジェイドの行動に、盾役タンクの冒険者は助かったと喜ぶどころか血相を変えて叫んだ。

「敵視ヘイト獲得の範囲が広すぎる！　〝集め〟すぎだぞ、ジェイド・スクレイド！」

　彼の指摘は正しかった。

　魔法の強制力によって魔物の敵視ヘイトをとることは、それほど難しいことではない。だからこそ盾役タンクが気をつけなければいけないのは、魔惑光ハストルの発動範囲──魔物の敵視ヘイトを過剰にとらないことだ。

　敵視ヘイトをとれば、当然魔物たちは一斉に盾役タンクのもとに押し寄せる。そのとき、仲間の攻撃役アタツカーが対処しきれなかったり、盾役タンクが攻撃をしのぎきれないほどの数を集めたりすれば、それは愚かな自滅行為に他ならない。

「いくら白銀でも、これは無茶──」

　青ざめる冒険者の声を遮ったのは、ロウの詠唱だった。

「火炎球スフエラ！」

　濃縮された黒魔法の火の玉が、ひゅっとブラックウルフたちの頭上に飛んでいく。もちろん、この群れを焼き切るにはあまりに火力が足りない攻撃だ。だが──

「スキル発動、〈永増の愚者シグルス・アシヌ〉！」

　放った火炎球スフエラに対し、ロウが超シグ域ルススキルを発動させる。わずかだった火の玉に赤いスキル光が着弾した瞬間、凄すさまじい光景が広がった。

　ぼぼぼぼ！　と音をたて、一つしかなかった火の玉がいくつにも複製されていったのだ。その勢いは止まらず、火炎球スフエラは増え続ける。やがて小さな火の玉だったそれは大きく膨れ上がり、うねり、天を貫こうかという巨大な火柱になった。

「なんだ……これは……!?」

　渦巻く熱風のなかに、冒険者の驚きよう愕がくの声が重なった。この巨大な現象は、明らかに魔法での発現可能な領域を超えていたからだ。

　無数の火炎球スフエラが重なり合った火柱は、瞬またたく間まにブラックウルフの群れを飲み込んでいった。まぶしいほどの光と熱が、逃げることも許さず黒い魔物たちを焼き尽くす。

「群れが飲み込まれていく……って、お、おい！」

　啞あ然ぜんと火柱を見上げていた冒険者の顔は、しかし次第に焦あせり始はじめた。

　ブラックウルフの群れを飲み込んでなお、火柱は収束の気配を見せず、まだ膨張を続けていたからだ。冒険者たちは慌てて距離をとる。

「まだ大きくなるぞ!?　俺たちまで燃やす気か!?」

「わかってるって……！」

　ロウは顔を険しくさせ、ぐ、と力を込めて魔杖ロツドを振った。収束させようとするロウの意志に抗あらがうかのように、火柱はうねりを上げてさらに燃え上がる。ブラックウルフを焼き、灰すらも焼き尽くし、大地を焦がして、やがてもう他に獲物がなくなると、火柱は消えていった。

「な……なんというスキルだ……」

　黒く焼け焦げた大地を見ながら、まるで暴れ馬じゃないか、とつぶやいたのは先程の盾役タンクの冒険者だ。彼はもはや腰を抜かし、信じられないものを見るようにロウを凝視していた。

「ロウ、平気か？」

「ああ。いやー、相変わらずの暴れん坊スキルだわ……〈永増の愚者シグルス・アシヌ〉」

　ロウの持つ超シグ域ルススキル〈永増の愚者シグルス・アシヌ〉は、〝現象そのもの〟を何千、何万と複製してしまうスキルである。

　物やスキルそのものには無効だが、人為的に自然現象を発生させる魔法とは極めて相性が良いい。際限なく増幅された魔法は、一瞬で全ての敵を飲み込むほどの高火力を叩たたき出だすのだ。

　しかし一方で、一度増殖を始めたスキルは、術者ですら抑え込むのに苦労するものだった。

「ロウのスキル、ダンジョンでも使えたら言うことなしなんだけどな」

　しみじみつぶやくジェイドから、ふいっとロウは目をそらした。

「……強いスキルに制約はつきものっしょ。今のでも大分抑えたんだからな？」

　コントロールが非情に難しいロウのスキルは、狭いダンジョン内では味方すらも巻き込んでしまうものである。故にスキルが使える場所は、〝屋外限定〟だった。

「ま、だだっ広い場所での大掃除なら任せてくれよ。今回は俺、頑張っちゃうよ」

　顎に伝う汗を拭って、ロウが息をつく。ジェイドは残党がいないことを確認して、ルルリに負傷者の回復を頼んだ。

「それにしてもあんな規模の群れ、どこから移動してきたんだ？　近くに大きなダンジョンなんてないのに……」

　言いながら、ジェイドはふと視界にキラリと光るものを見つけた気がして、言葉を止めた。

「どうしたリーダー？」

「なにかあるな」

　砂と岩しかない大地に、昼の陽光をはね返すものなど自生するはずがない。ジェイドは周囲を探し始め、やがて、背丈の二倍はあろうかという巨石の陰に、一つの水晶を見つけた。

「これは──」

　緑に輝く六角柱の水晶だ。ちょうど転移装置クリスタル・ゲートを手の平サイズまで小さくしたような。

「水晶、なのです？」

「こんなとこに水晶？」

　ルルリとロウが首を傾かしげたとき。ぶん、と低い音とともに結晶がわずかに光を放った。

「！」

　ジェイドはとっさに二人の前に立ち大盾を構える。その眼前で、奇妙な水晶は光とともに一つの影を吐き出した。

　それは、先程見た黒い四足獣。ブラックウルフだった。

「ブラックウルフ!?」

　唐突に現れた魔物に動揺したのは一瞬。ジェイドはすぐさま腰の剣を抜き、ブラックウルフの敵視ヘイトを確保する。

「鳥嘴氷グラシス！」

　同時にロウの放った氷の魔法が、先手を打ってブラックウルフを氷漬けにした。群れでなければスキルを使うまでもないが、問題はあの水晶である。

「あの水晶が魔物の出所か！」

「リーダー、壊していいか!?」

　一瞬ジェイドは答えを迷った。放っておけば次の魔物があの水晶から出現するだろう。だが、水晶から魔物が出てくるなど見たことのない現象だ。魔物の異常発生の原因を調べるなら、あの水晶は壊さず持ち帰るべきである。

（氷の魔法で封じるか……？　いや、それで封じきれるとは限らない）

　なにしろあの水晶は得体が知れない。あんなものを町中やギルド本部に持ち込むのは危険すぎるし、かといってギルドの研究員をここに呼ぶには、転移装置クリスタル・ゲートから距離が離れすぎている。

　ぶん、と緑の水晶がまた唸うなり、光を放ち始めたのを見た瞬間、ジェイドは決断した。

「ここで壊そう」

　ジェイドの判断を聞いた瞬間、ロウは水晶に向かって魔杖ロツドを振った。

「鳥嘴氷グラシス！」

　たちまち飛来した氷礫が緑の結晶に着弾する。やがて水晶を閉じ込めた大きな氷塊は、自ら音を立て、水晶とともに砕け散った。

「……魔物はいないな」

　ジェイドは周囲に魔物の気配がないことを確認し、盾を戻した。散らばる緑水晶の破片を拾い、眉根を寄せる。

「今の、魔物の出現の仕方……」

「どっかで見たことあるよなぁ。……っていうか、日常的によく見る気がする」

　ロウも同じ引っかかりを覚えたか、困惑の顔をつくっていた。

「日常的に見る、のです？」

　首をひねるルルリに、ジェイドが答えた。

「転移装置クリスタル・ゲートを使った時と、同じ出現方法だ」

　は、とルルリがようやく気づいた様子で、目をまるまると開いた。

「た、確かに、そうなのです……」

　主要な町や建物に設置されている、六角柱の蒼水晶。遺レリ物ツクを元に先人たちの技術を模倣して作られ、転移装置クリスタル・ゲート間であればどこでも一瞬で移動させてしまうものだ。常にダンジョンと町を行き来する冒険者が重宝するのはもちろん、今や一般人にも主要な移動手段となっている。

　空気を震わせるようなわずかな振動音と発光。あれは確かに、転移装置クリスタル・ゲートを使って移動してきた者と、全く同じ現れ方だった。

「けど、ギルドが作った転移装置クリスタル・ゲートは、魔物が移動できないように調整されているはず……」

　転移装置クリスタル・ゲートを実用化するとき、当然、ダンジョン周辺に置いた転移装置クリスタル・ゲートから誤って魔物が移動してきてしまう危険性が考慮された。そこで採用されたのが、ライセンスカードによって移動対象者を選別するシステムだ。

　町と町を繫つなぐ転移装置クリスタル・ゲートにはないが、ダンジョンと通じる転移装置クリスタル・ゲートにはライセンスカード保持者でなければ反応しない仕組みが組み込まれている。それにより、転移装置クリスタル・ゲートの安全性は確保されていたはずだ。

「あれが転移装置クリスタル・ゲートというなら、見たことない種類だな。地ち下か牢ろうにあるものとも違うし……」

「……ともあれ、これで平原の異常出現の原因はわかったな」

　腑ふに落ちないものを感じながらも、ジェイドはいくつか水晶の欠片かけらを拾い立ち上がった。

「あとはギルドの研究員に任せよう。シェリーあたりが飛びつきそうだ」

「まーそうだな。どうせまた、なんで壊したのよって理不尽に怒られんだろーけど」

　ロウのぼやきを聞きながら、ジェイドたちは旧街道を引き返すのだった。
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「ああ～疲れた～」

　ぐで、とアリナは机に突っ伏した。

　朝の爽やかな光がさんさんと降り注ぐ、イフール・カウンターの事務室。外からはガヤガヤと楽しそうな喧けん騒そうが聞こえるが、イフール・カウンターのなかは静かなものだ。

　当然である。今日は休館日で窓口は閉まっているし、そもそも受付嬢は誰も出勤していないのだから。

「って、まだ始めて一時間も経たってないのか……」

　絶望の顔で時計を見やってから、続いて視線は大量の書類の山に向く。

「量もすごいし……」

　アリナのデスクの周りには、「処理済み」「チェック済み」「未チェック」などと殴り書きされた木箱が並び、そこに書類が放り込まれている。ものものしい空気を放つそれらをしばらく見て、パチンとアリナは頰を叩たたいた。

「でもラストスパートだからやるしかない。それじゃジェイドは、そこの書類の山から──」

　言いながらいつもジェイドが座っている隣のデスクを振り向き、誰もいないことに気づいて言葉を止めた。

「そうか、今日はいないんだった」

　緊急の仕事が入ったとかなんとか言っていたことを思い出した。我ながら疲れている。アリナは小さく嘆息し、また黙々と作業に取りかかった。

　が、アリナはすぐに羽ペンを置いてしまった。なんだか今日は集中できない。隣にいつもいる奴やつがいないせいか。いや、そもそもジェイドが隣のデスクに座っている方がおかしいのである。あいつは受付嬢でもなければ、事務方の職員でもなんでもない、冒険者なのだから。

「……」

　かすかに聞こえる町の喧けん騒そうに、アリナはしばし耳を傾けた。事務室はどこまでいっても静寂のままで、なんだかこんな静けさも懐なつかしいと感じてしまう。

「そういえば、一人で残業するの久しぶり。まあ今日は残業じゃなくて休日出勤だけど……」

　ぽつりとアリナはつぶやいた。

　ジェイドが残業を手伝ってくれることが当たり前になっていたので、この感覚は久しぶりだ。しかしなぜだろう、前はむしろ一人になれたら清々していたはずなのに──

「き、貴重な戦力が一人減ったんだから、しんみりして当然よねっ」

　むりやりそう言い聞かせて、アリナは書類に向き合うのだった。
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　ジェイドがギルド本部に戻ってきた頃には、もう空はすっかり赤く染まっていた。

　緑水晶の欠片かけらを研究員に渡し、あと一つ用事を片付ければアリナの手伝いに行ける。ジェイドは足早に進み、ギルドマスターの執務室に到着した。軽くノックをして中に入った途端──

　唐突に鋭い声が飛んできた。

「反対ですッ！」

　凜りんとした女性の声だが、ありありと怒りが見える。ジェイドがぎょっとして思わず立ち止まると、めったに見れない光景が目に飛び込んできた。

　執務机の上に大量に積み上がった書類と、それに格闘していた様子のグレン、そしてそのグレンに詰め寄り、机に身を乗り出している女性──秘書のフィリだ。

　怒声はフィリのものだった。グレンの護衛も兼務するフィリは、常に冷静沈着であり感情を表に出さない女性だ。こんな光景は見たことがない。

　あまりの驚きにジェイドが目を瞬しばたたいていると、気づいたフィリがつかつかとジェイドに詰め寄り、強い怒気をはらんだ瞳でのぞき込んできた。

「ジェイドからも言ってください。この聞き分けのない頑固ジジイに！」

「じっ……!?　どうしたんだフィリ、本当にフィリか……？」

「あージェイド、悪いな巻き込んで」

　ほとほと困り果てた様子の冒険者ギルドマスター、グレンが苦笑しながら頭をかいた。

　浅黒く焼けた肌に威厳をたたえた深いしわ、若い冒険者にも劣らぬ体格。一ヶ月前、ギルド本部地下階層での一件があった直後は、治療院のベッドの上でひどくやつれていたが、今はそんな気配は微み塵じんもなかった。

　ただ、グレンの左腕は肩から先がない。

　先の一件で、彼が魔神核を利用し自ら魔神と化したせいだ。その体内に埋め込んだ魔神核を排除するため、左腕を失ったのだった。

「実は治癒師に無理を言って治療院をすぐに退院させてもらってな。そのときからフィリはずっとこんな感じだ」

「じゃあ、完治してないってことか……!?」

「お前だってよくやるだろ、ジェイド」

「若いジェイドと老体のあなたを同じにしないでください。何歳離れているとお思いですか」

「………………」

　辛辣すぎる指摘にグレンが一瞬言葉につまった。きっと心にぐっさり突き刺さっただろうが、咳せき払ばらいをして誤魔化して、機嫌を伺うようにちらりとフィリに視線をやる。

「……まあフィリ、気持ちはわかるがもう決めたんだ。頑固ジジイと言われようが俺は行く」

「その考え方が頑固ジジイだと言っているのです。ただでさえ片腕の状態で、明らかに危険とわかる場所に一人で出向くなど……！　到底認められません！」

「待て待て、本当になにがあったんだ？　危険な場所ってどういうことだ」

　フィリのこの怒りよう、ただ事ではない。ジェイドは単にアルタノ大平原の調査報告に来ただけなのだが、思わず仲裁役のように間に入った。

「……あー、いや、それはだな……」

　グレンがなにか言いにくそうに口ごもる。しかしすっかり怒り心頭の様子のフィリと、戸惑うジェイドを交互に見て、グレンは諦めたように眉間をもんだ。

「……そうだな、もとよりジェイドには言おうと思っていた。順を追って話そう」

　椅子に深くもたれかかり、長い息を吐いてグレンは話し始めた。

「退院を早めてもらい、俺は裏クエストについて調べていた。気になることがあったからだ」

「……裏クエストか」

　裏クエスト。いつからか冒険者の間で囁ささやかれている、存在しない幻のクエストのことだ。

　しかしそれは単なる噂うわさではなく、実在するものだった。一般的なクエスト受注書と異なり、あらゆる場所に刻印された金文字のクエストである。受注すると姿を潜めていた隠しダンジョンが出現するのだ。

　まるで宝探しだが、現実は宝探しとはほど遠い。隠しダンジョン内には残忍な〝魔神〟が眠り、なにも知らずに踏み込めばたちまち魔神の餌え食じきとなる──そんな危険なクエストだった。

「でも、今更〝気になること〟か？　裏クエストについては十五年間散々調べていたんだろ」

　グレンは十五年前にギルドマスターに着任してからずっと、魔神を求め人知れず裏クエストを探し続けてきたはずだ。これ以上調べる余地などあるのだろうか、と首をひねるジェイドに、グレンは小さく頷うなずいた。

「そうだ。十五年間あらゆる手を使い、探し尽くした。だからこそ違和感があったんだ……白亜の塔をきっかけに、数ヶ月も経たたない短期間で裏クエストが見つかりすぎている」

　は、とジェイドは目を見張った。

「……確かに、言われてみればそうだ……」

　一つ目の隠しダンジョン「白亜の塔」は、魔物が誤飲した遺レリ物ツクをアリナが破壊したことによって出現したが、二つ目の「永久の森」は、情報屋ギルドが見つけ持ち込んできた。それまではどこの記録にも裏クエストに言及するものは一つとなく、単なる噂うわさ話ばなしにすぎなかったというのに、あまりにうまく見つかりすぎている。

「これはルール違反なんだが……永久の森を開放した裏クエストについて、情報屋ギルドから裏クエスト入手に関する情報を買った。──ある日突然、裏クエストが刻印された本が、ギルド本部に置かれていたらしい」

「……裏クエストを置いた誰かがいる……？」

「奇妙なことだ。情報屋ギルドに売りつけるでもなく、まるで見つけてくれと言わんばかり……だが、ここで手詰まりだった。情報屋ギルドも裏クエストを置き去った者を探ったようだが、痕跡は一切見つけられなかったと」

「なるほどな……」ジェイドは腕を組み、眉をひそめた。「それで、どうしてフィリが怒ることになるんだ？」

「……。実は、手詰まりと言ったが、一つだけ心当たりがある」

「心当たり？」

　グレンはしばし言うことを躊躇ためらうように沈黙したが、やがてゆっくりと重い口を開けた。

「四代目【大賢者】だ」

「【大賢者】って、四聖の……」

　かつてこのヘルカシア大陸が魔物の溢あふれる危険地帯だったとき、勇敢にも大陸へ渡ってきた四人の冒険者がいた。

　彼らは魔物を討伐し、人間の生活基盤を作った。やがて次々ヘルカシア大陸に渡ってきた冒険者たちをまとめ、冒険者ギルドの根幹を作り上げた者でもある。そんな彼らの血を受け継いでいるのが、【四聖】と呼ばれる者たちだ。

　四聖の血を引く者は神聖視され、今や直接政まつりごとに関わることはないが、彼らはヘルカシア大陸の王としてこの地の歴史を見守っている。現在で四代目となる四聖は、しかし一つの問題を抱えていた。

　十年以上前のある日、四聖の一人【大賢者】が、突如失踪してしまったのである。

「【大賢者】が失踪したのは、俺がギルドマスターに着任し裏クエストを探し始めた直後だった。四聖にも探りを入れようと思っていた矢先だ。このタイミングで姿を消したことは、ずっと引っかかっていた」

「……もしかして、【大賢者】は裏クエストについてなにか知っていた……？」

「可能性はある。【大賢者】は聡そう明めいな御方だ。俺の動向を察知し先手を打って失踪したとも考えられる」

　グレンは一つ息を吐き、静かに宣言した。

「だから俺は、失踪した【大賢者】を捜すことにした。【大賢者】はこの大陸の歴史を綴つづった歴史書、四リ聖ブ書リの編へん纂さん者しやでもある。もしかしたら魔神についても知っているかもしれない」

「でも、これまでの冒険者ギルドの総力を上げた捜索でも、【大賢者】は見つからなかったんだ。生死すら定さだかじゃない相手を、どうやって捜すつもりだ……？」

「……〝闇ギルド〟の情報網を頼る」

「闇ギルド!?」

　グレンの口から出てきた言葉に目を見開き、しばし言葉を失った。と同時に、グレンが今からなにをしようとしているのか、なぜフィリがあそこまで怒気を露あらわにしたのかを理解した。

「まさか……闇ギルド本部に行くつもりか？」

「そうだ」

　フィリのため息が聞こえてきた。グレンの目には少しの躊ちゆう躇ちよもなく、これにはジェイドも慌てた。

「危険すぎる。少なくとも、冒険者ギルドマスターが直接交渉していい相手じゃない……！」

　闇ギルド──それは、冒険者ギルドに負けず劣らず長い歴史を持つ、古い古いギルドだ。

　諜ちよう報ほうや暗殺、人買い、人ひと攫さらいなど、金を積めば合法から違法まで、あらゆる依頼を引き受ける裏社会の最大勢力。

　スキルが最強格の力とされてきたヘルカシア大陸においては珍しく、魔法を崇拝しスキルを嫌う、魔道士集団で構成されていることも特徴の一つである。スキル至上主義の時代に取り残された魔道士たちが、独自の力を編み出し闇の世界でひっそりと一つの勢力を築いたもの──それが闇ギルドだった。

「闇ギルドの持つ知識や情報は、情報屋ギルドですらたどり着けない深部まで網羅していると聞く。裏社会に生きる者だからこそ手に入るものだ。それを頼るしか手はあるまい」

「そうかもしれないが……」

　それには大きな問題がある。闇ギルドは、スキルを重要視してきた冒険者ギルドを心底嫌い、憎んですらいることだ。

　冒険者ギルドもこれまで、闇ギルドの存在を必要悪として黙認してきた。いや、黙認せざるを得なかった。闇ギルドがスキルへの劣等感で編み出した独自魔法〝禁術〟は、今や超シグ域ルススキルにすら匹敵すると言われ、その力で勢力を拡大してきた闇ギルドを潰すのは、困難だからだ。

　ましてグレンは今、片腕を失い、両手で扱う重量級の大剣を現役のようには振るえない状態。危険なギルドへのこのこ行けばどうなるか。

「だから、反対だと言っているのです」

　それまで辛抱強く聞いていたフィリが、きつく眉間にしわをよせた。

「歴代のギルドマスターすら、闇ギルドとの直接の関わりは避けてきました。せめて使者か書簡で行うべきでしょう」

「ならん。ギルドマスターが行くことに意味がある。危険だからと躊躇ためらっていても始まらん」

「ですが──！」

「フィリ」

　フィリの言葉を遮り、グレンはじっとフィリの瞳を見つめて言った。

「これまで、嬢ちゃんも白銀たちも、命の危険を承知で魔神と戦ってきた──いや、俺が戦わせてきた。これくらいはさせてくれ」

「……っ」

　固い意志を宿す視線に刺され、フィリは続く言葉を失った。しばし沈黙し、やがて根負けしたようにため息をつくと、フィリは眼鏡を押し上げながら一つの条件を提示した。

「……わかりました。ですが、闇ギルドへは私も同行させていただきますからね」

「いや、それは──」

「なんです？」

　慌て出すグレンに、たちまちきらりとフィリの銀縁眼鏡が光り、その奥の双そう眸ぼうから冷たい殺気が放たれる。

「今や片腕でご愛用の大剣も満足に振り回せぬ、図ずう体たいがでかいだけのご老体の分際で、この期に及んで護衛もつけぬなどと駄々をこねられるのですか？　でしたら今後ギルドマスター様のお食事は全てお嫌いなグリーンピースのみで統一したうえに、一日の休憩時間計五分という鬼スケジュールを秘書権限で組ませていただきますがなにか文句でも」

「……」

　一息にまくし立てられ、グレンは口をあんぐりと開いた。

「………………す……すまんかった……ぜひ護衛をよろしく頼む」

　そう言ったグレンは、こころなしか小さくなったような気がする。

　かつては最強の冒険者と名を馳はせ今やギルドマスターにまでなった男を、絶対零度の眼圧とグリーンピースで黙らせるフィリを見て、ジェイドはしみじみつぶやいた。

「フィリを本気で怒らせると怖いんだな……」

「なにかおっしゃいましたかジェイド」

「なんでもないです」

　嘆息し、グレンは改めてジェイドに向き直った。

「……まあ、そういうことだ。しばらくイフールを空ける。闇ギルドの本部は遠いからな。闘技大会の日には戻ってくる予定だが……それまではイフールを頼む」
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　休日出勤という地獄を終えた、その翌日。

　時とは残酷なもので、たとえ休館日に朝から晩まで仕事しようが、やだやだ私今日休んでない休日終わらないで平日来ないでと涙を流し駄々をこねようが、情け容赦なく平日はやってくるのである──そんな世の不条理さを心に思いながら、アリナはイフール・カウンターでじっと懐中時計を睨にらみつけていた。

　カチ、カチ、と音を立てて秒針が進む。イフール・カウンターの中は妙な静けさに包まれていた。

　そろそろ営業時間が終わろうとしているカウンター内に客はいない。だが、いつもなら事務室にこもり、各おの々おの事務作業を進めたり帰り支度を始めたりしている先輩受付嬢たちが、今日は皆持ち場のカウンターに立ち、固唾を吞のんでアリナを見守っていた。

　今日は、闘技大会参加申請の最終日だからだ。

　イフール・カウンターの営業時間終了を以もつて参加申請は締め切られる。最後の最後に駆け込みで参加申請をする奴やつが現れるだろうと予想し、アリナはそんな愚か者を待ち構えていた。

　営業終了まで残り十五秒。

　それを確認し、アリナは懐中時計から目を離す。ゆっくりと息を吐き、開け放たれた正面入り口の向こうに全神経を集中させた。

　扉の向こうに広がる大通りには、帰路につき始める町人や、今からダンジョンに向かおうとする冒険者たちで入り乱れている。だが、慌ててイフール・カウンターに駆け込んでこようとする者の気配は感じ取れない。確かにここ数日は参加申請に来る者はほとんどおらず、珍しいことに参加希望者はあらかた申請を済ませたと言っていい状態だった。

　そして、秒針が頂点を指した瞬間──

　ごーん、と町の鐘が低く鳴り響き、午後五時。営業時間終了を告げた。

　瞬間、アリナはきらりと両目を光らせ、戦を指示する司令塔のごとく、イフール・カウンターの正面入り口を指さした。

「時は来た！　行け、ライラ！」

「はい！」

　たちまち待ち構えていたライラが自身の受け持つカウンターを飛び出し、身を低くした最速の走法で扉に駆け寄る。手慣れた仕草でガチャガチャガチャン！　と二重の鍵を施せ錠じようし、踊るように軽やかに振り向いて、満面の笑みとともに告げた。

「営業時間、終了しました！」

　アリナは握りしめていた懐中時計を放り投げ、両手を万歳させて天に叫んだ。

「大会申請、終わった───────ッ！！！」

　勝利の咆ほう哮こうと同時、周囲からは惜しみない拍手が飛んでくる。

「おめでとう、アリナちゃん！」

「頑張ったわね！」

「おつかれさまアリナちゃん。おかし食べる？」

「お疲れ様。アリナ君」

　カウンター長までもが事務室から出てきて、アリナをねぎらった。

「ありがとうございます、先輩、カウンター長……！」

　皆のねぎらいを受け、アリナはそっと涙を拭った。

「あとは明日、集計結果と一緒にこれまでの申請書類たちをギルド本部に丸投げ──もとい提出すれば、大会担当の仕事はほぼ終わりです……！」

　大会当日も、担当として軽い受け付け業務が残っているが、受注業務の激務に比べたら微々たるもの。楽勝の仕事である。すなわち、死の窓口と恐れられた闘技大会特設窓口の業務はほぼ終了したのである……！

（私……生きてこの仕事をやり終えたのね……）

　感無量で声を詰まらせながら、今日は絶対定時で帰ってご褒ほう美びに思うさまケーキを貪り、たくさん寝ると心に決めるアリナなのだった。
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　ギルド本部訓練場。闘技場を模してつくられた、誰もいない広い空間に《白銀の剣》が集まっていた。

「そろそろ闘技大会が近づいてきたからな。大平原クエストの仕事も片付いたし、俺たちはしばらく闘技大会優勝に向けて練習に集中させてもらえることになった」

　集まったのは、回復役ヒーラーを担当するルルリ・アシュフォードと、後衛役バツクアタツカーを担当するロウ・ロズブレンダである。リーダーであるジェイドの方針に、ルルリがふと首を傾かしげる。

「でも、練習ってなにをするのです？　前衛役トツプアタツカーのアリナさんもいないですし」

「もしかして複合スキルの練習？」

　ロウの言葉にジェイドは頷うなずいた。

「正直言うと、今俺たちが優先すべきは魔神との戦いに備えることだ」

「そういうことでしたか。まあ、ジェイドと私の複合スキルは、発動する分にはもう完璧なのです。ということは……」

　得意げなルルリが、ちらりとわざとらしくロウに視線をやった。気づいたロウがむすっと唇をひん曲げる。

「けっ。どーせ俺はまだ発動すらできてませんよー」

「ロウのスキルと組み合わせたら、かなり強力な複合スキルになるはずだ。屋外限定の制限も解消できるかもしれないし、魔神に対して優位をとれる可能性だってある……発動できるまで協力してくれないか？」

　ロウのスキル〈永増の愚者シグルス・アシヌ〉は、超シグ域ルススキルの中で右に出る物なしとまで言われた、高火力スキルだ。これを複合スキルにすることができたら、魔神とも戦える頼もしい武器になるだろうとジェイドは考えていた。それに、一度発動すれば気が済むまで膨張するこの暴れ馬も、ジェイドのスキルを介することで調整できるようになるかもしれない。狭いダンジョンでも意のままに扱えるようになれるだけで有用だろう。

「わかってるって」

　口ではぶつぶつ言いつつも、ロウはどこか楽しそうに口くちの端はを吊つり上あげた。

「今日はとことん付き合ってやろーじゃねーの」
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「っがぁ！」

　バヂン！　と凄すさまじい破裂音が響いて、ロウは衝撃に吹き飛ばされた。

「くっ」

　ジェイドは大きくのけぞったが、数歩たたらを踏むのみだ。一方小柄なロウは、思いきり吹き飛ばされ、訓練場の床に転がった。周囲に展開されていた濃い赤しやつ光こうはたちまち溶け消え、なんとか気力を振り絞って維持していたスキルが無慈悲に消えていく。

　固い地面を転がされたロウは体のあちこちをすりむいたが、痛みに呻うめくより先に、悔しい声が出た。

「かーっ、全然できねー！」

　ロウのスキル〈永増の愚者シグルス・アシヌ〉をジェイドのスキルと掛け合わせる試みは、やはり全く成功しなかった。ロウがスキルをコントロールできないせいだ。

　もとより、一度発動すれば術者の意志など完全無視し、対象が消滅するまで膨大な複製を続けるという暴れ者のようなスキルだ。コントロールできていたら、そもそも使用を屋外限定にすることもない。

「はー、しんど……」

　弱音を吐きつつ、立ち上がろうとする。しかし瞬間くらりとめまいが襲って、思わず床に手を突いた。

「スキルの使いすぎだ。今日はここらでやめとこう」

　そういうジェイドの顔はまだ、力を余しているようだった。二本脚で立って腰に手を当てる余力がある。

「……」

　対して自分は全身から力が抜け、自力で立ち上がることもままならない。その差に多少の悔しさが胸をよぎるが、しかしロウは同時に、ジェイドがもっとずっと前からスキルの耐久度を高めようと体を痛めつけていることも知っていた。

　ジェイドはそれまで頑張ってきた。昼間は足腰砕けるまで鍛え、夜はアリナの残業を手伝っているというのだから驚異的である。

（この体力お化け……）

　改めてジェイドの人外並みの体力に舌を巻きつつ、ロウはそのまま床に寝転がって、大の字に手足を広げた。

「だめだ。まじでくたくた……」

　昼の強い日差しがほてった体に容赦なく降り注ぐ。重い四肢から力を抜き、固い地面に全てを預けると、ふわふわと体が浮いたようでどこか心地よかった。

「なーんで俺だけ複合スキルできないんだろ。ルルリとは問題なかったんでしょ？　なんかフクザツー」

「相性があるのかもしれないな。ロウのスキルが強すぎるせいか……」

　ジェイドも原因を考えながらロウの横に腰を下ろす。しばし二人して、だだっ広い訓練場を眺めた。

「もう少し範囲抑えてみる？　ちょっとならコントロールできるぜ。ちょっとなら」

「そうだな……」

　つぶやいたジェイドはどこか不思議そうに、首をひねっていた。

「ルルリのときと違う、なにか違和感があるんだよな……ロウ、〈永増の愚者シグルス・アシヌ〉って超シグ域ルススキルだよな？」

　何気なく聞かれたジェイドの言葉に、一瞬、ロウは言葉に詰まった。だがそれは本当に一瞬で、普通の人間であれば特に気にならない程度の、わずかな間だ。

「そりゃ当然よ。あれが超シグ域ルススキルじゃなくてなんなのってかんじ」

「そうだよな」

　考え込むジェイドに、内心ちょっとだけ罪悪感がよぎる。やっぱりこの人は勘がいいなと感心しながら、ロウはさらりと話題を変えた。

「複合スキルが使いこなせるようになったら、そのうち、リーダー一人いりゃ事足りるようになっちゃうかもね」

「通常戦だったらそうなる可能性もあるけど、魔神戦はそうはいかないだろうな」

「まーそうね」

　たとえロウとの複合スキルに成功したとしても、魔神に勝てるとは限らない、いやその可能性の方が低い、というのが現状だ。それは十分にわかっているはずだが、それでもジェイドは複合スキルを追求していた。

　役に立つかもわからないもののために、よくここまで頑張れるものである。

　そんな結果の保証されていない無駄な努力はしたくない、と思うのがロウだが、反面、ジェイドのそういうところは嫌いじゃない。それに、彼が時折ちらりと見せる、悔しそうな顔をロウは知っている。

　だからこの体力お化けが納得するまでは、付き合ってやろうと思っている。

「ロウ、お前、実はちょっと楽しんでるだろ」

「あ、バレた？」

　隠そうともせずにっと笑うと、ジェイドの苦笑が返ってくる。

「俺さ、こうやって誰かと練習したこと、ないんだよね」

　ロウは気づいたらそんなことを言っていた。

「魔法の練習も、スキルの練習も、一人でやってたからなー」

「独学か？　どうしてまた……」

「どーしてだろなぁ」

　考えるまでもなく、答えは一つだった。あの頃は、自分の手の内を誰にも見られてはいけなかったから。敵はおろか仲間にすら。いや、仲間なんていなかった。

「恥ずかったからかなぁ。見られるの」

　噓うそを答えて、笑って誤魔化した。

「ロウが自分のこと喋しやべるの、珍しいな」

「へー、俺ってそう見えてんの？」

「ああ。肝心なところは一線引いてる感じ」

　さすが、よく見ている。伊だ達てにこれまで白銀のリーダーを務めていないということか。

「あ！　ロウ！　大丈夫なのです!?」

　そのとき、ばたばたばた！　と慌ただしい足音とともに、ルルリの焦あせった声が飛んできた。

　そういえば途中でどこかへいなくなっていたな……と思っていたら、足音とともに強烈な臭においが鼻をつき、ロウは思わず疲労も忘れて飛び上がった。

「くっっっさー!?」

「くさいとか言わないのですっ」

　臭においのもとは、ルルリが抱えている円筒型の瓶だった。

「ル……ルルリ……それなんだ……!?」

　目や鼻のつくりが他人より優れているジェイドは、この激臭によるダメージがより大きかったのだろう。スキルの酷使にもピンピンしていたのに、今は地面に這はいつくばって全身を震わせている。

「スキル疲労に効く──かもしれない──特製回復薬をつくってきたのです！」

　大の男二人を無力化させたルルリが、得意げに持っていた瓶をかかげてみせた。

「治ヒ癒ー光ルはスキル疲労には効かないので……せめて効果的な回復薬がつくれないかといろいろ試行錯誤してみたのですよ。ちょうどここはギルド本部なので、研究員の方たちの手も借りました」

「え……そ……それ、飲めるの……？」

　ルルリの持つ透明な瓶の中には、汚お泥でいのようなどろっとした黒緑色の液体が入っていた。時折ごぽりと不気味な気泡を吐き出していて、見るからに人体に入れていい色をしていない。

　しかしそんな得体の知れない薬を持って、ルルリは天使のような笑顔でロウに頷うなずいた。

「もちろんです！　効果のありそうな薬草を片っ端から配合してみたのです」

[image: ]

「い、いやー俺ちょっと元気出てきたかな。あ、立てそうだわ。うん。あと五秒で立てるからちょっとその得体の知れない奴やつと一緒にあっち行っ──」

「遠慮無用なのです！　さあさあ！」

　ルルリはロウが動けないのをいいことにがっと頭をつかんで、瓶を口に押し当てた。

「んんんんんん!!!!」

　数秒後、ロウの悲鳴が訓練場にこだまするのであった。
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「はー、死ぬかと思った」

　ジェイドとの複合スキルの特訓後、ロウはギルド本部に設置された治癒室で大事をとって休んでいた。

　ベッドに横になりながら、ルルリから飲まされた〝特製回復薬〟の味を思い出して顔をしかめる。なんというか、見た目通りの味だった。薬だから不ま味ずくても仕方ないという許容範囲を余裕で超えてくる液体に、ロウは殺されかけたと言っても過言ではないだろう。

「死を覚悟するほどのスキル疲労から立ち直った……やはり回復薬が効いたのです！」

　ベッド脇に座るルルリが、ぱあっと嬉うれしそうな笑顔を輝かせた。

「回復薬で死にかけたの」

「レシピは控えているので量産可能なのです。安心してスキル練習に打ち込むのです」

「……」

　ロウの話なんか聞いちゃいない。ルルリはなぜかとても嬉うれしそうで、初めての料理を褒められた子供のように頰を紅潮させている。その顔を見たら、まあ好きにさせてやるかという気持ちになって、ロウはいろいろな意味での覚悟を決めるのだった。

「──あ、そういえば」

　満足げなルルリが、ふと思い出したように指を立てた。

「特製回復薬を作る際に、研究員の方からちらりと聞いたのですが……この前の大平原クエストで見つけた転移装置クリスタル・ゲートは、やはりギルドが作ったものではないそうなのです」

「あの魔物を転移させる転移装置クリスタル・ゲートか」

　やはり気になっていたのか、真っ先に反応を見せたのは、壁にもたれていたジェイドだ。

「研究員さんたちも不思議がっていたのです。こんな転移装置クリスタル・ゲートは見たことがないと……」

　ルルリの報告に、ロウも眉をひそめる。

「じゃあ、冒険者ギルド以外にも、遺レリ物ツクを解析して転移装置クリスタル・ゲートをつくれる奴やつがいるってこと？」

「しかもそれを、魔物を転移させて悪用している……」

　遺レリ物ツクの解析によってわずかながらに得る、先人の技術の片へん鱗りん。それは現状、冒険者ギルドが握り活用している。アルタノ大平原のときのように、技術が悪用されることを防ぐためだ。

　そのためにギルドは冒険者たちが見つけてきた遺レリ物ツクを高値で買い取っているし、シェリーをはじめとする優秀な研究員を好条件で雇っている。転移装置クリスタル・ゲートを独自に作れるような技術員や財力を持った大きな組織は、現状冒険者ギルドの他にないはずだ。

「今回はアルタノ平原の中腹にあったから大きな被害も出なかったけど、もしあれを町中に持ち込まれたりしたら……」

「それについては、まだ大きな心配はないとのことなのです」

「研究員が言ってたのか？」

「そうなのです。水晶を使った転移装置クリスタル・ゲート同士は、互いに干渉を起こさないよう適切な設置距離があるらしいのです。町の巨大な転移装置クリスタル・ゲートは干渉範囲がとても広いので、町中に他の転移装置クリスタル・ゲートを置いても壊してしまうと」

「そうか、干渉範囲……だからあの緑水晶の転移装置クリスタル・ゲートも、町近くじゃなくあんなアルタノ大平原のど真ん中に置いてあったのか」

「じゃあ問題は、誰が転移装置クリスタル・ゲートを作ったのかってことかー」

「想像がつかないな……冒険者ギルドも、転移装置クリスタル・ゲートの開発にはかなりの年月がかかってるし、莫ばく大だいな研究費も投じている……」

「ロウはなにか思いつかないのです？」

「俺？　んー」

　考えるそぶりを見せながらも、ロウにはすでに心当たりが一つあった。冒険者ギルドに匹敵する技術、そんなものを隠し持っていてもおかしくない組織を、一つ知っている。

（ちょっと調べてみるか……）

　心の中ではそんなことを考えながら、口では真反対の言葉がするりと出る。

「特にないね。そういうのはギルドのお偉いさんの方が、よっぽど知ってるでしょ」

　顔色一つ変えず噓うそをついて、平然と肩をすくめてみせた。こんなことに慣れきってしまっている自分が、少しだけ嫌だった。もちろん、そんな感情をおくびにも出さない技術も持ってしまっている。

「まあ、すぐに危険がないなら、ギルドに任せた方がいいな」ジェイドが腕を組み、小さく頷うなずいた。「グレンには伝えてある。調べてくれるはずだ」

「そういえば、グレンは無事なのでしょうか。闇ギルド本部に行っているのですよね？」

　思い出したように、ルルリが表情を曇らせた。裏クエストの情報を摑つかむためと、グレンが闇ギルド本部に向かったことはジェイドから聞いていた。裏クエストのためとはいえジェイドもこれには心残りがあるようで、難しい顔をして唸うなりこめかみをかく。

「止めたんだが……無理だった……アリナさん並みに頑固だ……」

「はー、無駄に行動力ある奴やつはこれだから」

「け、喧けん嘩かをしに行くのではないから、きっと大丈夫なのですっ」

　それはどうだろう──とロウは思う。

　己の領分を侵されない限り闇ギルドはなにもしてこない。だが、ずけずけと入り込んできた者と、自分たちの〝知識たから〟を持ち逃げしようとする者を彼らは決して許さない。下手したら、本当にグレンは帰ってこないかもしれない。

　もちろん、不安がるルルリやジェイドには、そんなことは口が裂けても言えないが。

「まー大丈夫っしょ。グレンも馬鹿じゃないからさ」

　また一つ噓うそを重ねて、ロウは笑うのだった。
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　夜。ロウは騒がしい酒場の一角に一人で座っていた。

　昼間ルルリからくらった〝特製回復薬〟のおかげかおかげじゃないのか、軽いスキル疲労の症状は治っていた。ただ、舌の先にあの得体の知れない液体の凄すさまじい味がこびりついていて、それを誤魔化すように濃い酒を飲んでいた。

　酔っ払って大騒ぎする冒険者をぼんやり眺めながら、待ち合わせの人を気長に待っていた、そのときだ。

「よう！　辛気くさい顔してるなあ！」

　快活な言葉とともに、ばしんと背中を叩たたかれて、ロウは飲み下そうとしていた酒を思いっきり吹き出した。

「げほっ、うわ最悪……その心臓に悪い登場の仕方やめろよなー……ガルド」

「油断してるお前が悪いのよ」

　カラカラと明るく笑いながら、現れたのは一人の青年だった。特徴的な三白眼に、色白の肌、明るい茶色をした短髪で、軽量の装備と腰にナイフをさしている。一般的な冒険者の格好をしたガルドは、店員に酒を注文して、ロウの向かいに座った。

「で？　久しぶりに連絡よこしたと思ったら、いきなりなんの用なんだよ。あ！　恋バナなら朝まで付き合うぜ！」

　上機嫌でニコニコ笑うガルドは、見るからに嬉うれしそうだ。

「いやー、ロウと酒飲みながら喋しやべるなんていつぶりだろうなあ！　明日仕事休み？　朝まで語ろうぜ。俺明日は予定入ってないんだよねー！」

　どこまでも明るいガルドにため息をつきつつ、ロウはずばっと本題を切り出した。

「あのさ、変なこと聞くけど、冒険者ギルド以外が作ってる作成者不明の転移装置クリスタル・ゲートについて、なにか知ってることない？」

「うわっ殺伐っ。仕事の話かよー」

　ちえーとガルドが唇をすぼめる。店員が持ってきた酒をすねたようにあおり、ガルドが心底残念そうにため息をついた。

「ガルドなら知ってると思ってさ」

「あ、俺を頼った感じ？」

　たちまち目を光らせると、瞬く間に機嫌を直し、にかっと歯を見せて笑った。

「作成者不明の転移装置クリスタル・ゲートって、あの例の平原のやつでしょ」

「知ってるのか」

　なんの説明もなく平原クエストの名が出てきて、ロウは少し面めん食くらう。

「ウチも一応あの事件、調べててさ。ま、ここだけの話。お前だから教えてやるけど」

　す、とわずかに声を抑え、それまでの空気を一変させて、ガルドは静かに言った。

「ここ最近、ウチは──〝闇ギルド〟は、ちょっと揺れてる」

　闇ギルド。ガルドが平然とその名を口にしたことに、ロウは驚かなかった。

　この鬱陶しいほど明るいという以外になんの変哲もなく、どこにでもいそうな格好をした冒険者のガルドは、実は闇ギルドに所属している魔道士であり──暗殺者だと知っているからだ。もちろん冒険者の装備は一般人に紛れる変装である。

「揺れてる？」

「ああ。平原に魔物が出始めるちょっと前くらいに、若い奴やつらがこぞって闇ギルドを抜けた……それも適切な処置を施さずに、〝掟おきて破やぶり〟となった」

「……」

　適切な処置。それは、つまるところ記憶消去である。

　闇ギルドは、独自に培つちかってきた強力な魔法や、一般には知り得ない知識から成す技術を、総じて〝禁術〟として保有している。そしてそれが外に出ることをよしとしない。そのため、闇ギルドを抜ける際は禁術に関する記憶についてのみ、抹消するのが鉄則だ。その掟おきてを守らず闇ギルドから去った者たちのことを〝掟おきて破やぶり〟と呼び抹消対象にすることで、これまで禁術を守ってきた。

「俺も闇ギルドに入って長いけど、全部の禁術を知ってるわけじゃないんだよね。もし禁術の中に、転移装置クリスタル・ゲートの作成技術があったとしたら……」

「掟おきて破やぶりが外に持ち出した可能性が高いってことか」

「そ。だから俺もアルタノの件には注目してる。もしなにかわかったら教えてくれよ！」

　にかっと笑って、ガルドは酒をあおった。その様子を見ながら、ロウはため息をついた。

「大量の掟おきて破やぶりか……なるほどね。どうりで最近〝仕事〟が多いと思ったら、そんなことになってたのか」

「むしろロウ、知らなかったの？」

「こちとら闇ギルドなんかとは深く関わりたくないんでね。余計なことは詮索しないに限る」

　ロウが酒代をテーブルに置いて立ち上がると、たちまちガルドは不服そうに唇を尖とがらせた。

「えーもう行くの？　恋バナは？」

「するかよ」

　ちぇーとつまらなそうにするガルドを置いて、ロウは酒場を後にした。
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　ロウが出ていってからも、ガルドは一人で酒を飲んでいた。聞くだけ聞いてさっさととんずらとは、相変わらずツレない奴やつ──とぼやきつつ、胸中では真逆のことを考えていた。

　ロウはガルドを警戒している。そしてその警戒は、正しい。本当に鼻がいい奴やつだ。

　ふ、と口元だけで笑ったとき、唐突に大きな声が飛んできた。

「ねえ君～、超シグ域ルススキル持ってる？」

　酔っ払った大柄な冒険者の男が、酒の入った大ジヨ杯ツキを片手に上機嫌にガルドに話しかけてきたのだ。ガルドは急に話しかけられてぎょっとしたようなそぶりを見せたが、内心特に驚いてはいない。この酔っ払い冒険者がガルドを見てずんずん歩み寄ってきたことは、視界の端で捉えていたからだ。

「ウチちょうど後衛役バツクアタツカーがいなくてさ、闘技大会一緒にでない？」

「超シグ域ルススキルっすか？　ああー、自分は持ってないっすね」

　へらへら笑いながら答えると、たちまち酔っ払いは横おう柄へいな態度になり、ちっと舌打ちした。

「なんだ、雑ざ魚こかよ」

　ぴくりとガルドの眉が跳ねた。

「雑ざ魚こはひどくないすか？　スキルは持ってなくても、自分強いっすよ。魔道士なんで」

「魔道士？」

　とたん、男はげらげらと笑い出した。

「スキルなしの魔道士が強いって？　おいおい、いつの話してるんだ！　今の時代、冒険者とくりゃスキルも使えなきゃ役に立たねえのよ！」

「そんなことないっすよ。魔法でも極めりゃスキル持ちにだって勝てる……」

「あーあーわかるわかる、スキルに恵まれなかった不運な奴やつは、そうやって現実逃避でもしねえとやってらんねえよなぁ！」

「……」

「魔法なんて今じゃ大道芸みたいなもんだろ！　超シグ域ルススキルを持たねえ魔道士なんてパーティーにいる意味ねえから──」

「蒼炎フラマ」

　男の戯たわ言ごとを遮りガルドはぼそりとつぶやいた。同時、じゅっとなにかが焼ける短い音がした。

　不可思議な青い炎を纏まとわせたガルドの右腕が、男の下腹部を貫いたのだ。

「……ぁ……」

　悲鳴を上げることすら許されず、男は一瞬でその人生を終えた。

　ようやく静かになった男の体がぐらりと傾かしぐ。力を失った男の手から、持っていた酒の大ジヨ杯ツキが滑り落ちる。ガルドがするりとその大ジヨ杯ツキを受け取って、もう片方の手でとんと肩を押すと、男は操り人形のように椅子に座った。ぐったりとうなだれた男の前に飲みかけの酒を戻せば、酔い潰れて眠りこけているように見えるだろう。

　テーブルに隠れた下腹に、穴が開いているなど誰も気づかない。なぜならその傷口は高温度の青い炎で焼き塞がれ、出血がないからだ。

　酒場のなかは相変わらず馬鹿騒ぎが続いている。よく注視していなければ気づけないほんの一瞬の隙に殺人が行われたことなど、誰も想像していないだろう。

「誰かが気づいてくれるまでそこで寝てなよ、ゴミクズのおっさん」

　にこりと微ほほ笑えんで囁ささやくと、ガルドは何事もなかったように〝酔い潰れた〟男の分まで金を置いて、酒場を後にした。

「……魔法は、強いのになぁ。誰もわかってくれない」

　店から出たガルドは、冷たい夜の闇に向かってぽつりとつぶやいた。

　いや、わかってくれないのは当然だ。本当に強い魔道士たちは、みな秘密主義の闇ギルドにいるからだ。闇ギルドはとうの昔にスキルを超越する魔法を開発しているのに、その存在を頑かたくなに隠そうとする。

「だから、いつまで経たっても〝スキル脳〟の馬鹿が調子に乗るんだろうが……！」

　苦々しく吐き捨てると、少し前の胸くそ悪い記憶が蘇よみがえった。

『禁術を世に晒さらすことは許さん』

　闇ギルドマスターからにべもなく言い放たれた一言。闇ギルドが持つ魔法技術や知識を公表し、魔道士の存在価値を高めようとしたガルドの提案は、一考もされずに却下された。

『納得できない。それをしなきゃ、いつまで経たっても〝魔法はスキルより下だ〟って、スキル脳の馬鹿共に笑われ続けるんですよ……！』

『言わせておけばいい。お前の言う〝スキル脳の馬鹿〟には、説明したところでわからんよ』

『でも……』

『禁術の秘密を守り続けることは、闇ギルドに在籍する魔道士たちを守ることでもあるぞ。お前もいずれわかるときがくる』

　魔道士を守るだと？

　ギルドマスターの生ぬるい言い分には反へ吐どが出る。何一つ守れてなんかいないじゃないか。スキルなんかよりずっと長く使われ続けてきた魔法の歴史も、魔法を受け継いできた魔道士の誇りも、スキルに全て蹂じゆう躙りんされ続けているじゃないか。

「わからせなきゃ。あの馬鹿共に。魔法はスキルより強いってこと──」

　ぼそりと暗くつぶやいたとき、遠くの方で悲鳴が聞こえた。先程の酒場からだ。どうやらようやく死体を見つけたらしい。

　ああ本当に、馬鹿ばっかりだ──小さく笑って、ガルドは夜の闇に消えた。
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　翌日。アリナは大量の提出書類とともに、ギルド本部にいた。

　書類入りの木箱とともに本部の事務室に到着すると、アリナの顔を見るなり職員たちが椅子から飛び上がった。

「おい！　イフール・カウンターの分が来たぞ！」

　たちまち室内には、悲鳴にも似た叫びが飛び交う。

「イフール・カウンターだと!?」

「早すぎる！　まだ他のカウンター分もまとめ終わってないのに……！」

「頼む、噓うそだと言ってくれェ！」

　中には頭を抱え、泣き叫びながらくずおれる者までいる。彼らの恐怖に駆られた視線はアリナを──いや、アリナの後ろに控える木箱の山に向いていた。

　そう、闘技大会では窓口となるカウンターも激務だが、闘技大会を運営するギルド本部事務局も、それを超える激務に見舞われるのだ。大会の準備を進めながら、関係各所とのやりとり、各カウンターへの通知、大会当日のスケジュール作成、運営スタッフの確保、そして参加資格の厳正なチェックから対戦表の作成まで、その作業領域は多岐にわたる。

　ただでさえ激務に追われているところを、イフールで最も大きなイフール・カウンターから膨大な申請数が提出されればどうなるか、想像に難かたくない。彼らが最も恐れていたことなのである。

「こちら、イフール・カウンターの受注分になります。よろしくお願いします」

　ギルド本部の動揺をよそに、アリナはにこりと晴れやかな笑顔を向ける。あちらは新たな地獄の幕開けかもしれないが、こちらはもう地獄を抜けたのだ。やりきったのである。ギルド本部の地獄など知ったことではない。

「あ……相変わらず度しがたい量だ……！」

　目の下に濃いクマをつくった職員が、木箱の山を見て顔色の悪い顔をさらに真っ白くさせた。

「しかし、毎回この量をさばくイフール・カウンターもすごいよな。お疲れさん。なんか飲んでく？」

「いえ、お気持ちだけで。それでは私はこれで──」

　業務用の笑顔で爽やかに断り、きびすを返したときだ。突如アリナの鼻先を、数人の冒険者が通り過ぎていった。ばたばたばた！　と慌ただしい足音とともに、冒険者たちの切羽詰まった声が聞こえてくる。

「おい！　いまジェイド・スクレイドが訓練場にいるってよ！」

「早く行こう。見逃しちまう！」

　危うくぶつかるところだ。呆あきれたように冒険者の背を見送るアリナに、事務員の男も困ったように軽く笑った。

「ここ最近、ジェイド様が訓練場で鍛錬をしてる日はずっとこうなんだよ。闘技大会に出る冒険者たちが、優勝候補の彼を研究しようと集まってる」

「ああ……そういうことでしたか」

「しかも、今年は一段と騒々しくて。なんだっけ……複合スキル？　とかいう、とんでもない技をジェイド様が編み出したらしくてね。僕はそういう戦闘のことはよくわからないけど、冒険者たちの慌てぶりを見るに相当なものなんだろうね」

　肩をすくめる事務員に挨拶し、アリナは事務室を後にした。まっすぐ馬車の停留所を目指しながら、頭のなかはすでに別のことを悶もん々もんと考えていた。

（これで事務は終了した。あとは、優勝賞品をどうにかするのみ……！）

　正直言ってこちらの方が重要である。

　脳裏では最悪の未来がむくむくと膨れ上がる。アリナ以外の何者かが優勝し、優勝賞品を受け取る。感慨深げに賞品を眺めたとき、ふと見つける首筋の亀裂……不審に思ってつついてみると、ごろりと首がとれて──

　ゾオォォォ！　とアリナは血の気を引かせた。たちまち始まる犯人捜し。アリナの犯行だとバレれば、そもそも純遺レリ物ツクを破壊できる力の持ち主だということもバレてしまう……！

「私の……私の平穏な人生がぁぁぁぁぁああああ──────ッッ！！！」

　胸中で叫ぶつもりが、気づいたら思いっきり口から飛び出していた。

　はっとしたときには周囲の職員たちがぎょっとしたようにこちらを見ていて、アリナと目が合うや気まずいものでも見てしまったかのように、慌てて視線をそらし足早に去っていく。遠巻きに見る人のひそひそ声も聞こえてきた。

　──なんか変な受付嬢いるんだけど……

　──やだ、まだあんなに若いのに……仕事大変なのかしら……

「………………!!」

　ぐさぐさ突き刺さる哀れみと奇異な視線に、アリナはたちまち耳まで真っ赤になった。

「へ……！　平穏な人生だなぁ今日も！　あっはは……！」

　慌てて誤魔化しの独り言を叫んで傷の上にさらに塩を上塗りし、アリナは敗走者のようにその場を逃げ去るのだった。

（と……とにかく！　なんとしても、なんとしても優勝しなければ……！）

　改めて固く決意し、アリナは胸の前で拳をつくった。

　闘技大会には当日も会場での受け付け業務を任されているが、事前に聞かされた予定通りなら、試合前にはその業務も終わり解放される。そうなったら、あとは白銀とともに試合に出場し、処刑人に扮ふんして優勝賞品をもぎ取るのみだ。

（なんとしても……！）

　ギラギラと目を燃やしながら、アリナは馬車の停留所へと向かう。途中、ふと訓練場を通りかかった。

　そこは職員の男が言った通り、すでに冒険者のひとだかりができている。ジェイドの複合スキル目当てに、敵情視察に来た者たちだ。

　だが、荒々しい冒険者たちの背中は、ライバルの弱点を暴いてやろうと息巻くどころか、みなぴくりとも動いてなかった。水を打ったような静けさに包まれていたのだ。

「……？」

　静まり返る異様な空気に、さすがのアリナも足を止めた。ちょっとだけ考えて、人垣の中に割り込んでいく。そしてようやく訓練場が見える位置まで来て──

「！」

　その光景を見て、アリナは目を見開いた。

　だだっ広い訓練場にはジェイドが一人で立っている。その周囲には赤い光が揺蕩たゆたい、地面には何ヶ所か、同じような赤い光がちりばめられていた。

　それらに囲まれて立つジェイドは、集まった観客のことなど視界にも入れないくらい、集中しているようだった。

　冒険者たちは、いやアリナも、ジェイドの姿を見て息を止めた。

　彼の体は、〝スキルの練習〟という言葉で済まされないほどに、全身傷だらけだったのだ。何度地を這はったか、防具は汚れ、重度のスキル疲労による出血のあとがあちこちに見れた。貧血を起こして顔色は青く、立っているのもやっとという体だ。しかしジェイドの鈍にび色いろの瞳だけは不屈の炎にギラリと光っている。

　練習、などという様ではない。ボスと一戦交えた後だと言ってもおかしくないほど、ジェイドは己を痛めつけていた。

「──収束……、展開……！」

　血の流れる口を動かし、それでもなおジェイドは休もうとはしない。

「複合スキル発動、〈千ミ重リ壁ア〉！」

　周囲に点在していた赤い点から、ジェイドが構えた大盾に赤い光が集う。

　まぶしいほどの光を受け止めて、ジェイドはわずかにのけぞった。が、地を踏む足は決して離れず、膝をつくこともなかった。

　ジェイドの複合スキル〈千ミ重リ壁ア〉は、〈終焉の血塗者シグルス・ブラツド〉を介して複数の〈鉄壁の守護者シグルス・ウオール〉をむりやり重複するという技だ。以前、双子の魔神との戦いのときは、確か四つか五つの重複が限界だったと言っていたはず。

（あの、赤い光……何個ある……？）

　アリナは点在した光の数に、目を見開いた。あれ一つ一つが〈鉄壁の守護者シグルス・ウオール〉の効果を持続し続けているはずだが、四つや五つなど優に超えている。

「ぐっ……！」

　ぶしゅ、と嫌な音が聞こえた。

　踏ん張った足から、盾を支える腕から、血が噴き出ている。アリナも見たことがある重度のスキル疲労によるものだった。しかし、全身から出血してもジェイドはその状態で耐え続けた。

　彼の姿に言葉を失ったのは、アリナだけではない。集まった冒険者も、ジェイドのあまりに壮絶な〝練習〟に、呆ぼう然ぜんとしている。

「がはっ……！」

　ようやくジェイドは術を解き、膝を折った。その頃には周りに血だまりができていた。

「……俺。闘技大会辞退しようかな」

　ぽつりと聞こえてきた声は、隣に立っていた冒険者からだ。

「ええ？　ようやく四等級になれて出場資格がとれたって、喜んでたじゃねえか」

「俺なんか記念出場みたいなもんだよ。強い冒険者と戦えたらいい経験になるし、まぐれで勝てたりなんかしたらラッキーなんて、軽い気持ちで、申し込んでさ……お遊び感覚だった自分が恥ずかしい。毎日こんな練習をしている奴と、同じ舞台に上がる資格なんて俺にはない」

　そう言って、冒険者は去っていってしまった。

「……」

　その冒険者の背中をちらりと見送りながら、アリナは目を伏せた。

　こいつ、毎日こんな練習をしているのか。そのうえで、なに食わぬ顔をして残業を手伝いに来てくれていたのか。

（……馬鹿じゃないの……）

　ぎゅっと胸の奥が苦しくなった。
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　闇ギルド本部はイフールから遠く離れている。

　もちろん秘密主義の闇ギルドは、本部に転移装置クリスタル・ゲートを置いておらず、誰もが気軽に行けるような場所ではない。その道のりは馬車で数日を要し、ようやく辿たどり着ついたグレンを、闇ギルドは一応迎え入れてくれた。

　広い応接間に通されたグレンは、テーブルの向かいに座る小さな老人相手に、ピリピリとした緊張感を隠しきれなかった。

　闇ギルドマスター、ゼファ・ラングル。

　その年齢は不詳で、もう四十年以上、闇ギルドマスターを務めている人物だ。外見はどこにでもいる老人の一人と大差ないが、しかし彼を目の前にすると、言い知れぬ緊張感に襲われる。

「……して、今日は冒険者ギルド様がなんの用だ？」

　ゆっくりとゼファが口を開いた。迎え入れはしたが、諸もろ手てを挙げて歓迎するつもりはない、と言わんばかりに棘とげを感じる冷たい声だ。

「貴殿らしか持ち得ていない情報が欲しい」

　彼の威圧感にのまれそうになる自分を奮い立たせ、グレンは短く言った。

「……情報だと」

「十三年前に失踪した【大賢者】の居場所についてだ」

　ゼファは押し黙った。長い沈黙の後、彼の口からは呆あきれたようなため息が漏れる。

「貴様は、なにもわかっていないのだな。知っておろう。儂わしら闇ギルドが、貴様ら冒険者ギルドをよく思っていないことなど」

「……」

「貴様ら冒険者ギルドにはわかるまい。煌きらびやかな表の世界に住み、賞賛を浴びる貴様らには。汚い裏社会に押し込まれ、汚れ役に手を染め、ないもののように扱われる我らの苦しみなど」

　ゼファはその深い光を宿す瞳をわずかに光らせ、グレンを見据えた。

「特に儂わしは貴様が嫌いだ。グレン。着任したときから、その瞳の奥に隠れた亡霊めいた匂い。胡う散さん臭くさい笑い顔の裏に垣かい間ま見みえる妄執。気に食わなんだ。……情報をよこせだと？　これは我らが長年集め続けた、我らだけの宝だ。それをよこせだと？　ずいぶんと図ずう々ずうしいことをぬかしよる」

「……」

　やはり、闇ギルドに頼るのは難しいか。

　冷え切った言葉に、グレンはわずかに歯がみした。とりつく島もないと言った様子だ。

「……貴殿らの境遇は、理解しているつもりだ。だが、背に腹は代えられず来た」

　ここで簡単に諦めるわけにはいかない。

　グレンはゼファの視線に負けじとまっすぐ見返した。ゼファがふっと笑う。

「そうか。ある程度の覚悟はしてきたのだな。けっこうけっこう。では」

　ぞくり、とグレンの背筋に悪お寒かんが駆けぬけた。

「──死にに来た、ということでよろしいな」

　は、と気づくと、グレンの周囲を数人の男が囲い、刃を突きつけていたのだ。

「……！」

　背後に控えたフィリが息を吞のむ気配が伝わってくる。闇ギルドの者だろう。音も気配もなく現れた彼らは、みな似たような短剣を持っていた。その刃は、例外なく、不思議な青い炎を纏まとっている。

（魔法か……？　いや、普通の魔法ではないな）

　その青い炎から漂う言い知れぬ気配に、グレンは目を細める。

「グレン・ガリア。前線から退いた貴様など取るに足らない赤子同然だ。貴様のスキルを使う前に、首を刎はね飛とばすことができる」

　ゼファは淡々と言った。

「今まで、お前ら冒険者ギルドは儂わしらとの直接の交渉を避けてきた。〝捨て駒〟をよこすことはあっても、冒険者ギルドの長が直接来たことはなかった。その点については、貴様の行動を評価しよう。我らへの敬意の証あかしと受け取る──だが、あまりに無謀だったな」

　くつくつと笑いながら、ゼファは両手の指をそろえる。

「我らはスキルなどに屈しない。スキルに服従した愚かな冒険者ギルドなぞ、見るだけで反へ吐どが出る。貴様は切り刻んで犬の餌にでもしてやるわ」

「……」

　失敗か。グレンは数秒、目を閉じた。

　闇ギルドが未いまだにここまで冒険者ギルドを、スキルを憎んでいるとは思わなかった。そのような考え方は、もう何十年も前の古いものだ。やはりギルドの頭であるゼファが代替わりしない限り、闇ギルドとの交渉は決裂し続けるだろう。

「いいだろう」

　ふう、と息を吐いて、グレンは言った。

「……なに？」

「ここで命を落とすことは百も承知で来た。必要とあらばこの命を差し出そう」

「……」

　ゼファが沈黙した。探るような彼の視線を、グレンは真っ向から睨にらみ返かえす。

「だが、私にもやるべきことが残っている。ここでおめおめ死ぬわけにはいかない。こちらから一つ、提案がある」

　ゼファは一瞬気け圧おされたように、わずかに目を開いた。その彼の前に、グレンは黒い石を置く。

「……これは」

「魔神、を知りたがっていたな」

　は、とゼファが息を吞のんだ。

「もちろん、我らもただで貴殿らの情報を欲しいと言いに来たわけではない。この魔神について、冒険者ギルドが持ち得る情報との交換。どうかこれで手を打ってくれないだろうか」

　ゼファの威に負けず、グレンがそう提案すると、長く沈黙していたゼファがふいに小さく震え出した。

「……く、くく……はははは」

　はははは！　と終しまいには大きな声を上げて笑う。ぎょっとするグレンに、ゼファはダン！　と机上に片足を乗せると、びっと親指を立ててみせた。




「おっけ～。じゃその交渉成立」




「……は？」

　突然がらりと変わった空気に、グレンは目を瞬しばたたく。そんなグレンの困惑もゼファはどこ吹く風で、椅子に座り直すと組んだ足を机に乗せ、口笛を吹きながら椅子をゆらゆらと揺らしている。

「いや～、お前から来てくれて助かったわい。あ、キミたちもう下がっていいよ」

　老人が合図すると、暗殺者たちがペコペコしながらどこか恐縮した様子で消えていく。その様子にもグレンは言葉が出なくて、しばし呆ぼう然ぜんとした。

「脅かしてすまなかったの。ま、なんていうの？　儂わしも老い先短いから、生きてる間にちょっっっっっと〝闇ギルドの長っぽい〟こと、言ってみたかったんじゃよ～」

　えへっとばかり頭に手をやって照れた様子を見せながら、言葉を失うグレンにゼファが続ける。

「こう、ギルドマスター同士の対決？　みたいな？　そういうこと、やってみたくての～～。セリフももう何十年も前からずっとずっと考えて推すい敲こうしたのに……どいつもこいつもビビりおって、直接来る奴やつがいなくてな。いやぁ楽しかった。コレでいつお迎えが来てもぽっくり逝いけるわい。かっかっか！」

「……」

「これ。今のは年寄り渾身の自虐ネタじゃぞ。若造は笑わんかい」

　もはや闇ギルドマスターというより、ただの愉快な老人だった。先程までの緊張感も圧も消えたゼファに、グレンはがっくりと肩を落とした。

「冒険者ギルドのことは……恨んでいないのですか？」

「恨む？　あ、スキルのこと？　だって冒険者ギルド悪くないもん、なにを恨む必要があろうか。世の中はスキルを選んだ。我らは選ばなかった。ただそれだけの話」

　昔の年寄りはそれを理解できる奴やつが少なかったの～とのんきにゼファがぼやく。ふいに、彼はにたりと笑って、グレンの失った左腕を指さした。

「のうグレン。最近はずいぶんマシな顔つきになったではないか。そのなくした片腕に悪あく霊りようでも取とり憑ついていたのか？」

　は、とグレンは軽く目を見張った。闇ギルドマスターに注目されていたというのも驚いたが、彼の言葉は的を射ている。

「……悪あく霊りようですか……確かにそうかもしれません。ずいぶん手荒い除霊だった」

　グレンの答えに満足したように、ゼファは大きく頷うなずく。

「よかろう。我らも魔神という存在については知りたいと思っていたところだ──」言いながら、ふとゼファが首を傾かしげる。「しかしなぜ我らが魔神について知りたがっているとわかったのか？」

「はったりです」

　しれっとグレンは言った。

「闇ギルドならば魔神の存在をつかんでいておかしくないだろうと思っていましたが。やはり知っていましたか」

「……」

　ゼファはしばし、目をまるまると開いて、それから歯抜けの口を開き笑い出した。

「お前もなかなかいい性格をしておる」
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「して、【大賢者】の居場所だったか」

　ふむ、と呻うめき、ゼファが椅子に深く身を沈める。

「まず、グレンよ。これを聞いて怒るでないぞ」

「？」

「【大賢者】失踪に一役買ったのは我ら闇ギルドだ」

「な!?」

　グレンは思わず両手をついて身を乗り出していた。ゼファは構わず、淡々と続ける。

「おっと、勘違いするでない。本人からの依頼じゃ」

「本人からの……依頼？」

「全くの別人になり、ここから逃げ出したい。それが彼の依頼だった。我らの禁術を用いて全く別の顔を与え、【大賢者】を逃がした」

「……」

　グレンは聞かされた事実に呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「……どうりで……どう探しても見つからないわけだ……」

「【大賢者】がなにゆえ突然そんなことを言い出したのか、我らも気になってな。失踪した【大賢者】を追った。だが、つかめたのは十年前の記録が最後だ」

「その最後の記録ではなんと？」

「……【大賢者】が死亡したとされる記録だ」

　は、とグレンは息を吞のんだ。

「失踪後の【大賢者】は、冒険者になりすまして田舎で細々と活動していたようだ。なにが目的かまでは終ついぞわからなかったが、傍はた目めには、全てのしがらみから解放されて、自由に冒険者を楽しんでいるように見えたよ。だが──結局は魔物に襲われて死んだ。まったく、つまらぬ最さい期ごを遂げたものよ」

　ふう、と小さくため息をつき、ゼファが淡々と語る。

「【大賢者】について、我らが知ることは以上だ。くれぐれも四聖には漏らすなよ。儂わしはまだ闇ギルドマスターごっこがしたいんじゃ」

「もちろんです。ですが……これで確信しました。【大賢者】は自らの意志で姿を消した」

　グレンは机の上で手を組み、額をつける。

「願わくば、生きておられればと思いましたが……こればかりは仕方ないか」

　グレンはゼファから得た情報を一度頭の隅に追いやり、魔神核に手をやった。

「感謝します、ギルドマスター。ではこちらの持つ情報をお渡ししましょう──」
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「それでは、行ってらっしゃいませ！」

　アリナは業務用の笑顔で、受け付けを済ませた冒険者の背中を見送った。鼻息荒く、気合いも十分といった様子で彼がのしのし歩いていく先は、イフール・カウンターの出入り口──ではなく、超巨大な屋根付き通路アーケードの出口だった。

　ここは闘技大会会場。そう、ついに、闘技大会当日を迎えたのである。

　見上げるほどに高いアーチ状の天井に守られ、広い通路の両脇には、カウンターが設置されている。各カウンターから来た闘技大会担当受付嬢たちが、参加者たちの受け付けをしているのだ。それだけではなく、ここぞとばかり武器や防具の商店、修理屋が並び、観戦客を対象にしたお土産屋まで軒を連ねている。

「……時間ね」

　リストをチェックし終えたアリナは、ささっとカウンターを閉じ、自らも奥に引っ込んだ。

　闘技大会担当者は、当日にも仕事がある。己の所属カウンターで受けた参加者たちの、当日の出欠確認だ。出欠確認とは言っても、時間通りに受付に来なかった奴やつを片っ端から不戦敗扱いにするだけの、無慈悲かつ簡単なお仕事である。

　対戦相手の勝敗がかかっている以上、いつものクエスト受注のように、営業時間が数分過ぎているが慈悲の心で受け付けてやろうという温情は一切発動しない。当日受け付けしなかったうっかり野郎は、あとは対戦結果を管理する事務局本部に直じか談だん判ぱんしてもらうだけだ。

　つまり当日受け付けを終了した今をもって、闘技大会担当者としての、アリナの仕事は終わったのである。

「……よし……！」

　──が、アリナには、まだやるべきことが残っていた。

　大会担当なんかよりも、はるかに重要な仕事である。

（なんとしても、優勝賞品を、手に入れる……！）

　固く決意するアリナの視線は、アーケードを抜けた先、円形のロビーの中央に向いた。

　そこには一つの台座があり、超シグ域ルススキルによる厳重な封印とともに、優勝賞品が飾られている。全く手が加えられていない大きな純遺レリ物ツクは、その換金価値を抜きにしても静かな威厳をたたえており、魔法光のライトアップでますます神聖な空気が演出されている。

　そう、アリナがデコピンで首を吹き飛ばしてしまった優勝賞品だ。

　なんとしても手に入れ、証拠隠滅せねばならない。改めて決意しぎらりと目を光らせたアリナは、出欠報告のために本部へ向かった。

「あ、いたいた、アリナ先輩─！」

　そこへ、ふと背後から見知った声に呼び止められて、アリナはぎくりと足を止める。おそるおそる振り向くと、試合観戦に来たライラが手を振りながら駆け寄ってきた。

「げっ、ライラ……！」

「『げっ』てなんですか『げっ』て」

「い、いや別に？」

「先輩、大会担当お疲れ様でした！　先輩の分の席、とってありますよ！」

「帰って寝る」

「……」

　なにか言いたそうに見てくるライラに、アリナはため息をついた。

「ていうかライラ……あのさ、その……なんなの、その格好……」

「え？」

　ライラは疑問を持たれるなど心外だとばかり、目を大きく瞬しばたたいた。

[image: ]

　まず、その額には『処刑人　命』と書かれた異様なはちまきを締めていた。背には巨大なハートマークとともに処刑人のイラストが描かれたマントを羽織り、肩から下がるバッグの中には、他にも物々しい空気を放つ応援グッズたちが溢あふれんばかりに詰まっている。

「なにって……決まってるじゃないですか！」

　ぐ、と拳を握りしめ、ライラは目を輝かせた。

「今日は心の限り、処刑人様おしを応援するために馳はせ参さんじたのですよ！」

「……」

　まあ予想はしていたが。それにしてもあまりに気合いの入りすぎているライラの格好に、周囲の人々はなるべく目を合わせまいと足早に過ぎ去っていく。そんな空気にも構わず、ライラは胸の前で両手を組んで、幸せそうに体をくねらせた。

「昨日の対戦者発表会で、私の息が止まったのがわかりますか……!?　思わず半休をとって、大至急応援グッズを作ったんですよ！」

　例年、闘技大会の対戦相手は、前夜祭で一斉に発表されることになっている。それを見たライラは、気づいてしまったのだ。処刑人の登録冒険者名──「レヴォルク・アニラ」の名が、白銀のパーティーの一人に入っていることを。もちろんその名は、アリナが冒険者ライセンスを得るために作った偽名であるが、処刑人の名前としてすでに世間に知られていた。

　もちろん「処刑人参戦」はたちまち話題となった。今回の闘技大会は通常の倍近い観戦客数と、出場辞退者が出るだろうと予想され、事実、まだ早い時間だというのにアーケードは多くの人で溢あふれ、ぞくぞくと中へ向かっていく。

「じゃ、じゃあ私はまだ本部に報告しないといけないから……応援頑張って」

　心にもないことを言ってそそくさとライラと別れ、アリナは本部に向かった。




　　＊＊＊＊




「〝帰って寝る〟……か」

　そそくさと去っていく先輩受付嬢の背中を見ながら、ライラはくすりと笑った。その目はアリナから離れ、ロビーの中央に展示されている優勝賞品の像に向く。

「あんな変な像が壊れたことなんて、黙って知らんぷりしておけばいいのに。ほんと先輩、真面目なんだもんなぁ」

　アリナを闘技大会に誘い出すため、像に細工を施していたとはいえ……こうも予定通り、証拠隠滅のため出場するとは。不器用なアリナらしいといえばアリナらしいが、ちょっと可哀想かわいそうなことをしたかもと、思わなくもない。けど。

「……」

　ぎゅ、とライラは右腕を摑つかんだ。服の下で静かに息を潜めている魔神核──その存在を感じとり、ライラは唇を引き結んだ。

「今回も誠心誠意、応援しますよ、アリナ先輩。だから──」

　目的を果たすためならなんだってする、そう決めた。もうあの頃の私とは違うんだから。

「──魔神を、殺してくださいね」
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　闘技大会会場は、イフールから遠く離れた、広大な荒地の中に建てられている。

　もちろん物理的な移動手段では何十日とかかる場所である。移動には転移装置クリスタル・ゲートが使われ、会場内にいくつも設置された贅ぜい沢たくなつくりだ。

〝先人の造り残したダンジョンに近いものを作る〟という目標のもと、当時の技術を結集して作られた闘技場は無駄にだだっ広い。

　大きなアーケードを抜けると広いロビーに出て、そこから延びる巨大な渡り廊下を歩くと、試合会場へと入ることができる。

「あーあ、結局、リーダーとの複合スキル、発動しなかったなー」

　ジェイドは試合会場の選手入場門脇で、試合開始の鐘を待っていた。隣ではロウがため息をついてぼやきながら座り込んでいる。すでに歓声が漏れ聞こえていて、一歩出ればそこはもう、戦いの舞台だ。

　ここまできても結局、ロウとの複合スキルは一度も成功できなかったのである。とはいえそこはロウらしくひどく落ち込んだ様子でもないが、一応ジェイドは軽く笑いかけた。

「まあできなかったものは仕方ないさ。そういうときもあるだろ」

「ロウが特製回復薬を飲まないからなのですよ？　あれは効果抜群なのです。たぶん」

　𠮟りつけるように腰に手をあて、むすっと頰をふくらませたのはルルリだ。

「あの人間が飲むものじゃないやつのこと？」

「失礼な。人間だって飲めるのです！　たぶん」

　そこでふと、ルルリは周囲をきょろきょろ見回した。

「そういえば、アリナさんはまだ来てないのです？　てっきりジェイドと一緒に来ると思ったのですが……そろそろ試合が始まるのです」

　今回は〝処刑人〟ことアリナが、白銀の前衛役トツプアタツカーとして試合に出場する予定だった。

　もちろん、登録していた参加者が試合開始時にそろっていなければ、その時点で敗北が確定する。心配そうにするルルリに、ジェイドは舞台の方を指さして言った。

「ああ、アリナさんならもう来てるぞ。ほらあそこ」

「え？」

　ジェイドが指さした先──戦いの場となる舞台は、円形に広がっている。町の闘技場の規模を優に超える大きさだ。遺レリ物ツクの欠片かけらを溶かせ合わせた頑丈な床と壁が設けられ、周囲は階段状の客席が囲む。天井はなく、朝から強い日が照っていた。

　試合開始にはまだ早く、舞台には当然誰もいない──のが普通だが、そこにすでに一人の人影があった。

　仮面をつけ、フードを被かぶり、全身を外がい套とうで覆う謎の冒険者、処刑人が静かに仁王立ちをしていたのだ。

「……………………」

　その静かなやる気に満ちた姿を見て、ルルリはぽかんと口を開けた。

「アリナさん……なにやってるのです……？」

「万一遅刻して不戦敗になったら困るからって、ずっとあそこで待ってるんだ」

「……」

　ただでさえ処刑人が闘技大会に出場するとわかって大騒ぎだというのに、その稀き少しような存在が誰より早く舞台に到着している様を見て、観客席も戸惑いを隠せないようだった。

「なあおい、あれ、処刑人だよな……？　開始時間の三十分以上前からずっとあそこに立ってるけど……」

「や……殺やる気きしか感じねえ……！」

「いや違う、時間を守る人なんだよ！」

　観客たちのざわめきが伝わってきて、「そりゃそうなるよな」とロウが笑う。そんな観客席の中に、ルルリはふと異常な光景を見つけた。

「ジェ、ジェイド、あれはなんです……!?」

　舞台をぐるりと囲む広い客席の一部分を、奇妙な団体が埋めていたのだ。

　処刑人の静かな威圧感に気け圧おされる観客たちのなか、そこだけはなぜか処刑人の圧すらも跳ね返し、無言ながら一種異様な熱気を放出している。というのも、一応周囲に迷惑をかけないよう配慮されつつ、団体の周辺には様々な垂れ幕が下がり、巨大な旗が振られていたからだ。

　垂れ幕には「魅せろ！　処刑人魂」「一殺入魂」「絶対勝利　無敗伝説」などと熱く鼓舞する絶妙に懐かしめのスローガンが掲げられ、大旗には処刑人の文字や勝手に作られたハンマーのシンボルマークが風にそよぐ。

　どこからともなく集まった、処刑人の応援団だった。

　そこに座るのはほとんどが若い女性たちだが、しかし彼女らの目は、鋭い光を放っていた。とてもじゃないが、年頃の女の子が好きな選手にエールを送ろうという、可か愛わいげのある空気ではない。彼女らはもはや、処刑人と同じ舞台に立っているかのように、戦士の如ごとき眼まな差ざしで戦いの開始を待っていたのだ。

「うはっすげぇ！　処刑人の応援団あるじゃん。うんともすんとも言ってねえけど」

　腹を抱えて笑うロウに、ジェイドは肩をすくめた。

「『処刑人様が黙っているのに、我らが勝手に騒ぐわけにはいかない』ってさ」

　こう言っていたのはもちろんライラである。

「……というかジェイド、アリナさんはなんであんなにやる気満々なのです……？　いつものキャラと違うのです……」

　アリナと応援団の異様な圧に押され、ルルリがこそこそ小声でジェイドに問いかけた。

「アリナさんは今回の優勝賞品がどうしても欲しいらしい」

「あの変な像をです……!?」

　理解できない、といった様子でルルリは眉をひそめる。それはジェイドも同じ気持ちだが、他人の趣味をとやかく言うのは無粋だろう。ルルリは静かに佇たたずんでいるアリナをちらりと見て、その異様に高まっている集中力に喉をごくりと鳴らした。

「しかもあの気合いの入りよう……！　相当、あの変な像──じゃなくて、今回の優勝賞品が欲しいのですね……」

　ならば、となにか覚悟を決めたように、ルルリも小さな手を握りしめた。

「アリナさんにはいつも助けられているのです。ここは一つ、我ら白銀の力でアリナさんを優勝に導くのです！」

「ああ、もちろんだ」

「……ま、俺らの補助なんて必要ないかもしれねーけど」

　ジェイドが頷うなずき、ぼそりとロウがつぶやいたとき、試合開始を告げるベルが鳴った。待ってましたと歓声が上がる舞台に、ジェイドたちは足を踏み出した。

「ほ……ほんとに処刑人が試合に出てやがる……」

　同じく鐘と同時に舞台に上がってきた対戦相手の一人が、処刑人を見て息を吞のんだ。

「噂うわさに聞いたときはなにかの冗談かと思ったが……」

「降参でもいいぜー」

「降参？　冗談だろ」

　ロウの言葉を強気に笑いとばしたのは、敵の後衛役バツクアタツカーだ。

「ここで処刑人をぶちのめしたら、俺たちの名が上がる！　こんなに大勢人が見てるんだ、負けたらなんの言い訳もできねえぜ」

　賛同するように、にたにたと盾役タンクが口くちの端はを吊つり上あげた。

「知ってるか？　一部の人間は処刑人という存在に疑問を抱いている」

「……疑問？」

「〝処刑人なんぞ、噂うわさが噂うわさを呼んだただのまやかしなんじゃないか〟ってな！　強い強いと言われていた奴やつが、戦ってみたら実際はたいしたことなかった、なんてよく聞く話だ」

　まあ、よく言われている嫉妬や妬みから来る類いの噂うわさ話ばなしだ。くだらないなとこっそりため息をつきつつ、ジェイドはふと対戦相手が三人しかいないことに気づいた。

「おい、前衛役トツプアタツカーがいないぞ。対戦表では四人一組フルパーテイーの参加だったはず……」

　先程まで息を詰めていた観客たちも、これには不満の声が出始める。

　おい、対戦相手なにやってんだ？　せっかく処刑人の戦いぶりが見られると思ったのに不戦敗かよ。まあでも相手が相手だしな、仕方ない──そんなざわめきが大きくなっていき、ついにルール上の許容時間を過ぎようとしていた。状況を見た審判員が、すっと舞台に上がる。

「第一試合は、選手不在により、《白銀の剣》の不戦勝と──」

　勝敗を下そうとしたとき、ようやく、一人の人影が入場門から姿を現した。

「やっと俺の番か」

　ぽつりと、そんな言葉とともに、空気も読まずにゆっくりと舞台に上がってきたのは、鉄製の重鎧ヘビーアーマーに身を包む大柄な攻撃役アタツカーだった。

「──ああ、こんな運命があるだろうか」

　鎧よろい男おとこが朗々と語りながら、一歩一歩踏みしめるように歩いてくる。鎧よろいに覆われ顔は見えないが、背中には黒いバトルアックスが陽光を照り返していた。

「かつて君の力を目にしたとき、俺の心は砕け散った。自信も、プライドも、全てをズタズタにされたのだ……」

　は、とジェイドはその聞き覚えのある声に目を見張った。ルルリやロウも同様に、驚いている。唯一アリナだけが、怪け訝げんそうに首をひねっていた。ジェイドたちの反応に満足したように、敵の盾役タンクがにたにた笑った。

「へ、せいぜい驚けよ白銀……今日はお前らをぶっ潰すために〝とっておき〟の仲間をそろえてきたんだ」

　審判員が試合続行を判断し、すっと舞台を下りる。まるで今日の主役とばかり、堂々遅れて登場してきた鎧よろい男おとこは語り続けた。

「そして俺は、逃げるように、冒険者の精鋭を辞した。武器を置こうと思った。冒険者を引退しようと思った。──だが……俺は、諦めなかった！」

　その言葉は次第に熱を帯びていき、ついにジェイドたちの目の前に立つや、声を張り上げた。

「俺は修行に出た！　雨に打たれ、風に吹かれ──そして！　俺は立ち直った！　いつかあの大いなる壁を越えんと！　その機会が、まさかこうも早く訪れようとは！」

　ガチャン！　と留め具を跳ね上げ、頭部を覆う鉄てつ兜かぶとを脱ぎ捨てた。現れたのは、濃い顎あご髭ひげを蓄えた、彫りの深い顔立ちの男だ。

「今こそ胸を張って君に伝えよう！　そう！　我が名は──〝暴刃のガンッ」

　瞬間、アリナの生み出した銀の大鎚ウオーハンマーが、自ら防具を解いた鎧よろい男おとこの、そのガラ空きの顔面にぶち込まれた。

「アァ～ッ！」

　鎧よろい男おとこはか弱い悲鳴をあげながら空中で綺き麗れいに弧を描いたのち、ガラガラガシャン！　と無駄にやかましい音をたてて、はるか遠くの地面に叩たたきつけられる。

　そしてあっという間に静かになり、以降ぴくりとも動かなくなった。

「「「「………………」」」」

　その容赦ない一撃には、ジェイドたちはおろか敵のパーティーも観客席も、一瞬で沈黙に包まれたのだった。

「あ、あのな。処刑人……」

　ジェイドはこの状況でなんと言ったらいいのか、慎重に言葉を選ぼうと思ったが、そもそも言うべき言葉が出てこなかった。

　アリナに開幕数秒で殴り飛ばされたあの鎧よろい男おとこは、たぶんガンズだった。ガンズだったはずだ。

　かつて《白銀の剣》の前衛役トツプアタツカーとしてジェイドたちとパーティーを組んでいた一人である。彼は処刑人の超越的な力を目まの当あたりにし、心が折れて白銀を辞したのだ。

　なんの因果か、こうして再び相まみえることとなり──そして再び、処刑人の手によって散っていったのだった。

「なに。鐘鳴ったから試合は始まってるはず」

　ただアリナの関心は、あくまで闘技大会を優勝することにのみあるようだ。

「あーいや、それは問題ないんだが、今のってガンズ──」

「ガンズ？　誰それ」

「………………」

　どうかガンズの意識がうっかり残っていてこのやりとりが聞こえたりしていませんように……と胸のなかで祈りつつ、ジェイドは咳せき払ばらいを一つして、大盾を構えた。

「じゃ、じゃあ気を取り直して、戦おうか」

「ジェ、ジェイド、今のってガンズだったのです──」

「ルルリ」

　何事もなかったように戦い始めようとするジェイドに、ルルリが心配そうに声をかけた。その彼女の肩に、ロウがそっと手を置いて止める。

「男のプライドをこれ以上ズタズタにするのはやめるんだ……世の中には気づいてあげない優しさってもんがある」

「て、てめぇら……!!」

　敵の盾役タンクが、言葉半ばにして吹っ飛ばされたガンズを見て、顔を真っ赤にし声を荒らげた。

「天下の白銀が、一般冒険者相手に不意打ちかよ!?　正々堂々戦う高潔な精神は持ち合わせてねえのか！　あぁ!?」

「正々堂々戦う高潔な精神？」

　ざ、とアリナが一歩前に踏み出し、男の言葉を鼻で笑った。

「戦いの場に上がった瞬間から、殺やるか殺やられるかのどっちかでしょ……」

「処刑人、一応言っとくけど、殺したらルール違反で即敗北だからな」

「……」

　ジェイドの念押しに、わ、わかってるしそれくらい、と小さく反論して、アリナは再び敵に向き直った。

「く、くそ、来るぞ！　後衛役バツクアタツカー！」

　アリナの静かな殺気に耐えられなくなったか、盾役タンクが慌てて片手に装着された円盾を構えた。後衛役バツクアタツカーに攻撃の指示をして、自身もなにかのスキルを発動しようとしている……というのはわかったが、構わずアリナは、ぐっと腰だめに力をためる。

「私の優勝賞品のために──」

「ス、スキル発動！　〈熟慮の石シグルス・メイ──」

「死ねぇぇぇえええええええ──────ッッ!!!!」

　敵の盾役タンクが発動しようとしたスキルは、間に合わなかった。

　遺レリ物ツクが練り込まれた固い床を強力な足蹴で破壊しつつ、アリナはまっすぐ盾役タンクに突進した。その円盾めがけ、振りかぶった大鎚ウオーハンマーを殴りつける。

　殺してはルール違反で即敗北らしいので、ちょっとだけ力は加減した。

　が、どぐん！　という殴おう打だ音おんとともに円盾は粉砕。大鎚ウオーハンマーはそのまま盾役タンクの腹を殴り、盾役タンクはきれいな一直線で吹き飛ばされた。がががが！　と舞台の床を削り、跳ね、回転し、その勢いはなお止まらず、最終的に観客席手前の壁にド派手に激突してようやく止まった。

　しん、と場内が静まり返る。

　攻撃をしようとしていた敵の後衛役バツクアタツカーも、被弾に備えて回復の準備をしていた回復役ヒーラーも、処刑人が繰り出したその凶暴な破壊力を目まの当あたりにし、呆ぼう然ぜんと手を止め凍りついていた。

「……い……生きてるか……？」

　審判員が慌てて駆けつけ、歯が二、三本折れている盾役タンクの息を確認した。

「試合続行！」

　びしっと片手を上げて審判員が宣言するも、しかし残った回復役ヒーラーも後衛役バツクアタツカーも、ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くすばかりだった。その恐怖に染まった視線は当然、処刑人に向けられている。

「なに」

　アリナが大鎚ウオーハンマーを担かつぎなおすと、その動作だけでびくっと大きく肩を跳ね上げ、二人は同時に叫んでいた。

「「こ……降参します!!」」
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「それにしても、まさかアリナさんがあんな変な像を欲しがるとは意外だったのです」

　ロウは試合会場の観客席にいた。先程まで自分たちが立っていた舞台を上から見下ろし、隣ではルルリが苦笑している。

「まー好きな人は好きなんじゃない、ああいう変なの」

　一試合目が迅速に終わったため、次の出番が来るまで試合観戦をすることにしたのだ。アリナは「残業続きで寝不足だから寝る」とどこかへ消えてしまい、ジェイドはファンの女性たちに追いかけ回されていたので置いてきた。

「次の試合までまだ時間あるし、ここでゆっくりライバルの視察でも──」

　そんなとき、ふと周囲からざわめきが起こった。ルルリも気づいた様子で、客席を見回す。席を埋める観客たちは、みな困惑したり驚いた様子で、舞台を見下ろしていた。

「お、おい。見ろよあれ……」

「一人？　一人しかいねえぞ」

「見たところ盾役タンクでも回復役ヒーラーでもねえ、ただの攻撃役アタツカーだ」

「おいおい、仲間がそろわねえからって一人はねえだろ」

　釣られてロウも視線を向けると、多くの注目のなか舞台に立つのは一人の冒険者だった。ひょろりと瘦せた長身の男だ。武器も防具も市販で買えるようなもので、遺物武器レリツクアルマでもなく、見るからに冴さえない格好をしている。

「どうせ、なにも考えてねえ記念出場だ」

　客の一人が茶化して、どっと笑いが起きた。たちまち客たちは指笛を鳴らしたり声をかけたりして、一人しかいない〝パーティー〟をはやし立てた。パーティー戦の要を握る盾役タンクと回復役ヒーラーがいないどころか、たった一人での参加という時点で、彼がこの試合に勝つつもりなどないことがわかるからだ。

　だが──ロウは、そうは思えなかった。

「……！」

　彼を見た瞬間、背筋にぞくりと冷たいものが走ったからだ。

「初心者さんなのですね。闘技大会に出るのはいい経験になるですし──ってロウ、ロウ？」

　ルルリに肩をゆすられ、はっとロウは我に返った。

「どうかしたのです？」

「……あ、いや、なんか知り合いに似てんなーって思っただけ」

　いつの間にか冴さえない冒険者を凝視していた目をルルリに戻して、ロウはむりやり笑った。当然、彼の顔に見覚えなんて一つもないが、全身を貫いた悪お寒かんが後を引いている。

「ロウに知り合いなんているのです？」

「どーゆー意味だよ」

　ここぞとばかり茶化してくるルルリを小突いて、ロウはふうと息を吐く。

（なんだ、今の……）

　久しく動いていなかった神経が働いた──そう形容するしかない、どこか懐かしい感覚だ。

「──お、おお!?　あいつなかなかやるぞ！」

　ロウが困惑していると、面白がってはやし立てていた観客たちが、今度は驚きの声を上げた。中には立ち上がる者までいる。はっとして舞台に視線を戻すと、すでに二人の冒険者が戦闘不能となり倒れていた。

　冴さえない冒険者の方──ではない。対戦相手のパーティーだ。

「なんだ、なにが起きた!?」

「わからねえ、なにか、見たことねえ魔法みたいな……」

　観客席には次第にざわざわと動揺が広がっていく。そんな気配のなか、冴さえない冒険者は片手に武器のナイフを握り、たった一人で対戦相手に向かって歩みを進めていた。相手側に残っているのは後衛役バツクアタツカーと回復役ヒーラー。

「ス、スキル発動！　〈忍寄る影武者シグルス・シエード〉！」

　後衛役バツクアタツカーの黒魔道士が慌てて超シグ域ルススキルを唱えた。舞台に伸びた自分の影がぐにゃりと歪ゆがんだかと思うと、それはたちまち意志を持った蛇のように、冴さえない冒険者に襲いかかった。

「──蒼炎フラマ」

　冴さえない冒険者が、小さくそう唱えた声を、ロウは確かに聞いた。

　瞬間、生まれ出たのは赤い炎だ。黒魔道士がよく使う火炎系の魔法である。

　だから、先程男が唱えた聞いたことのない魔法は、やはりただの黒魔法だったのだと観客が理解した、その瞬間。赤い炎がみるみる彼の頼りないナイフに、薄く纏まとわりついていった。

　やがて赤い炎は、ぽっと色を変えた。真っ青な炎だ。

「……！」

　ロウは目を見開き硬直した。

　わあっと客席が沸く中、超シグ域ルススキルの影が冴さえない男に食らいついた。男も負けじとナイフを逆手に持ち、青い炎を纏まとったナイフをその影へと突き刺した。

　ぱしゅん、と気の抜けた音が響く。

　超シグ域ルススキルの影が、あっという間に霧散したのだ。それは男のナイフに纏まとった蒼炎も同様で、互いに技の撃ち合いは相そう殺さいされて終わった。

「……あれ……？　超シグ域ルススキルが消えたぞ……？」

「魔法だったよな？　あれ？」

　目の前で起きた光景の不可解さに気づいた幾人かが、ロウの周囲で首をひねっている。そう、魔法はスキルよりも弱い力だ。まして超シグ域ルススキルを相そう殺さいできるほどの威力は持っていないはずなのである。

「なんだあれ？　あの青いのは、やっぱり超シグ域ルススキルってことか？」

「でも、詠唱は魔法だったよな……？　聞いたことがねえ魔法だが」

「ま、相そう殺さいしたってことは超シグ域ルススキルなんだろ！」

「よくわからねえけどすげえぜ！　パッとしねえ見た目だが、やるじゃぁねえか！」

「あの方、記念出場などではなかったのですね。ですが、あの魔法は一体──」

　周囲の歓声も、ルルリの言葉も、ロウの耳に入ってこなかった。

　ロウはいまだ背筋を走るぞくぞくした悪お寒かんを感じながら、静かに息を吞のみ、目を見開いていた。彼の青い魔法を見て、乾いた唇から、ぽつりと言葉が漏れる。

「……禁術──」

　わっとなにも知らない観客席から声が上がった。ついに冴さえない冒険者が、謎の青い術を使い、見るからに格上の敵を全て倒してしまったのだ。そのドラマに周囲は困惑も忘れて沸いているようだ。

　冴さえない冒険者は照れた様子で頭をかきながら退場していく。ひょろ長い背を丸め、どこか恐縮しながら歩くその姿には、やはり強者の覇気などどこにもない。そんな彼は、舞台を下りる前にふと、顔を上げ──ロウと目を合わせてきた。

　一瞬、ほんの一瞬だ。

　彼の顔がざざっと〝ぶれた〟。精巧に作られた粘土人形を一撃で叩たたき壊こわすかのように、顔の形が波打ち、崩れ──別の男の顔が垣かい間ま見みえる。

　鋭い三白眼に、白い肌。右目の下にほくろ、通った鼻筋と薄い唇──

　それは、闇ギルドに所属している暗殺者、ガルドだった。

「……ッ!!」

　瞬間、ロウは立ち上がっていた。

「ロ、ロウ？　どうかしたのです？」

　ルルリがぎょっとしてロウを見上げる。ロウに答える余裕はなかった。いや、なんと言っていいかわからないと言った方が正しい。滅多にないことだが、咄とつ嗟さになんの判断も下せなかった。そうしているうちに冴さえない冒険者──いや、ガルドは舞台から姿を消していく。

「……ルルリ、俺、次の試合出れねえかも」

「ええ!?」

　そう伝えるのがやっとだった。当然ルルリは突然の言葉に驚いて腰を浮かすが、そのときにはもう、ロウはガルドを追って駆け出していた。
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　暗殺者は、己の武器を他人に見せない。

　そんな理屈は誰もが納得でき、想像できるものだ。

　闇ギルドに所属する魔道士たち──世間的に暗殺者と呼ばれる者たちの中には、〝禁術〟と呼ばれる、表には知られていない技術を修得している者がいる。スキルによって地位を奪われた魔道士たちが、長い年月をかけ、蓄えた知識と執念で編み出した、魔法の上位技術。闇ギルドの〝武器〟だ。その禁術により、スキル至上主義のこの世界で、闇ギルドは陰ながら存続することができた。

　禁術は危険なものからくだらないものまで、その数は無数に存在する。全てを把握しているのは闇ギルドマスターだけだ。

　そんな闇ギルドには唯一にしてシンプルかつ、絶対の掟おきてがある。それは〝禁術をギルド外に持ち出さないこと〟である。仮に禁術を修得した者が闇ギルドを抜けるときは、禁術の一つ〝記憶消去〟によって、禁術に関する記憶を消す。そういう徹底ぶりだった。

　もし、この絶対の掟おきてを破った者がいたら、そいつはこう呼ばれる──〝掟おきて破やぶり〟と。

（蒼炎フラマは……禁術の一つだぞ……！）

　こんな大勢の観客がいる前で堂々と披露していいものではない。それは明らかに、掟おきて破やぶりに該当する行為だった。

　ロウは観客席の階段を駆け下り、階下の舞台へ向かった。今更行っても遅いのは、もう頭のどこかでわかっていたが、体が勝手に動いていた。

　階下に下り、舞台の入場門まで来たが、当然誰もいなかった。すぐさまロビーへ向かう。渡り廊下を走りながら必死に目を凝らしたが、人混みのなかにあの冴さえない冒険者はもう見えない。当然だ。闇に紛れることを本職とする暗殺者を、そう簡単に追いかけられるはずがない。ロビーで一度立ち止まり、ロウは汗を拭った。

（ガルド、なに考えてやがる……！）

　ガルドは馬鹿ではない。

　掟おきて破やぶりとなった者は、一人も残さず確実に〝処分〟されることを知っているし、闇ギルドを敵に回して得することなど一つもないことは、ガルドが一番わかっているはずだ。その男が、わざわざロウに顔を見せ、宣戦布告まがいのことをして消えた。闘技大会を楽しみに来たわけではないことは明らかだ。

「ロウ！」

　後ろから声をかけられ、振り向くとルルリが追いかけてきた。ぜえぜえ息を吐きながら、彼女は心配そうに首を傾かしげた。

「ロウ、突然どうしたのです？　次の試合には出られないって、どういうことなのです」

「……いや、それは──」

　ロウは答えられず、口ごもり、沈黙した。

　ルルリに説明できる言葉をなにも持っていなかった。闇ギルドの一員であるガルドが、禁術をギルド外に持ち出して掟おきて破やぶりとなり、この闘技大会でなにかをしようとしている。説明することは簡単だが、しかしそれは、ロウにとっては墓穴を掘ることと同じだ。

　こう聞かれるのが怖かった。

　──どうしてそんなに、闇ギルドに詳しいのです？　と。

「あ、いたいた。おーいお前ら」

　ロウが答えあぐねていると、遠くから声をかけられた。走り寄ってくるのはジェイドだ。

「そろそろ次の試合が始まるから、会場に行くぞ……って」

　言いながらジェイドはふと立ち止まり、汗だくの二人を見て怪け訝げんに眉をひそめた。

「……なにかあったのか？」

「いや、なにもねーよ」

　間髪入れず、ロウは言った。ルルリが不安そうにロウを見上げてくるが、ロウはいつも通り、軽く肩をすくめてみせた。

「知り合いっぽい奴やつが出場しててさ。追いかけたんだけど、見失っちまった」
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「うわー！　うわー！　君が処刑人かぁ！」

　舞台に上がった処刑人の前で、きゃっきゃと騒いでいるのは、幼い顔立ちを残した少年冒険者だった。

「一人……？」

　アリナは対戦相手の数に眉をひそめた。

　試合開始の鐘が鳴っても、舞台に立っている敵の数は一人だけ。他に仲間が出てくる様子もなかったのである。

「審判員が試合を止めない……ってことは、最初から一人で参加申請してたってことか」

　同じく不審げに声を潜めるジェイドがつぶやく。ロウはなにかを警戒しているように無言で、ルルリはどこか不安そうにしている。

「記念出場ってこと？」

　見るからに勝つ気がない、というのは一目瞭然だ。ジェイドに尋ねたアリナの問いに「いや」と答えたのはロウだった。

「警戒はした方がいい。さっき別の試合を見てたんだけど、そのときも一人で参加する奴やつがいて、四人一組フルパーテイー相手に普通に勝ってた」

「一人で四人一組フルパーテイーに勝っただと……!?」

　白銀たちの困惑をよそに、対戦相手は相変わらずはしゃいでいた。

「僕はゴーズって言うんだ！　あの処刑人と戦えるなんて光栄だよ！」

　歳としは十四、五といったところだろうか。身長もアリナと同じくらいで、体つきはお世辞にも筋骨隆々とは言いがたい。華きや奢しやな体に身軽な装備を纏まとい、腰に短剣をさしている。特徴的なのはダンジョンでもないのに大きく膨れた革かわ鞄かばんを提げていることくらいだ。

「いやー、対戦を組んだ人もひどいよね。こんないたいけな少年と処刑人を戦わせようなんて。君だって若くてかわいい僕を大鎚ウオーハンマーでぶん殴りたくなんかないよねっ？」

「スキル発動〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉」

「待って待って待って」

　なにはともあれ鬱陶しいなこいつ、と思いながらアリナが容赦なく銀の大鎚ウオーハンマーを取り出すと、それを見てゴーズは顔を引ひき攣つらせた。

「あ、あのね、だから僕ね、キミとはまともに戦っても勝てそうにないからね、今日は面白いことをしようと思ってきたんだ！」

　慌てたように言って、じゃーん、と革かわ鞄かばんからゴーズが出したのは、二つの像だった。

「！」

　は、とアリナは目を見開き、凍りついた。

　ゴーズが革かわ鞄かばんから無造作に取り出した物──それは、全く同じ形をした二つの像だった。ただの像ではない。ぼんやりと人形を模したそれが、人を小馬鹿にするようなポーズで体をくねらせているものだ。表面には珍妙な模様が躍り、体の中には神秘的に明滅する神デイアの印。

　そう、ロビーに飾られていたはずの、優勝賞品だった。

　驚いたのはアリナだけではない。像を見た観客席から、たちまち大きなどよめきが広がった。

「え、おい、あれ、優勝賞品か？」

「なんであいつが持ってるんだ？」

「しかも全く同じものが二つ……？」

「偽にせ物ものか？　余興か？」

「君！」

　さすがに見かねた審判員が、試合を中断し舞台に上がってゴーズに詰め寄った。

「それ、本物かい？　もし本物なら、これは窃盗──」

　にやり、とゴーズが口くちの端はを吊つり上あげたのを、アリナは見逃さなかった。

「蒼炎フラマ」

　少年は魔法の詠唱のような奇妙な言葉をつぶやくと、人差し指を審判員に向けた。瞬間、指先に生まれ出た小粒程度の不可思議な青い炎が、鉛弾のように審判員に襲いかかる。

「う、うわああっ」

　しかし青い炎の弾は審判員の頭をかすめただけだった。審判員が驚いて思わず尻餅をつく様を見て、ゴーズはケラケラ笑った。

「邪魔しないでよね、おじさん」

　少年は一瞬その無邪気な笑顔に酷薄な気配をのぞかせ、右手に青い炎を出し審判員に向けた。

　明確な敵意に、審判員の顔がさあっと青ざめる。

「待て！」

　すかさず審判員の前に割って入ったのは、大盾を構えたジェイドだ。

「審判員への攻撃は失格行為だ。わかってやってるのか」

「そ、……そうだぞ……っ」

　審判員はかすれた声を絞り出し、ジェイドの背の後ろからゴーズを指さした。

「クソガキが、おとなしくしてりゃつけあがりやがって……！　失格だ！　失格！　失格！」

　大人気なくわめく審判員をゴーズははんと鼻で笑い、それ以上構わずアリナに向き直った。

「正直、君が闘技大会に出るなんておかしいと思ったんだ。こういうことに一切興味がなさそうな君が」

　アリナの心臓がどきっと跳ねた。

「……なにが言いたいの」

　警戒するアリナを、ゴーズはくすりと笑う。そして声を潜め、ささやくように言った。

「君、もしかして知ってるんじゃない？　この像の秘密を……」

「……ッ!?」

　思わず、ひゅっと変な息の吸い方をした。凍りつくアリナを見て、ゴーズは勘が当たったと言わんばかり得意げに胸を反らした。

「僕も君と同じだ、処刑人。僕はこの像の秘密を知っている」

　言葉を失ったアリナの手が、わずかに震えた。

　こいつは知っている。アリナがデコピンで像の頭を吹き飛ばしたことを……！

　その絶望に、アリナの頭の中は一時真っ白に消し飛んだ。あまりの衝撃に平衡感覚が狂い、地に吸い込まれそうなめまいすら覚えるほど。動揺のせいで出現させた大鎚ウオーハンマーの存在も忘れ、彼を殴り飛ばして口封じする選択肢すら思考のなかから消え去った。

　それでもなんとか歯を食いしばり、取り乱しそうになるのを抑えるアリナに、ゴーズはさらにとんでもないことを言ってきた。

「ねえ、ゲームをしようよ。この二つの像、一つは本物で、一つはそっくりな偽にせ物ものなんだ。もしこのゲームに勝つことができたら、本物の像は君に渡すよ。けどもし勝てなかったら……本物の像の、〝本当の姿〟をこの場で暴あばくよ」

「……ッ……!?」

「どうだい？　受けてみない？」

「……」

　しばしの沈黙の後、アリナはこくりと頷うなずいた。知られている以上、受けるしかない勝負だ。ゴーズは満足げに二つの像を一度鞄かばんに戻し、ごそごそとかき混ぜてからまた取り出す。

「さ、本物の優勝賞品はどーっちだ？」

　にやり、とゴーズは悪いた戯ずらっぽく笑った。

「一発勝負だよ。間違えればどうなるか、君ならわかるよね……？」

　ゴーズの笑いは次第にたかまっていき、顔を険しくさせるアリナの前で、抑えきれなくなったように、あはははは！　と笑い出す。

「さあほら！　選んでごらん！　間違えれば世界が滅びるんだ！　君の選択一つでね！」

　世界が滅びる？

　ずいぶん大おお袈げ裟さないいように、はてとアリナは首をひねった。

（私の平穏な世界が崩壊ってこと……？　……よくわかんないけど、まあいっか）

「世界が滅びるだと……？」

　一方で隣のジェイドは、驚きよう愕がくに目を見張りアリナを見た。

「処刑人、どういうことだ。あの像になにがある……!?」

　問われ、アリナは沈黙した。つ、とこめかみに冷や汗が伝う。

　優勝賞品の像の顔は私がデコピンで吹き飛ばしました。

　言うべきか言うまいか、アリナは悩んだ。ジェイドくらいになら、こっそり言ってもいいかもしれない。いや、でも、あの像を手に入れさえしてしまえば、完全犯罪が成立するのだ。あと少し、あと一歩だから──

「今は言えない」

　重く吐いたアリナの言葉からひりつくような緊張が伝わったのか、ジェイドは口を閉ざした。私に任せろ。ちらりと向けた視線にそんな意思を込めると、ジェイドが小さく頷うなずいた。

　ふう、と息を吐き、アリナは優勝賞品に向き直る。

　早くしなければ、早く選んで、このふざけたお遊びを終わらせなければ。そんな焦あせりがあった。なぜなら、本物の像の首をよ─────く見ると、わかってしまうのだ。奇妙な亀裂が入っていることが……！

　しかも空気を読んで黙っているがジェイドは異様に目と勘がいい。どちらが本物か？　そんな問いを投げかけられれば、像を凝視することは必至。こいつに悟られる前に、勝負を終わらせなければ……！

「ねえほら、処刑人、早く選んでよ！」

　アリナの焦燥を煽あおるように、ゴーズがはやし立てる。

「それか、ヒント、教えちゃう？　土下座して教えてくださいって言ったらヒントあげても」

「右」

　ずばり、アリナは言った。

「え？」

　楽しそうに笑っていたゴーズが、自信にみなぎるアリナの即答に、きょとんと目を瞬しばたたく。

「右」

「……」

　沈黙がしばし、舞台の上を通り過ぎた。ゴーズは右と断言するアリナをしばし見つめ、互いにじっと視線を戦わせる。アリナには確固たる自信があった。右の像の首に、わずかな亀裂が見えたのだ。

「……本当に？　本当にそれでいいの？」

「右」

「も、もうちょっと時間あげても……」

「右」

「もう少し考えた方が……」

「右」

「……」

「……」

　隣でジェイドが勝手にハラハラしている。観客たちも、アリナの緊張感が伝わったのか、水を打ったように静まり返っていた。

「──ちっ。なんで当てるんだよ……」

　そんな闘技場に、ゴーズの舌打ちがぽつんと響いた。先程までのいかにも少年然とした高い声は影を潜め、顔も憎々しげに歪ゆがんでいる。

「おもしろくねえなあ！」

　かんしゃくを起こしたように叫び、ゴーズは持っていた像の一つをアリナに投げつけた。……左の像だ。とっさにジェイドがアリナの前に立ち、腕で像を払いのける。

「そっちじゃない！　右！」

　アリナは思わず叫ぶが、ゴーズは本物の像を抱え、大きく飛とび退のいた。

「遊びは終わり！　やっぱ終わり！　本物が欲しいなら僕から奪うゲームに変更！」

　勝手なことを言いながら、その手に青い炎を生み出した。明らかに敵意のある行動に、ぴきーんとアリナはひらめいた。

（これは……よくわからんがチャーンス！）

　アリナは躊ちゆう躇ちよなくスキルを発動し、大鎚ウオーハンマーを取り出した。

「そういうことなら仕方ないわね！」

「アリナさん!?　待て、うかつな攻撃は──」

　ジェイドの制止を無視し、アリナは大鎚ウオーハンマーを振り上げてゴーズに迫った。

「そう、待ってたよ、その攻撃を」

　瞬間、ゴーズは持っていた像を顔の前に構え、盾にした。

「！」

　もちろん振り始まった大鎚ウオーハンマーは急には止まれない。ゴーズが像を盾にした、と脳が認識したところで、体への伝達は間に合わない。アリナの大鎚ウオーハンマーは、そのままなんの躊ちゆう躇ちよもなく、いやむしろさらに勢いよく、像ごとゴーズを殴り飛ばした。

　パキン、となにかが割れる音が、闘技場に響いた。

　観客が、審判員が、ジェイドが見守るなか。ぱりーん……とむなしい音を立て、空中に殴り飛ばされた像は、その像の腹、神デイアの印のど真ん中から、バラバラに砕け散ったのだ。

　瞬間、客席から悲鳴があがった。

「うわああああ！　優勝賞品がああああ！」

「純遺レリ物ツクが！　純遺レリ物ツクがぁぁぁ!!」

　砕け散るよくわからん像に、客たちはどよめき、悲しみ、取り乱し、視界の隅で審判員が泡を吹いている。

　だが、アリナは平然を保っていた。なぜなら今のはどう見ても不可抗力。どう見ても像を盾にしたこのゴーズとかいうクソガキが悪い。私は悪くない。当たっちゃっただけだ。つまり──極めて自然な、証拠隠滅が完了したのだ！

　ぱあああああ！　とアリナの顔が輝いた。

（やったぁぁぁぁぁぁ────────ッッ！！！）

　あまりの喜びにフードの奥で思わずにやにやしながら、アリナは胸中で万歳した。

[image: ]

　砕かれた像は、ごとんと音を立てまず大きな破片から落下した。続いてパラパラと細かい破片も降り注ぎ、その中にしれっと、接着部分がとれて吹き飛んだ頭部が混ざっている。それだけは不自然に断面に接着剤の固まったものが付着していたが、まあわかるまい。

　よかった、これでわざわざ優勝までしなくて済む。やれやれ一段落だ。帰って寝よう。

「くく……あははは……」

　さて帰ろうと大鎚ウオーハンマーを消したアリナの耳に、ふいにゴーズの不穏な笑い声が聞こえてきた。

「？」

「壊してくれてありがとう」

　その瞬間だった。

　壊れた純遺レリ物ツクが強く発光しながら、ふわりと宙に浮いたのだ。眉をひそめるアリナの前で、金色の文字がらせんを描くように、飛び出した。

　黄金の文字はアリナの前に燦さん然ぜんと並び、やがて一つの文章を作り出す。




　指定冒険者階級：なし

　場所：暗闇の塔

　達成条件：全階層ボスの討伐

　なお依頼者は明記しない。受注者のサイン省略。

　上記内容により、クエスト受注を認める。




「う……裏クエストだと!?」

　ジェイドが驚きよう愕がくの声を上げる。え、噓うそ、とアリナは頰を引ひき攣つらせた。

「さあ。クエストは受注された。君を招待しよう……隠しダンジョンに！」

　言うなり、ゴーズは鞄かばんの中から見慣れない緑の水晶を取り出した。それはすでに光を放とうとしている。

「アリナさん、それに近づくな！」

　言われたときには遅かった。

　カッと緑水晶から放たれた光に、アリナの全身が包まれたのだ。ふわりと体が軽くなり、地から足が離れる浮遊感。ジェイドがアリナの腕を摑つかんだ、その瞬間──

「転移解放！」

　ゴーズの嬉き々きとした叫びとともに、視界が強い光に包まれた。
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　浮遊感の後に着地したのは、冷たい石造りの床だった。

「どこ……ここ？」

　くらんだ視界が回復するにつれ、周囲の様子が見えてくる。闘技場とは明らかに一変した空気に、アリナは目を細めた。

　そこは、大きな円形の部屋だった。しんと静まり返り、薄暗く、冷たく滑らかな黒い石柱が壁に沿ってずらりと並んでいる。壁も床も、全て同様につるりとした黒い石のようなものでできていた。

「……隠しダンジョン……」

　ジェイドの声が隣から聞こえてくる。どうやらこいつも巻き込まれてきたようだ。ゴーズとかいう対戦相手はいなくなっていた。周囲を観察していたアリナは、ふと部屋を照らす光源があることに気づく。

「これ……」

　それはぼんやりと淡く光る緑水晶だった。ゴーズが持っていたものと同じものだ。いくつもの緑水晶が、黒い部屋にばらまかれていたのだ。

「近づかない方がいい。転移装置クリスタル・ゲートだ」

　触れようとしたアリナの手をジェイドが止めた。

「転移装置クリスタル・ゲート？」

「ああ。作成者不明の、転移装置クリスタル・ゲート……」

　言いながら、ジェイドは水晶の散らばる床を見回した。

「アルタノ平原に魔物が出る騒ぎがあっただろ。あれは転移装置クリスタル・ゲートを使ってどこからか魔物が転移していたんだ」

　そういえばアリナが大会担当で忙殺されている間、そんな騒ぎもあったなとふと思い出した。

「じゃあ、その平原に出てた魔物は、この隠しダンジョンから転移してたってこと？」

「おそらく。けど、ゴーズが緑水晶の転移装置クリスタル・ゲートを大会会場で使えたのはなぜだ……？　会場にはすでに冒険者ギルドの作った巨大な転移装置クリスタル・ゲートがいくつも設置されていた。相互干渉を起こして使えないはず……」

「──あれくらいの広さが確保された場所なら、ぎりぎり相互干渉の範囲外だからね」

　聞こえてきた声にはっと目を向けると、奥の暗闇からゴーズが歩み出てきた。

「冒険者ギルドの連中が、見み栄え張はって無駄に広い会場を作ったりするからだよ」

　くすくすと嘲るようにゴーズは笑った。少年の姿でありながら、その瞳には醒さめた影が落ちている。先程とは雰囲気を一変させ、ゴーズは肩をすくめた。

「本当は処刑人だけ招待するつもりだったんだが、君もついてきたかぁ。まあ、別にいいけど」

「……お前、何者だ」

　ジェイドがアリナの前に出て、警戒に声を低くする。もちろんただの冒険者などではないことは明白だった。

「僕のことなんてどうでもいいだろ？　──さあ処刑人、君の出番だ」

　ゴーズがとんと床を足で踏みならすと、応えるように光が灯ともった。

　それはたちまち線となり、円となり、図形を重ね文字を連ねながら複雑に混ざり合う。やがて一つの巨大な魔法陣となって薄闇にぼんやり浮かび上がった。さらに魔法陣からはぽつぽつと白い光の粒子が生み出された。気泡のように昇っていくそれらは、魔法陣の中央で収束し、人形を作り──

「ま……まさか──！」

　ジェイドは息を吞のみ、アリナは目を見開いた。

　集合した白い光の中から現れたのは、金色の髪を持つ男性だった。

　額に黒い石を埋め、神デイアの印を刻んだ者──生きた遺レリ物ツク、魔神だ。
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「魔神よ。クエストの時間だ。己が役目を果たせ」

　現れた魔神に、ゴーズは厳かに告げた。

　呼びかけに応え、魔神は閉じていた目を開ける。切れ長の目に、通った鼻筋、神秘的なまでに美しい顔立ちをした男だ。手足はすらりと長く、見たことのない不思議な柄のローブを着ていた。荒々しい肉体を持っていた魔神シルハとは、まるで正反対の雰囲気だ。

　目覚めた魔神は、しかしなにも言わず、微動だにもせず、しばらく目の前にいるアリナとジェイドをじっと眺めているだけだった。

「魔神」急せかすようにゴーズがもう一度呼びかける。「さあ、人を喰くって力を──」

「黙れ。痴しれ者ものが」

　吐き捨てるような物言いに、ゴーズは一瞬驚いたように目を見張る。魔神はありありと不機嫌に眉根を寄せ、ゴーズを睨にらみつけた。

「汚らしい輩やからが、まだ懲りもせずこの力を利用するか」

「な……」

　予定と違う、と言わんばかり、ゴーズの顔に焦あせりが生まれる。

　そこで、ふとジェイドは気づいた。隠しダンジョンに眠っている魔神は人の魂によって復活するはずだ。これまでの魔神たちは、ダンジョンの中で人間が死ぬことで目覚めてきた。そして残忍な衝動のままにさらに人を殺し、神域デイアスキルを得ようとしてきた。

　なのにこの魔神は、なんのきっかけもなく目覚め、姿を現した──

「君か。このクエストに選ばれた者は」

　ゴーズを黙らせた魔神の目は、迷うことなくアリナに向いた。アリナが魔神と対等の力を持つことをわかっているようだが、その瞳に好戦的な光も残忍な影もない。どうも今までの魔神たちと雰囲気が違っていた。戸惑うジェイドたちをよそに、魔神は淡々と口を開く。

「私はラウム。君と、戦う運命にある。……が、私はそれを望まない」

「魔神！　いい加減にしろ、そのようなことは許されない！」

　ゴーズの怒声に、ラウムは歯を剝むいた。

「黙れ！　貴様らのような悪党が、この力を悪用するから、魔神は化け物となったのだ……！　私は──いや、私たちは、このようなことのために魔神をつくり出したのではない!!」

　凄すさまじい剣幕で吠はえたラウムに、部屋はびりびりと震えた。その威圧感に押されなから、ジェイドはラウムの叫んだ言葉に眉をひそめた。

「魔神を、つくり出した……!?　魔神が魔神をつくったっていうのか？」

「違う」

　ジェイドの言葉に、ラウムが激しく否定する。

「私たちは人間だった。魔神は、世界を救うためのものだった。あのような残忍なことをするために、我らは魔神をつくったのではなかった……ッ！」

　その手はぶるぶると震え、身を丸め、絞り出すような声には、一人の人間と同じように激しい後悔と恐怖が見え隠れしていた。

（そうか、魔神は〝元人間〟……）

　魔神核を埋め込まれた者が、魔神となる。それが魔神について新たにわかったことだった。このラウムもまた、元はただの人間であり、なんらかの理由により魔神核を埋められ魔神化したにすぎないということだ。

（魔神核による影響が少ないのか……？）

〝あのような残忍なこと〟とはおそらく、魔神が先人たちを滅ぼしたことを言っている。ラウムにはこれまでの魔神のような残忍性を感じられなかった。

「……どうして、人の魂がないのに、お前は動けている？」

　それでも一応警戒はし続けながらも、ジェイドは慎重にラウムに尋ねた。

「……」

　ラウムはいささか落ち着きを取り戻した様子で、顔を上げた。

「人の命は、そもそも動力源とするにはあまりに強すぎる。間違った使い方だ。過負荷がかかり暴走する。魔神とは、使い方を誤らなければ制御可能なものなのだ。……このようにな」

　ふ、と息を吐くと、ラウムはぽつりと虚こ空くうにつぶやいた。

「〝武装解除〟」

　すると、額に埋め込まれた魔神核に変化が見えた。時折白い光を走らせていた動きが止まり、白い光も消えたのだ。

「これで私はそこらの人間と変わらないだろう」

　ぽつりと言うと、ラウムの目はアリナに向いた。そして、信じられないことを言ってきた。

「私を殺してくれないか」

「……!?」

　ジェイドもアリナも、ラウムの予想外の申し出になにも言えなかった。

「今眠る魔神たちは、元は優秀で心優しき人間だった。決してあのようなおそろしい化け物ではなかった……みな、世のために役立とうとしただけだった……」

「……」

「私もいつ人の魂を与えられ、理性を失った化け物になり果てるかわからない。そうなる前に、この核から解放してほしい」

　アリナが困ったようにジェイドを見た。ジェイドもちらりと視線を合わせ、判断に迷う。

　少なからず人としての理性を残し、戦う意思がないラウムを、ここで殺していいのだろうか。魔神については知りたいことがたくさんある。ジェイドが答えを出せずに考えあぐねていた──そのときだ。

　音もなく、なにかが上から降ってきた。

　それはまっすぐ魔神の目の前へ下りると、なんの躊ちゆう躇ちよもなく、喉元を切り裂いたのである。

「かっ……──!?」

　大量の血を噴き出し、ラウムは白目を剝むいて倒れ伏した。降ってきたのは一人の青年だ。彼はラウムの額から魔神核をえぐり取りながら、にやりと笑った。

「いやー、魔神の口封じだなんて、嫌なことさせるよなぁ」

　青年が立ち上がり、ゆっくりとこちらを向いた。特徴的な三白眼をし、色白の肌をした青年だ。彼は倒れ伏した魔神ラウムが端から霧散していく様を見届けて、ジェイドを指さした。

「お前さ、あれでしょ、ロウと同じパーティーの。ジェイドとか言った？」

　なんでロウの名前がここで出る。動揺するジェイドに、その青年はにまりと笑った。

「俺、ロウの知り合いのガルドっていうんだ。ま、自己紹介したところでお前らはすぐに死ぬんだけど」

　一歩踏み出しかけて、ジェイドは足を止める。ガルドが持っていたものに気づいたからだ。

「転移装置クリスタル・ゲート……！」

　気づいたときは遅かった。ガルドが緑水晶をかかげると、光が視界を覆い尽くしていった。
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　光が収束した先、ジェイドの耳に人々のざわめきが飛び込んできた。

　静せい謐ひつで薄暗かった空間とは打って変わり、強い陽光が照りつける。そこは闘技場の舞台の上、隠しダンジョンに引き込まれる前にいた場所だった。

「あ、人が出てきたぞ！」

「白銀のジェイドと……もう一人は誰だ？」

「処刑人がいないじゃないか！」

　観客たちは状況を理解できていないようで、のんきに席に座ったままざわめいている。は、とジェイドも周囲を見回して、アリナの姿がないことに気づいた。

「ア……処刑人!?」

　どこを見ても、舞台の上にアリナを見つけられなかった。

「あー、ゴーズもいねえや。どこかに落とされちゃったかな。この転移装置クリスタル・ゲート、たまに安定しないんだよね」

　答えたのは、同じく転移してきたガルドだった。ラウムから取り出した魔神核を、玩具のように何度も空中に放り投げて遊びながら、興味なさそうに言っている。

「どこかにだと……！」

「あっちに取り残されちゃったかもしれないし、こっちのどこかに落ちてるかもしれない。ま、俺はお仕事が終わったので、別にどうでもいいし──」

　放り投げた魔神核を摑つかみ、それをジェイドに掲げてみせ、ガルドはにやりと笑った。

「ところであんたはさ、魔こ神つ核ちの心配した方がいいんじゃないの？」

「……！」

　魔神化するつもりか──

　ぞくりと心臓が冷えた。ガルドがなにをしようとしているか、想像するのは難しくなかった。今、この場所は多くの人で溢あふれている。こんな場所で魔神化などしたら──

「魔神化しても、人格が上塗りされて、自分の思い通りになんかならないぞ……！」

「なーんもわかってねえなあ。魔神核に支配されるような馬鹿は、馬鹿みたいにスキルを求める馬鹿だからそうなるのよ」

「どういう──」

「君たちね！」

　そのとき、果敢にもジェイドたちに割り込んでくる怒声があった。命知らずな声に振り向くと、腹を立てた様子の審判員が顔を真っ赤にしてずんずん近寄ってくる。

「これだからルールを守らない奴やつらは嫌なんだ！　優勝賞品を盗んだり壊したり消えたり現れたり、ここはルール無用の乱闘場所じゃないんだよ！　神聖なる闘技場だ！　わかったらさっさと──」

「ばか、来るな！」

　ジェイドの忠告は遅かった。ガルドがつまらなそうに審判員を一瞥すると、広げた手の平に小さな青い炎を生み出し、放り投げたのだ。火炎球のようなそれは、音もなくすっと審判員を通り抜けた。

　瞬間、それまでがなり立てていた審判員が、唐突に言葉を止めた。

　いや、これ以上しゃべれなかったのだ。なにしろ青い炎が通り抜けた胸に、小さな穴がぽっかりと空いているのだから。

　審判員の目から光が消え、糸が切れたようにがくりと膝をつく。

「……っ」

　息を吸うように行われた殺人に、ジェイドは顔をしかめた。

　一時、その場は水を打ったように沈黙に包まれ──どさりと審判員が顔面から倒れ伏したと、同時。

　きゃあああああああ！　とけたたましい悲鳴が、どこかで爆発した。

「死んだ!?　殺したのか!?」

「審判員を殺しやがった！」

「逃げろ！　早く！」

　それを皮切りに、たちまち観客席は混乱におちいり、皆一斉に出口を目指して走り出す。

「あーあー馬鹿共が騒いでら」

　その様子を見ながら、ガルドが笑った。

「てめえ……！」

「うるせぇんだよなあ、ゴミ虫がさぁ」

　ぼそりと言って、ガルドは魔神核を口のなかに放り込んだ。躊ちゆう躇ちよなく飲み下すそのあまりに自然な動作に、ジェイドはなにが起きたのか理解するのに時間がかかった。

「魔神核を……!?」

「さあ、どうなるでしょう♪」

　面白がるように、ガルドは両手を広げてみせた。と思った瞬間、口のなかから黒い影が飛び出してきて、たちまちガルドの顔を埋め尽くした。あまりにおぞましい光景に、ジェイドは言葉を失う。客たちの悲鳴はますます大きくなった。

　やがて顔を埋め尽くした影は、彼の額に収束し、黒々と神デイアの印を形成した。

「んー、やっぱり出来のいい〝核〟は違うね」

　ぺろりと舌をなめ、ガルドは余裕に笑ってみせる。

「……人格が変わらない……!?」

　グレンが魔神化したときは、これまで戦ってきた魔神と似たような、残忍で凶暴な人格がグレンを支配していた。しかし、今魔神核を取り込んだガルドは、平然と己の自我を保っている。

　動揺するジェイドにガルドが肩をすくめてみせた。

「正しく使えば〝核〟は暴走しない。さっきの魔神が言ってたでしょ？　核を害悪にするのは、間違った動力源……人間の魂だ。逆に言えば、人間の魂さえあればあっという間に優秀で残忍な殺さつ戮りく兵器のできあがりってわけ」

　当然のように言うガルドに、ジェイドは眉をひそめる。

「……その魔神核の知識……どこから得た」

　ガルドの知識はあまりに詳しすぎる。その光景はどこか既視感があった。

「……〝あの方〟か？」

〝あの方〟──グレンに魔神核の知識を与え、魔神化するよう促した人物だ。長い間グレンを取り込み、手足として動かしながら魔神核を回収させてきた。そして魔神核を体内に埋め込むことで〝人間を魔神化させる〟という使い方をグレンに教えていた。明らかに〝あの方〟は魔神核について詳しく知っている。知ったうえで、都合のいいことだけ教え、人の心の隙間に入り込み利用するのだ。

　ガルドは魔神ラウムを殺すとき、〝嫌なことをさせる〟と言っていた。つまり誰かの指示によって動いている。

　ガルドはわずかな沈黙の後、三白眼の瞳をぎょろりと見開き、歯をむき出して笑った。

「そうだけど？」

　あっさりと認めたガルドに、ジェイドは頰を強ばらせた。

「まあでも、俺は〝あの方〟なんざ崇拝したりしてねえ。あいつは俺を利用してるつもりかもしれねえが、俺もあいつを利用しているだけ。神域デイアスキル？　人の魂？　そんなものいらないね。欲しいのは力だ。スキル脳の馬鹿共に真実を見せつけ、腑ふ抜ぬけた闇ギルドをぶっ潰すだけの力……！」

　言うなり、ガルドは客席に向かって腕を振った。同時、陽光で照らされていた舞台が突如薄暗くなったような気がして、ジェイドは空を見上げ──息を吞のんだ。

「！」

　青い天井ができていた。

　いや、それらは全て、青い炎だった。先程審判員の体を、音もなく貫いた炎である。その凶悪な青い炎が、闘技場の空を覆い尽くしていたのだ。

「な……なんだ、あれ……？」

　観客たちは一時足をとめ、不安と怪け訝げんに眉をひそめ、不思議そうに青い炎を見上げている。ガルドが口くちの端はを吊つり上あげて、酷薄に笑った。

「──さて、問題です。この会場内で何人が、原形とどめていられるでしょう？」

　考えるより先に、体が動いた。

「複合スキル発動……ッ！」

　片手を地面につき、叫ぶ。

「〈千ミ重リ壁ア〉！」

　瞬間、ジェイドの手を中心に、赤い光が影のように四方へ伸びていく。それは床を伝い、壁を伝い、観客席にまで伸びる。観客席の頂上、壁のてっぺんまで上っても赤い光はなお止まらず、それは勢いよく空中に展開された。空中に飛び出した赤光は、たちまち互いに結びつき、天井のない闘技場に赤い屋根をつくっていく。

「く……っ」

　巨大な闘技場をまるまる包むスキルの展開。その凄すさまじい消耗量に、ジェイドは顔を険しくさせた。

　本来であれば〈鉄壁の守護者シグルス・ウオール〉を事前に張り巡らせる必要のある複合スキルだ。だが、そんな悠長なことを言っている場合ではなかった。〈千ミ重リ壁ア〉を何度も反復練習していくうち、準備を省略して複合スキルの発動を可能としていたのは、まさに不幸中の幸いだ。

　まるでジェイドのスキルが完成するのを待っていたかのように、ガルドの生み出した青い炎が、観客席に降り注ぎ始めた。

　ばちばちばち！　と凄すさまじい音が闘技場に響き渡り、会場を揺らした。観客席の上に展開された赤い障壁が、蒼い炎の雨を受け止める。逃げ惑う観客たちはさらに悲鳴を上げ、巨大な雹ひようが屋根を叩たたくように、轟音が響き渡った。

「へえ！　すごいじゃん、それが噂うわさの複合スキル？　俺の蒼炎フラマと対等とはねえ！」

「く……っ！」

　ガルドが心にもない賞賛を叫びながら、青い雨はさらに勢いを増していく。

　ぶわっとジェイドの全身に汗が吹き上がった。とっさにスキルの重複数は抑えたが、闘技場全体を覆うのはあまりにも守備範囲が広すぎる。みるみる力が吸い取られ、両足から踏ん張る力が抜けていく。

「魔神核はあらゆる身体能力を強化するんだ。その中には、元から体に流れる魔力も含まれてる。いま俺の魔力は底なしだぜ。で、ご自慢の複合スキル、いつまでもつかねえ」

　気持ちよさそうに笑っていたガルドがふいに真顔になり、憎々しげに、ジェイドを睨にらんだ。

「恵まれたスキルを持つお前ら白銀を、魔法の力でぶち壊してやる。スキルが最強だと思ってる世間のアホ共に、魔法の威力をわからせてやるんだ……」

「……っ、それが目的か……！」

　言うなり、ガルドは手の平に青い火炎球を生み出し、ジェイドに解き放った。

「くそっ……！」

　ジェイドは空中の障壁を維持しつつ、迫り来る青い炎を躱かわす。あの青い火がただの魔法ではないことは肌で感じ取れた。触ってはいけないと本能が警告する。〈千ミ重リ壁ア〉は空中に展開するもので精一杯で、自分の防御に回せそうにない。

　さらに二個、三個、ジェイドに襲いかかる青い火炎球を避ける。体を動かすほど目の前がくらくらし、視界が狭まっていった。急激なスキル疲労に体がおかされていくのがわかる。

　蒼炎フラマの雨はまだやまない。ガルドはその場から動かず、複数の青い火炎球を繰り出し続けた。少しずつ獲物を追いやる狩人かりゆうどのように、ジェイドの体力を削っていく。

「あ……」

　がく、と一瞬ジェイドの片膝から力が抜けた。

　スキル疲労──そう思った瞬間、追随していた火炎球の一つが、複数の小さな礫に分裂し、ずどどど！　とここぞとばかりジェイドの足に降り注いだ。

「あぐ……っ!!」

　被弾したジェイドの足から煙が立ち上る。出血はないが、青い炎が肉を溶かし、傷口を焼いた。あまりの激痛に目の前が一瞬白くはじけ飛ぶ。

　そうか、消耗戦。

　ジェイドはガルドの狙いに気づいた。最初から観客を人質に、ジェイドにスキル消費を強制し消耗するのを狙っていたのだ。

「隙あり～」

　すかさずジェイドに向かって、新たな火炎球が飛来する。負傷した足は全く動かず、もはや回避はできそうになかった。ジェイドは咄とつ嗟さに大盾を立てる。

「〈千ミ重リ壁ア〉……！」

　空中に展開している障壁を、わずかに大盾に分配する。とっさの判断のおかげで、青い炎は盾とぶつかり霧散した。

「おー。蒼炎フラマをもろにくらって意識がある一般人、初めて見たな。だいたい痛みでイロイロ吹っ飛ぶんだけど──あ、でももう限界かな？」

　空中展開した〈千ミ重リ壁ア〉の壁に穴が空いてきた。客はまだ半分も逃げ切れていない。

「穴が空いたってことは～、ここから攻撃していいってこと～？」

　げらげら笑いながら、ガルドが指揮者のように指を振ると、雨となって降り注いでいた蒼炎フラマが空いた穴に集中し始める。

「……っ！」

　客席と、自分。あまりに広いその範囲を、もはや両方は守れない──そう判断した瞬間、ジェイドはなんの躊ちゆう躇ちよもなく大盾への分配を解いた。そのおかげで空中障壁の穴は修復されていくが、同時に、ぱしゅんと音をたて大盾からスキルの赤い光が消え去った。

「ははははは！　はい、終了～!!」

　最初からその瞬間を狙っていたガルドは、巨大な矢の形に変形させた蒼炎フラマを、ジェイドに放った。ジェイドは回避も防御もできず、迫り来る青い矢を、ただ見ることしかできない。それでも、最後までジェイドは観客を守る空中障壁を解かなかった。

　じゅ、と嫌な音が頭のなかで響く。

「……！」

　蒼炎フラマの矢がジェイドの腹を貫いたのだ。

　けふ、と血を吐いて、ジェイドは力なく膝を折る。がらんと大きな音を立てたのは、手放された大盾が地面に転がる音だった。空中に張り巡らされた赤い障壁はみるみるほころび、穴が広がっていった。降り注いでいた青い炎が嫌みのように同時に止やむと、赤い障壁も残らず消失した。

「客共なんか殺すかよ。この白銀の無様を伝える、貴重な生き証人様だからな！」

　ガルドの高笑いを聞きながら、ジェイドは意識を失い、地に倒れ伏した。

「……ジェ……ジェイド・スクレイドが……やられた……!?」

　その光景を見ていた観客たちは、腹に穴を空けぴくりとも動かなくなってしまったジェイドを見て、言葉を失った。あまりに絶望的な光景に、思わず立ち止まっていた。

「あはひゃはははは!!」

　静まり返った闘技場のなかに、声をひっくり返したガルドの大笑いが響き渡る。ガルドはおちょくるような足取りでジェイドに近づき、その頭を踏みつけた。

「ねーねーどうなの？　スキルでもなんでもない、ただの魔法にやられちまった感想はぁ！　ねえ！　ねえ！　だって、神域デイアスキルに対抗するために今まで鍛えてたんでしょ～？　魔法みたいな雑ざ魚こ、端はなから視界にも入ってなかったんでしょ～？　あれ、もしかしてもう、聞こえてない～？」

　最後にはジェイドの顔を蹴って、のけぞって笑う。

「俺は！　魔法がスキルよりも弱いなんて認めねえ！」

　そのとき、は、とガルドが振り向いた。視界に映った男を見て、ガルドの顔が嬉うれしそうに歪ゆがんだ。

「ロウじゃーん！」

　ロウとルルリが、舞台に走り込んできた。





32






「ルルリ、リーダーは生きてるか……!?」

「い、生きてるのです」

　ジェイドに駆け寄り、ルルリが息を確認する。ロウの耳にも、ジェイドの苦しそうな呼吸が聞こえてくる。息はあるが、かろうじて、と言った方が正しいだろう。

　もっと早く来ればこんなことには──少し前の自分の判断をロウは悔やんだ。ジェイドとアリナが転移装置クリスタル・ゲートによって消えてしまった後、ロウとルルリは試合会場を離れてしまった。消えた二人を探すためだ。

「治します！　絶対……！」

　ルルリの頼もしい声を聞いて、ロウはガルドに向き直る。目の前の光景に言葉にならない怒りと、悔しさを感じていた。その感情にのまれないよう平静を保ちながら、目の前の男を睨にらみつける。

「……ガルド……」

「やあロウくん。ずいぶん遅かったね」

　ひゅん、とわずかな風かざ切きり音おんをロウの聴覚が拾ったとき、すでにガルドが目前にいた。

「くっ！」

　繰り出されたのは、試合で見たときと同じナイフ。ロウは腰から抜いた魔杖ロツドでぎりぎり受け止める。双方の力が拮きつ抗こうし、カタカタと音を立てた。

「なあ、いつまでこんな魔おも杖ちや、振り回してんの？　ナメてると本気出しちゃうよ？」

　はあ、とつまらなそうにため息をついて、ガルドは一度ロウから距離をとった。

「さっさと出そうよ昔のエモノ。俺は腑ふ抜ぬけた〝冒険者の後衛役バツクアタツカー〟なんかに興味ないの」

「……」

　なにも答えず押し黙るロウに、ガルドは不機嫌そうに眉根を寄せた。

「あっそう、あーっそう。じゃあ、ここで、死ぬってことでいいんだなァ！」

　激げき昂こうしたガルドが、手に青い炎を生み出した。怒りのままに解き放った先は──治療中のルルリだった。

「……ッ！」

　ち、と思わず舌打ち、ロウはルルリに向かって駆け出した。走りながら魔杖ロツドを手放し、同時にローブの両袖から、するりと両手に短剣を取り出した。二本で対となるそれらの柄を逆手に摑つかみ、小さく呪を唱える。

「蒼炎フラマ」

　音もなく、両のナイフの刃に青い炎が吹き上がった。それはゆらりと一度揺らめくと、術者の意に従い、ナイフの刃を覆い尽くす。

　ロウは青い火炎球の行く手に回り込み、同じく青い炎をまとった双剣で切り裂いた。

　じゅ、と小さな音がして、飛来した火炎球はローブの袖をわずかに焼き、霧散する。

「……え？」

　きょとん、とルルリが目を瞬しばたたいた。

「ロウ……なんです？　その魔法……」

「……」

　ルルリの問いに、ロウは答えない。

　ヒューとガルドが煽あおるように口笛を吹いた。

「闇ギルドの禁術だよ、回復役ヒーラーちゃん」

「……え……？」

　ルルリの怪け訝げんな視線を感じながら、それでもロウは黙っていた。

　蒼炎フラマ。

　それは通常知られている火炎系魔法の上位互換とでも呼ぶべき、強力な魔法である。その極限まで高められた高火力によって傷を焼き塞ぎ血を出さず、対象を包み込めばまるごと〝消滅〟させることができる蒼炎フラマは、暗殺にはぴったりの術だった。

　闇ギルドが長い年月をかけ編み出した、超シグ域ルススキルに匹敵する力を持つ禁術魔法の一つだ。

「禁……術……？」

　ルルリの驚きよう愕がくの声が舞台に響いた。

「や、闇ギルドの禁術を、どうしてロウが──」

「さぁぁて、なんでロウが禁術を知ってるのかなぁ？　ねえロウくん？」

「……ルルリ、こいつは俺に任せて、リーダーの治療に専念してて」

「で、ですが……」

　ルルリの不安そうな視線が突き刺さる。こんな状況で仲間の治療に専念しろだなんて、無理な頼みだとわかっているが、自分の弁解や説明なんかよりジェイドの命の方が大事だった。

「頼む」

「……わかりました」

　こくりと頷うなずいたルルリがジェイドに向き直ったのを確認し、ロウはガルドに視線を向ける。

「うーんでも、これで確信したわ。お前にはまだ禁術に対する記憶消去が施されていない。やっぱり闇ギルドから完全に足を洗ったわけじゃねえってことだ」

「だからなに？　掟おきて破やぶりになったお前にはもう関係ないんだけど」

「まーそーだけどさ」

「闇ギルドを抜けて魔神にまでなって、なにがしたいんだよお前は」

　言葉を紡つむいで時間を稼ぎながら、ロウは必死に頭を回転させた。

（ガルドの蒼炎フラマの量……明らかに人間の生み出せる限界を超えてる……）

　蒼炎フラマは、威力を高めたが故にその具現量には限界があり、魔力を多く有する者でも、小石程度の火炎球を作り出すのが精一杯の術だ。そのため蒼炎フラマは、武器や体に纏まとわせ表面積を大きくしながら戦うのが有効な使用方法だった。

　ジェイドを貫いた蒼炎フラマの巨大な矢。あんなものを形作るだけで、異常な魔力量だ。

　ちらり、とロウはガルドの額に浮かび上がった神デイアの印を見る。

（魔神核をとりこんだ影響か……真正面から戦ったら負ける……）

「なにが、したいだって？」

　ぴたりとガルドは言葉を止めた。それまでふざけたようにケラケラ笑っていた顔を真顔にして、ぼそりとつぶやくように言った。

「ロウはさ、疑問に思ったことねーの？　なんでスキルが存在するのか」

「は……？」

「なんで、魔道士の地位は、追いやられたのか」

「……」

　二百年前、冒険者たちが海を渡ってヘルカシア大陸に移住してきた頃。海の向こうの異国では、魔法の力は稀き少しようで絶大な力だった。魔法による自然現象を利用した黒魔法や、癒いやしの白魔法を使う者が、魔道士と呼ばれ重宝された。

　強い力を持つ彼らは、当然冒険者の一人として、ヘルカシア大陸に上陸した。

　だがヘルカシア大陸に移住した者たちが、年月を経て次々スキルを発芽させたことにより、魔道士たちの地位は下がっていく。魔法よりもスキルの威力の方が高いとわかったからだ。

　スキルを持った者が求められ、もはや「魔法」などという力は時代遅れの産物と成り果てた。魔法しか持たぬ者は捨て置かれ、スキルを持つ魔道士がようやく胸を張って冒険者と名乗れる。そんな時代になってしまったのだ。同じようなことは、回復役ヒーラーにも起きていた。

「〝魔法の時代はもう終わった〟そう言われても、スキルに頼らず純粋な魔道士でいることを選んだ奴やつもいた。そいつらはスキル至上主義のこのヘルカシアで、魔道士の地位を取り戻すため独自に禁術を編み出し、暗殺者という唯一無二の立場を手に入れたんだ」

　ぼそぼそ語るガルドの言葉には、隠しきれない恨みのようなものがこもっていた。

「けど、それは言っちまえば、人を殺して金をもらうだなんていうような、誰もがやりたがらない汚れ仕事しか、残ってなかったってことだ。なあ、なんでだと思う。どうして俺たち魔道士は、表の世界から追いやられ、汚れ役としてしか、生きる道が残されなかったんだと思う」

「……」

「全部スキルのせいだ……！　スキルなんかが発芽したから、二百年前には問題なく均衡していたパワーバランスを、崩しやがったんだ……！」

　垣かい間ま見みせる激しい恨みに声を震わせ、見開いた目でガルドは低くつぶやいた。

「スキルなんて与えた神を俺は許さねえ。この大陸を正常に戻すんだ……もう一度、魔法が最強と呼ばれていたあの時代を……！」
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　この話はもう終わりとばかり、ガルドは肩をすくめてみせる。

「さーてさて、話が長くなっちまったなぁ」

　ガルドは一転して軽い調子に戻り、ふいに右手を地につけた。

「鳥嘴氷グラシス」

　唱えると同時、舞台の周りに、みるみる氷の壁ができていった。

　閉じ込める気か。ロウは咄とつ嗟さに蒼炎フラマを纏まとわせた双剣で氷の壁を斬りつけたが、分厚い氷はびくともせず、跳ね返された。

（蒼炎フラマが通じない……!?　魔神核で強化されてるのか……！）

　蒼炎フラマは超シグ域ルススキルですら焼き尽くす威力を持つ。その蒼炎フラマが通じないということは──今のガルドの通常魔法は、超シグ域ルススキル以上。ち、と小さく舌打ちし、ルルリの前で構えをとる。

「な、なんです……!?」

　ルルリが慌ててせり上がっていく氷壁を見回し、守るようにジェイドに覆おおい被かぶさった。そのうち、氷の壁は天井までつくり、あっという間に一つの部屋となってロウたちを閉じ込めた。

「なあロウ……久しぶりにさぁ。あれ見せてよ。お前のスキル」

　は、と身を強ばらせるロウの目の前に、ガルドが詰めていた。

「ッ！」

　繰り出された青いナイフをすんでで避け、大きく一歩下がる。そこで気づいた。ガルドの狙いは──

「ルルリ！」

　気づいたときには、ガルドがルルリの首を鷲わし摑づかみ、軽々とその体を宙に上げていた。

「んっ……く……っ！」

　ルルリが苦しそうにガルドの手をかきむしるが、その手は微動だにしない。

「なあ、ほら、早く。スキル使ってよ。こいつ死んじゃうぜ？」

「……っ」

「使えよ。スキル。こーんな狭い密閉空間で、お前のスキルは本当に使用不可なのかどうか、お仲間に見せてやれば？」

　ロウは咄とつ嗟さに判断できず、数秒立ち尽くした。そんなロウを、ガルドが鼻で笑い飛ばす。

「ま、こいつを見捨てるってんなら、それでもいいけどね」

　ガルドがもう片方の手で持ったナイフに青い炎を灯ともした。それをルルリの体に近づけ──

「──スキル発動っ！」

　ロウは明確な判断を下せないまま、咄とつ嗟さにそう叫んでいた。狭い室内では使用不可のスキルを使わせる。ガルドの狙いはわかっていた。だが、このまま迷っていたらルルリが死んでしまう。ルルリがロウを見て必死に首を振っていた。構わず、ロウは叫ぶ。

「〈永増の愚者シグルス・アシヌ〉！」

　発動したロウのスキルは、ナイフが纏まとった青い炎を巻き上げて部屋中に吹き荒れた。

　人間の魔力量では、小石程度を生み出すのがやっとの蒼炎フラマ。だが、ロウのスキルはそんな蒼炎フラマを増殖する。ぼぼぼぼ！　と凄すさまじい速度で増え続けながら、出口を求め暴れ回る火が、次々広がり、術者の意を無視し、全てのものを焼き尽くしていく──

　いや。増殖した青い炎は吸い込まれるように一点に収束していった。それは躾しつけられた犬のように、みるみるロウの右手に収まっていったのだ。

「……!?」

　ルルリは目を見開いている。当然だろう。ずっとジェイドやルルリに、〈永増の愚者シグルス・アシヌ〉は制御の難しいスキルで、狭い空間では使用不可とロウが言い聞かせてきたのだから。その〝暴れ者スキル〟が、氷に閉ざされた狭い空間で、おとなしくロウの意思に付き従うのだから。

　ルルリの戸惑いを感じながら、ロウは手の内で増え、凝縮し続ける蒼炎フラマを、ガルドに向かって解き放った。

　ごう！　と巨大な青い炎が、ガルドに牙を剝むく。

　そのあまりの勢いに、反動で腕が千切れ飛びそうだった。とっさに反対の腕で押さえ、両足で地を摑つかむ。解き放たれた蒼炎フラマは、まるで一匹の巨竜のようだった。それはロウの意思に従い、ルルリの首を絞めるガルドの右腕へと食らいついて、嚙かみちぎった。

「あがっ……！」

　痛みのあまり、ガルドはルルリを手放した。
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　ガルドの展開した氷の壁が溶け消えていく。放り出されたルルリは慌てて息を吸い、転がりながら、目の前の光景を見た。

　ガルドの肩に大きな穴が空いた。そうとしか言いようのない現象だった。青竜が通り過ぎた上腕部は、一瞬で焼き尽くされ、灰すら残さず喰くらい尽つくされたのだ。

　食いちぎられたガルドの右腕は落ち、肩口は焼け、出血のかわりに煙が立ち上る。肉の焼ける嫌なにおいが鼻をつく。だがそんなことより、ルルリは目の前の光景が信じられなかった。

「ス、スキルを……室内で……使える……？」

　ロウのスキル〈永増の愚者シグルス・アシヌ〉は、そのあまりの威力の高さとコントロールの難しさのため、狭い室内での使用は不可能だと聞いていた。実際、ロウは今までダンジョンのような狭い空間でスキルを使ったことがない。たとえそれが、階層ボスの戦いだろうと、魔神戦であろうとだ。

「あ、ははひゃ、ひゃはははは!!」

　右腕を落とされながら、ガルドは狂ったように笑った。

「ねええええ見た？　ルルリちゃああああん！　使えるんだよ！　こいつ！　スキルをちゃあああんと！　外でしか使えないなんて、大おお噓うそなんだよおおおおおお!!」

「ロ、ロウ、どういうことなのです!?」

　ガルドの汚い笑い声を聞きながら、ルルリは呆ぼう然ぜんと立ち尽くすロウに聞いた。

「今まで、噓うそをついていたのですか……？」

　魔神と戦い、死にかけていたときも。もう手がないと、絶望していたときも。ジェイドが死にかけたときも。アリナが死にかけたときも。

　本当はスキルが使えるのに、使えないふりをしてきたということか。

「ち、ちがうと言ってくださいッ」

「違わない」

　ぽつりと、ロウは肯定した。

「禁術の蒼炎フラマを使えば、スキルは屋内でも使えるってことはわかってた。けど、禁術を人前でさらせば俺は掟おきて破やぶりになる。だから隠してたんだ。今まで」

「……」

　ルルリは顔色を真っ青にし、言葉を失った。
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　ロウはルルリと目を合わせることができなかった。

「はい友情崩壊。おつかれさまー」

　ニタニタと笑いながら、ガルドが落ちた腕を拾い上げた。

「そいつはもともと闇ギルドの人間。そのスキルで散々人を殺しまくってた暗殺者ってこと。ずるいよなぁ、闇ギルドは、スキルなんかに頼らねぇ集団のはずなのに。こいつは魔法にもスキルにも恵まれてるときた。かと思ったら、突然闇ギルドを抜けて、今度は冒険者だってよ」

　ぶつぶつ言いながら、ガルドは右腕をむりやり肩にくっつけた。断面が焼き塞がれているはずだったが、まるで泥人形が腕を接合するかのように、何事もなく腕はくっついた。

「ま、冒険者になっても、結局ロウくんお望みの〝友達〟とやらは、手に入らなかったみたいだけどね？　噓うそついてた奴やつなんて、友達じゃないでしょ？」

　ふ、とガルドの姿が消えた。

「！」

　見失った。ロウがひやりとした瞬間、真横からナイフの鋭い突きが繰り出された。

　ほとんど反射神経で体を反らして躱かわす。次いで流れるように喉元を狙った切っ先を、双剣の刃で受け止めた。

　カチカチ、と互いの刃が音を立てる向こうで、ガルドの暗い瞳がロウを刺した。

「お前のご立派なスキルも、俺の魔法でぶち壊してやる」

　言うなり、ガルドは大きく後ろに飛とび退のいた。広げた両手の空間に、蒼炎フラマが生み出され、渦を巻き、肥大していく。その大きさに、ロウは目を見開いた。

　蒼炎フラマは生み出すだけでも、通常の魔法の倍以上の魔力消費を求められる。スキルにも頼らずあんな大きな蒼炎フラマを生み出すには、人間の持つ魔力量ではまかないきれないだろう。やはり魔神核が、ガルドに絶大な魔力をもたらしていた。

「魔神核で強化された俺の蒼炎フラマ、どう受け止める？」

　楽しそうに、ひゃひゃひゃひゃ！　とガルドが笑った。

「スキルしかないよなぁ！」

　叫んで、大きな蒼炎フラマの塊をロウに放った。

　蒼炎フラマの通り過ぎた舞台が、熱気でめくれ、溶けて変形していく。ロウはいつもの癖で回避行動をとりかけて、は、とむりやり足を止めた。今度はもう避けられない。後ろにルルリと、倒れたジェイドがいる。

「……！」

　ぞわりと全身に鳥肌が立つ。くらったら一瞬で死ぬだろう。いや、〝消滅〟すると言ってもいい。

　こんなときにふと、ジェイドを思った。その場から動かず、仲間の命を背負い、全ての攻撃を受けきる覚悟で前に立っていた彼は、いつもこんな気持ちだったのかと。

「スキル発動──！」

　ロウは覚悟を決め、双剣を捨てた。力を込めた両の手に、青い炎が灯ともる。

　ルルリやジェイドを見捨てる気も、死なせる気も毛頭なかった。

　彼らと一緒にすごす時間が、ロウは好きだった。それを守りたくて、今まで、ひたすらに噓うそを重ね続けてきたのだから。

「──〈永増の愚者シグルス・アシヌ〉！」

　ロウのスキルによって巻き起こる青い竜が、ガルドの蒼炎フラマとぶつかり合った。
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「……っ、どいて、どいてよ……!!」

　混乱する人混みのなかで、アリナはもみくちゃにされながらなんとか前に進もうとしていた。

　隠しダンジョンから転移装置クリスタル・ゲートの光に包まれたかと思ったら、アリナは一人、アーケードの出入り口付近に放り出されていたのだ。事情がよく飲み込めないうちに、今度は闘技場内から混乱した人々が一斉に流れ出てきて、アーケードの出入り口に殺到した。処刑人姿のアリナがそこにいても、誰一人気に留めないほど、みなひどく取り乱し、顔面を蒼白にしていた。彼らは必死に闘技場から脱出しようとしているようだった。

「……っ」

　ジェイドたちはおそらく試合会場にいる。そして今、戦っているのだろう。

　転移する直前、魔神を殺した男が、魔神核を手に入れていた。やろうと思えばそれを使って魔神化することができる。そして、この人々の混乱──

　じりじりと焦燥感が胸を焦がした。大丈夫だ、と言い聞かせながらも、強い不安が拭いきれない。

　大きな波のように押し寄せる人間は、アリナを簡単に進ませてはくれなかった。なにしろ数千という人間に逆らって進もうとしているのだ。大きく設計されたアーケードとはいえ限界がある。アリナはなんとか両脇に連なるカウンターにたどりつき、その上を渡っていった。

「ジェイド……！」

　まず真っ先に死にかけるであろう、あの男のことが心配だった。嫌な予感がする、嫌な予感がする──アリナは焦燥感のままに足を動かした。ジェイドのことを心配しながらも、頭の片隅では別の男の記憶がちらついていた。

　ダンジョンに行ったまま二度と帰ってこなかった冒険者──シュラウドの後ろ姿だ。

　シュラウドと同じように、ジェイドはもう帰ってこないのではないか。そんな強い不安がアリナを焦あせらせていた。だって、ジェイドなら、アリナがいないとわかれば真っ先に探してくれるはずだ。いつだって彼は盾役タンクとして、アリナの、仲間の守護を優先してくれていたはずだ。

　なのになんで来ない。なんで見つけてくれない。いつもなら「アリナさん」と言って、どこからともなく現れてくれるじゃないか。

「どいてよっ！」

　連なるカウンターの上を走り抜け、アーケードを抜けて、広いロビーまで辿たどり着ついた。再び人の波に身を投じる。大きな広場のおかげでアーケードよりは進みやすく、試合会場へと続く渡り廊下に入ろうとして──




「行っちゃダメだ」




　ぽん、と後ろから投げかけられた言葉に、アリナは足を止めた。

　男の声だった。少し低くて、気け怠だるげで、いかにも面倒臭そうな……でも、言葉の奥に少しの優しさが感じられる声。

　その懐かしい声に、アリナは一瞬、全ての焦燥が吹き飛んだ。

　まるで時が止まったかのように、周囲の混乱が消えた。喧けん騒そうも消え、無音の世界が広がる。逃げ惑う人々がぶつかりながら過ぎていく。

　聞き覚えのある声に、アリナの足は震えていた。

　そんな馬鹿な、そんなはずはない。そう思いながら、アリナは後ろを振り向いた。

　逃げ惑う人々の中に、一人だけ、立ち止まっている冒険者の青年がいた。

　歳としは二十代前半くらいだろうか。どこにでも売っている防具と武器を身につけ、その他大勢とひとくくりにされそうな冴さえない姿だった。瘦せた体たい軀くはお世辞にも戦いに向いているとは言えず、伸びた髪はぼさぼさで、無ぶ精しよう髭ひげを生やした顔にも覇気がない。

　どこにでもいそうな冒険者の一人だった。でも、アリナにとってその姿は、記憶の中で、大切に大切に仕舞われていたものだった。

「……シュラ……ウド……？」

　アリナが震える声でその名を呼ぶと、冴さえない冒険者──死んでしまったはずのシュラウドは、生きていた頃と同じように肩をすくめた。

「だーから言ったろ、冒険者なんてろくなもんじゃねえって。おとなしく受付嬢だけやってりゃよかったんだ。こんなことに巻き込まれちゃってまあ……」

「え……？」

「魔神と戦う？　なんでお前が？　それはお前の仕事じゃないだろう」

「……」

「お前が行かなくてもいい。今からでも遅くない。引き返せ」

　目の前のシュラウドは、タチの悪い幻覚だ。それは、明らかだった。

　なぜなら彼の格好は、十年前に見た当時のままだったから。言っていることも、その仕草も、まるで過去からそのまま飛び出てきたかのようだった。

「……引き返す？」

　シュラウドに言われた言葉を口にすると、ざらりと気持ち悪い違和感があった。

　引き返す？　ジェイドたちを見捨てて？

「そうだ。わざわざお前が戦う理由なんかないだろう。あの白銀たちがなんとかするさ」

「……」

　ああ、そうか。

　アリナはふと理解した。幼い頃のアリナにとって、シュラウドの言葉には絶大な力があった。大好きだったからこそ、彼の言動によく影響された。受付嬢になったのだってその一つだ。

　でも、アリナはもう十七歳に成長して、受付嬢になって、いろいろなことが起きて、そして変化していた。

「やだ。私は行く」

　ぴくり、とシュラウドの眉が跳ね上がった。

「確かにこれは冒険者の仕事かもしれない。私もちょっと前はそう思ってた。でも、今は違う」

　シュラウドの死から逃げるように受付嬢をやり、冒険者たちから目をそらしていた……そんな少し前のアリナとは、もう違う。

「失いたくない人がいるから。失うくらいなら戦うの」

　今は自分の意思で受付嬢をやっている。そして戦うべき理由もある。守るべき人がいる。

「その、私の、邪魔をするなら……」

　ぎゅ、と握ったアリナの手に、銀の大鎚ウオーハンマーが生み出された。その柄を両手で摑み、振りかぶり、アリナはシュラウドに向かって駆け出した。

「たとえシュラウドだろうが、ぶっ飛ばすッ!!」

「ちょ!?　おい、待て、話を……！」

　にわかに慌て出すシュラウドに、アリナは容赦なく大鎚ウオーハンマーを叩たたき込こんだ。

「偽にせ物ものは黙ってろッッ!!」

　ぶん！　と力の限り大鎚ウオーハンマーを振るうが、シュラウドの体を通り過ぎるだけだった。すっとその姿がかき消えて、かわりにごろりと誰かが床に転がった。

「わあっ」

　放り出されたのは、背の低くどこか少年のような顔立ちをした冒険者──ついさきほど、闘技大会の試合で戦った少年冒険者、ゴーズだった。

「……」

「……」

　両者互いに見つめ合い、しばしロビーに、気まずい沈黙が訪れた。

「あ……あの、これは、その」

「ふうううううううううううううううん????　なめた真ま似ねしてくれるじゃない……？」

　たちまちアリナの周りに、ぼぼぼっと憤ふん怒ぬの炎が宿る。あまりの怒りに思わずにっこり笑ってしまうほどだった。

　このゴーズとかいう奴やつ、先程からアリナの狙う優勝賞品でおちょくってきたり転移させてきたりと鬱陶しい邪魔をしてきたかと思えば、終しまいにはこのシュラウドを騙かたる不届き具合である。これにはさすがのアリナも我慢の限界だった。

　ざ、と仁王立ちするアリナを見上げ、ゴーズは慌てて可か愛わいらしい笑みで誤魔化そうとした。

「い、いやー、これは、その、作戦の一つっていうか、ガルドに言われてやらされてただけで……あの、僕のスキルで……」

「人を馬鹿にするのも──」

「ひいいいいっ暴力反対！　暴力反た──」

「たいがいにしろぉぉぉぉ────────!!!!」

　ずどん、と闘技場が揺れた。アリナの怒りの大鎚ウオーハンマーは、周囲で逃げ惑う人を数人巻き込んで、ゴーズを殴り飛ばしたのだった。
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　物心ついたとき、ロウはすでに魔法で人を殺して金を稼いでいた。

　どうしてそんな道に手を染めたのか、きっかけは覚えていない。とにかく寒くて孤独な路上生活から脱したい一心だったような気はする。自ら闇ギルドの門戸を叩たたき、気づけば闇ギルド一の暗殺者なんて呼ばれていた。

　でも、俺は──

　暗殺者となっても、ロウはよくぼんやりと孤児院の庭を見つめていた。同じ年代の子供たちが外で遊んでいるのを見るのが好きだった。

　ころり、と彼らの遊んでいたボールが足下に転がってきたのは、そんなことをぼんやり考えていたときだった。

　子供たちの視線が初めてロウに向いた。は、とまだ小さかったロウは緊張する。いつもこちらから一方的に見るだけだったまぶしい存在に、初めて認知された、そんな緊張感に身を強ばらせた。大人の喉をナイフでかっさばくときだって、ここまで緊張したりしないだろう。

「……！」

　俺も一緒に遊びたい。

　転がってきたボールを手に持った瞬間、どうしようもない渇かつ望ぼうが溢あふれてきた。もしかしたら、勇気を出せば、仲間に入れてくれるかもしれない。そんな希望が頭をもたげた。そして友達になって、明日もまた、遊びの約束ができたりするのかもしれない。

　ロウがずっと欲しかったものが、手の届きそうなところまで近づいていた。その興奮にドキドキしながら、ロウはボールを取りに来た子供たちに向かって、勇気を出して言ってみた。

「な、なあ、俺も、遊びにまぜて──」

　言われた子供たちは、最初きょとんとしていたが、やがて一斉に悲鳴を上げた。

「うわ！　こいつ、最近ずっと俺たちのこと見てた赤毛のやつだ！」

「こえー！」

「院長先生に気をつけろって言われた！」

　口々に叫んでロウからボールを奪い返すと、子供たちは走り去ってしまった。

「……」

　一人とり残されたロウは、言わなきゃよかった、と後悔した。わかっている。彼らと住む世界が違うことなんて。生きるために闇ギルドに入って、手を血で染め、多くの秘密を抱えることになった自分は、きっと町中で遊ぶような子供たちと同じ輪には入れないのだろう。

　ロウは惨みじめな気持ちを抱えながら、帰ろうときびすを返して──そこへ、ポン、ポンッと再び足下にボールが跳ねてきた。

「？」

　はたと足を止めて振り向くと、見知らぬ少年が立っていた。歳としはロウと同じくらいだろうか。

「ボールとってよ」

　にかっと少年は笑った。

「え？　お、おう……」

　戸惑いながらロウはボールを投げる。受け取った少年は、しかし立ち去ろうとせず、じっとロウを見つめた。

「な……なに」

「お前、友達いないの？」

　ぎく、と肩が跳ねた。

「べ、別にいいだろ！　ほっとけよ！」

　図星を指されて思わず声を荒らげてしまった。からかわれたんだ。かっと熱くなった顔をそむけると、予想外の言葉が飛んできた。

「じゃあ、俺と遊ぼうぜ」

「……は？」

「一人でつまんなかったんだろ？　俺、シャーロ。お前は？」

「……」

　ぽかんと口を開けて、ロウはしばらく言葉が出てこなかった。は、として慌てて「ロウ」と小さく名乗ると、シャーロは嬉うれしそうに笑い、ボールを投げてよこした。

　次の日も、同じ広場に行くとシャーロはそこで遊んでいて、ロウを見かけるなり当然のように誘ってくれた。それから、ロウとシャーロは毎日一緒に遊ぶようになった。

「なあ見ろよシャーロ！」

　ある日、ロウはいつもの遊び場に駆け込むと、シャーロに修得したばかりの魔法を見せた。

　と言っても、人差し指の先に、マッチほどの小さな青い火を灯ともす程度だ。しかしそんな小さなことでもシャーロは目を輝かせた。

「うおおおっなにそれすげえ！　なんかよくわかんねえけどすげえ！」

「だろ？　普通の魔法じゃないんだぜ」

　小さなロウはそれがどれほど罪深い行為であるかも知らずに、自慢げに鼻をならした。

「蒼炎フラマって言うんだ。今の魔力量じゃまだマッチくらいの火力しか出せねえけど、大人になったらもっとすげえ技ができるようになるんだぜ」

「きれいだなぁ」

「ばっかお前、これはきれいとかじゃなくて、すんげぇ強い魔法なんだからな！」

「じゃあお前は強い冒険者になるんだな！」

「え？」

　間髪入れずシャーロに言われ、ロウは目を瞬しばたたいた。きょとんとするロウに、シャーロは興奮したように頰を紅潮させる。

「俺知ってるぜ。黒魔道士って冒険者パーティーの後衛役バツクアタツカーなんだ。俺も将来、冒険者になりたくてさ！　あ、そうだ、冒険者になったら俺とパーティー組もうぜ。お前が後衛役バツクアタツカーで、俺が前衛役トツプアタツカーな！」

「あ……ああ、だな！」

　急に冷水をぶっかけられたような、夢から現実に引き戻されたような気持ちになった。

　ロウは冒険者にならない。なぜならロウは、すでに闇ギルドの一員だからだ。でもシャーロの誘いは嬉うれしくて、なんだか複雑な笑顔で頷うなずいてしまった。

　それからもロウは毎日のようにシャーロと遊んだ。彼と一緒ならなにをしても楽しくて、そんな日々が一ヶ月ほど続いた、ある日のことだった。

「よう！　シャーロ」

　ロウはいつもの広場に行って、いつものようにシャーロに話しかけた。振り向いたシャーロは、しかしいつも通りの反応を見せてくれなかった。

「……お前、だれ？」

　ロウの顔をまじまじと見て、シャーロは首をひねった。

「え？」

　なにを言われたのかわからず、ぴたりとロウは足を止めた。悪ふざけだと思った。だが、こちらを見るシャーロの目は、他人に向けるものと同じだった。

「な、なに言ってるんだよ、俺だよ、ロウだよ」ロウは必死にシャーロに言った。「お前、言っていい冗談と言っちゃいけない冗談がある──」

「ロウ……？」

　ロウの名を聞いても、シャーロは本当に不思議そうにつぶやくだけだった。昨日まで当たり前のように呼んでいた名なのに。

「ごめん、やっぱ知らねえわ。誰かと間違えてんじゃねえ？」

　そう言って、シャーロは他の友達に呼ばれ、行ってしまった。

「……え……？」

　残されたロウは、しばらくなにが起きたのか理解できず、立ち尽くした。

「──ロウ」

　そのとき、背後からぼそりと、低くしゃがれた声が聞こえた。聞き覚えのある老人の声だ。こんな町中にいるはずがない、闇ギルドマスター、ゼファの声。それでロウは全て悟った。

「……記憶、消したの……シャーロの……」

　ぎゅ、と拳をつくり、つま先を睨にらみつけた。背後の気配は、少しも動じることなく、答えた。

「そうだ。蒼炎フラマは禁術でありギルドの機密情報。一般人に知られてはならぬもの。それがたとえ、なにもわからぬ幼き子供でもな」

「なんで……俺の記憶まで……っ」

「知識の消去ならともかく、〝偶然見てしまった記憶〟の消去は、細部までコントロールすることが難しい。見せた者、見せてしまった状況、付随する全ての記憶を消す必要がある。そもそもお前の行為は掟おきて破やぶりに該当する。本来であればお前は殺されて──」

　振り返り、ロウはゼファの服を摑つかんでいた。

「じゃあ殺せよ！」

　はた、とゼファの口が止まった。

「俺を殺せばいいだろ！　なんで、記憶まで……！」

「……お前が死のうと生きようと同じだ。知られてしまったものは消さねばならん」

　涙が溢あふれた。

　忘れられるくらいなら、いっそその前に殺してくれた方がマシだった。

「……初めてできた、友達だったんだよ……！」

　結局、シャーロとはそれっきりだった。彼がふいに思い出してロウを訪ねてくれることもなかったし、ロウからシャーロに会いに行くこともなかった。しょせん、友情なんてこんなものだ。あれ以来、ロウは〝友達〟をつくらずに、仕事にだけ没頭してきた。

　そんな日々を何年も続けてきて、十五歳になったある日、ロウは本当になんの気なしに、闇ギルドマスターに言った。

「なあじーさん。俺、闇ギルド抜けていい？」

「よいぞ」

　あまりにあっさり許可が出て、ロウは思わず飲んでいた酒を吹き出した。対面にいた闇ギルドマスター、ゼファは心底嫌そうに顔をしかめた。

「汚いのう……勘弁してくれ」

「え、ほんと？　許してくれるとは思ってなかったんですけど」

「お前は闇ギルドがヤクザな職業かなにかだとでも思っておるのか？」

「違うの？」

「掟おきてさえ破らなければなにもせん。現に記憶消去を施し、問題なく社会復帰した前例はいくつもある。定められたルールを守るなぞ、そんなものは表社会も裏社会も同じじゃろ」

　ふう、とため息をついて、ゼファはぽつりと言った。

「ロウ……儂わしは、昔お前にしたむごい行いを覚えている」

「……」

　むごい行い。なにを言っているのかすぐにわかった。シャーロのことだ。今更そんな懐かしい話を持ち出され、ロウはぼんやりと昔を思い出した。

「……別に、じーさんが気に病むことじゃないでしょ」

　ロウは軽く笑って肩をすくめてみせた。

「あれはもともと禁術を見せびらかした俺が悪いんだし。自じ業ごう自じ得とく──」

「む？　儂わしは別に気に病んじゃおらんぞ。あれはぜんぶお前が悪い」

「…………。こんのくそじじい……」

　わかっちゃいるが、けろっとした態度で舌を出しながら言われると腹が立つ。ロウは口元を引ひき攣つらせつつ、一発ぶん殴りたい気持ちを抑え込んで強めに息を吐いた。そんな様子を見て、ゼファは楽しそうにカッカと笑う。

「気に病んじゃいないが、あの一件以来、お前が闇ギルドに来るのはちぃーっとばかし早い気はしていたのう」

「はあ？　今更？　俺もう十年以上闇ギルドにいるんですけど」

「生きていく金は十分稼げたろ」

「……」

　確かに最初の目的は生きるための金だった。そして目的通り、闇ギルドはロウに稼がせてくれた。金を稼ぐ術を与えてくれた。そういう意味では、ロウが闇ギルドに入った目的は果たしている。

「ロウ、お前は儂わしらが持てなかったものを持っている。目的を果たしたならば、もはや闇ギルドにいる必要はないんじゃ」

「超シグ域ルススキルのこと？　はいはい、その手の嫌みはもう聞き飽きた──」

「違う」

　ゼファの目がまっすぐにロウを刺した。

「人間に希望を抱ける心だ」

「……はあ？」

　怪け訝げんに眉根を寄せるロウを見て、ゼファはふっと微ほほ笑えんだ。

「人間なぞどうしようもなく愚かな生き物──儂わしらはそうとしか思っとらん。お前は違う。もしお前が人に絶望するようなことがあったら、そのときは闇ギルドに戻っておいで」

「……俺これから禁術に関する記憶は消すし、戻ってきても戦力になんかならねーけど」

　禁術に関する記憶を消せば、ロウなどそこらの魔道士とさして変わらない。超シグ域ルススキルも通常の魔法では制御するのが難しいので腐るだろう。闇ギルドを抜けるということは、今まで培つちかってきたほとんどの戦闘技術を手放すということと同義だ。ロウはそれを覚悟していた。

「そう、その話じゃ」

　途端に声色を明るくし、ゼファがぴんと指を立てた。

「ロウ、一つ交換条件といかないか。条件を吞のむなら、闇ギルドを抜ける際の記憶消去を免除してやろう。正直、お前の戦力を手放すのは惜しいでな」

「交換条件？」

　相変わらず食えないじじいだな、と思いつつもロウは彼の言葉に耳を傾けた。

「禁術に関する記憶消去を免除する代わりに、抜けた後も儂わしらの仕事を手伝うということで一つどうじゃ。具体的には、掟おきて破やぶりの処分……掟おきて破やぶりは禁術を持っていて手て強ごわいからの。実力のある奴やつじゃないと返り討ちにあう」

「こき使おうって魂胆が丸見えなんですけどー」

「お前のスキルも腐らずに済む。悪い話じゃない。どうせ冒険者になるんじゃろ」

「……」

　全てお見通しと言わんばかりのゼファの口ぶりにむっとしつつも、図星なのでロウは唇を尖とがらせた。

「別に、俺は禁術にもスキルにも、未練なんてないけど──」

　──冒険者になったら俺とパーティー組もうぜ！

　ふと、ロウは懐かしい言葉を思い出した。

　シャーロは冒険者になっただろうか。今頃強い前衛役トツプアタツカーになり、パーティーを見つけて、ダンジョンに繰り出しているのだろうか。もしかしたら、冒険者として彼と再会することがあったりするのだろうか。

（……ま、冒険者としてやっていくなら、強い手札は持っておいた方が有利か……）

　蒼炎フラマを人前で使うわけにはいかないが、いざと言うときに身を守る手段として、持っていても損はないだろう。ゼファの手伝いをやらされるのは気に食わないが、嫌だったらさっさと記憶消去して、闇ギルドとは完全に縁を切ればいい。

「わかった。その条件吞のむわ」

「ほ。珍しく素直じゃないか」

「いーでしょ別に」

「ちなみに、お前が昔遊んでいたシャーロという少年は、冒険者にはなっておらんぞ」

「……」

「今は家庭を築いて、ギルドの職員として平和に暮らしている」

　はあ、とロウはため息をついた。

「ほんっとーに性格悪いなじーさん。それ言う？　俺の夢速攻で一個砕けたんですけど」

「無駄な幻想に振り回される時間を取り除いてやったと言ってほしいのう」

　カッカッカと笑いながら、ふいにゼファは声を低くした。

「お前の期待することはなにも起きんぞ。それでもよいのだな」

「ああ、別にいいよ」

　シャーロが冒険者じゃないと言われても、妙に納得できた。シャーロは明るくて、友達が多くて、わざわざ冒険者なんていう危険な仕事に身を投じなくても、人間社会を難なく渡っていける奴やつだ。それに危険な仕事に就いていないとわかって、むしろ少し安心した。

「じゃあ契約成立ってことで。今すぐ出てくわ、こんな辛気くせーとこ」

「達者でな」

　そうして闇ギルドを抜け冒険者をやってみたら、いつの間にか《白銀の剣》なんかになっていた。適当にやって満足したら、適当に引退する予定だったのだ。

　なのに──魔神なんていう厄介なものが出てきて、抜けづらくなってしまった。いや、それ以上に厄介なのは、ジェイドやルルリの存在だった。

　彼らの前でロウが禁術を使えば、ロウは当然掟おきて破やぶりとなる。そればかりか、たちまち闇ギルドが二人の元へ来て、記憶消去を行うだろう。二人の記憶からロウという存在は消え去り、その詳細を抹消される。

　──……お前、だれ？

　シャーロに言われた言葉が胸の奥でずっと疼うずいている。

　忘れられることがこんなに辛つらいだなんて思わなかった。

　どうしても嫌だった。

　ジェイドたちにだけは、自分のことを忘れないでほしかった。だからどんな状況だろうと禁術を使わなかった。

　馬鹿だな、と思う。そんなものにすがりついて、逆に噓うそを重ね、仲間を騙だまし、彼らの苦境を傍目に見てきたなんて──
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「ロウ……!!」

　ルルリのかすれた悲鳴が、闘技場のなかにむなしく響いた。

　どさ、と倒れたロウの脇腹は、大きくえぐられていた。周囲の床はめくれ上がり、溶け、凄すさまじい熱源がぶつかり合った跡が、まざまざと刻まれていた。

　ガルドの魔神核を使った最大級の蒼炎フラマと、ロウの蒼炎フラマを使った超シグ域ルススキル〈永増の愚者シグルス・アシヌ〉。両者が真正面からぶつかり合った結果は、倒れたロウが物語っていた。

「あひゃひゃひゃひゃー！　俺の勝ちー！」

　ガルドが小馬鹿にするように手を叩たたいた。

　ロウのスキルはガルドの蒼炎フラマと拮抗しているかに見えた。しかしそれは徐々に押され、魔神核で強化されたガルドの魔力量に、力押しされたのだ。ロウはかろうじて攻撃の軌道をそらし、自らの脇腹をかすめさせてその被害を最小限に食い止めた。

「あ……ぅぐ……っ」

　だが、倒れたロウの傷は魔法がかすった程度のものではない。見るからにえぐれているのだ。傷口からは蒸気がたちのぼり、痛みのあまり冷や汗を全身に浮かせていた。

「スキル発動、〈不死の祝福者シグルス・リバイブ〉！」

　ただの治ヒ癒ー光ルではダメだ。ルルリはすでにジェイドにスキルを施していたが、二度目のスキルを発動させた。ずん、と急激に体が重くなるが、代わりにロウの震えが少し止まる。

「いやーおもしろいものが見れた」

　ざ、とガルドの足がルルリの視界に映った。と思った瞬間には、腹に鈍い衝撃が走る。ガルドに蹴られたのだ。そうと理解した頃には、ルルリは軽く宙を浮き、舞台の上を滑っていた。

「う……っ」

　ルルリは必死に体を起こし、ロウに近寄ろうとした。しかしその眼前にガルドが立ち塞がる。

「さーて、あとはあんただけか。あんたのスキルは……まあ別にどうでもいいかな」

　興味のなさそうにぼそぼそ言って、ガルドが再びルルリを蹴ろうと足を振り上げる。

「……っ」

　咄とつ嗟さに目を閉じたが、衝撃はやってこなかった。

　は、と目を開けると、ルルリをかばう背があった。

　ふらふらになりながら、ガルドの前に立ち塞がるのは、ジェイドの背中だ。

「ジェイド！　まだ動いてはダメなのです……っ」

　穴の空いた足も腹もまだ治癒しきれていない。それにジェイドは、回復のしようがないスキル疲労にすでに全身をおかされている。

「おーおー、まだ立つかね。すごいね君」

　ガルドが思わずといった様子で、手を叩たたいた。

「〝噓うそつきロウ〟の姿、ちゃんと見てた？　君が今までそうやって血ち反へ吐ど吐きながら戦ってたときも、あいつは陰でサボってたわけよ。あんなのを、あんたは今まで仲間だなんだと、必死に守ってきた──」

「黙れ」

　低く、ジェイドは言った。

「ロウは仲間だ……！」

　その目に不屈の炎を燃やし、ジェイドはガルドを睨にらみつける。だがそれが精一杯のようで、苦しそうに咳せき込こみ、血を吐いた。

「死に損ないが！」

　ガルドは唾を吐き散らして叫び、ジェイドのこめかみを殴り飛ばそうとして……ぴたりと、その腕を止めた。殴る代わりに地を蹴って、その場から離脱する。

　ほぼ同時、ずどん！　とガルドのいた場所に、重い殴打の衝撃が襲いかかった。一拍遅れて、床に軽く着地する足音。

「てめえは……！」

　現れたそれを見て、ガルドが舌打ちする。全身を覆う外がい套とうを大きく翻ひるがえし、無言のままそこに降り立ったのは、大鎚ウオーハンマーを携えたアリナだった。
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「……」

　嫌な予感が当たってしまった。

　アリナは絶望的な光景を見回し、唇を嚙かんだ。

　倒れているジェイドとロウ、ルルリは回復のために超シグ域ルススキルを酷使したのか顔は青ざめていて、それでもなお治癒にあたろうとしている。

　壊滅──そう言っておかしくなかった。

「ルルリ……死んでないわよね……二人とも……」

「生きているのですっ。ですが、重傷で、ジェイドはスキル疲労もひどくて……」

「……」

　小さく唇を嚙かみ、アリナはジェイドたちを壊滅に追いやった三白眼の男に目を向けた。

　転移した隠しダンジョンで魔神ラウムを殺し、魔神核を奪った、ガルドと名乗る男だ。ロウの知り合い……とも言っていたが、ガルドにやられたであろうロウの容赦ない負傷具合を見るに、穏やかな〝知り合い〟でないことは確かだった。

「お前が処刑人……それが神域デイアスキル〈巨神の破槌デイア・ブレイク〉か」

　こちらを睨にらみつけているガルドの額には、見慣れた神デイアの印がすでに刻まれていた。

　魔神化。だからジェイドたちはここまで追い詰められたのだ。

「……だからなに」

「お前を殺せば、俺の魔法が最強だと証明される……！」

　アリナの登場に、しかしガルドは嬉々として叫んだ。

「白銀の次はお前だ！　俺の目的のために死んでもらうぜ……！　魔法がスキルより上だって証明するためにな！」

「……。証明……？」

　つぶやいたアリナの声は、わずかに震えた。

「そんなことのために……こんな……」

　手が真っ白になるほど、強く大鎚ウオーハンマーを握りしめた。血が滲にじむほど、唇を嚙かんだ。

　湧き上がってくるのはどうしようもない怒りだ。

　ここは危険なダンジョンではなく、冒険者にとっての仕事場でもない。ただの闘技場だった。四年に一度の大会を終えて、誰かが優勝して、それで終わるはずだった。

　なのにどうして。どうしてジェイドたちが死にかけないといけない。

　どうしていつもいつも、アリナの大切な人を奪おうとする──

「そんなこと、だと？」

　ぴくりとガルドの眉が跳ねた。

「……ああそう……そんなこと……そんなことねぇ……」

　ぶつぶつ言いながら、ガルドは手の平を天に向け右腕を突き出した。とたん、腕が徐々に黒く染まっていく。

「！」

　アリナが警戒し大鎚ウオーハンマーを構える前で、黒く染まったガルドの右手にさらに奇妙なことが起き始めた。ごぽり、と濁った沼が泡立つように、ガルドの手の平が黒く波打っていくのだ。

「……今はさぁ、闇ギルドも魔道士も、どいつもこいつも腑ふ抜ぬけやがって、なあなあになっちまってるけどさぁ」

　気味の悪い光景が広がる一方で、ガルドはぼそぼそと話を続けた。

「立場を奪われた二百年前の魔道士たちが、どれだけスキルを恨んだかわかるか……？」

　ごぽり、ごぽりと音を立て、なにかが湧き出るように、ガルドの右手がさざめいていく。やがて手の平から溢あふれた黒い液体が、床に垂れた──瞬間、まるで深く暗い闇へと続く穴が空いたかのように、床に真っ黒な水みず溜たまりが広がったのだ。

「な……！」

　一体なにが起きているのか、アリナはなにもわからなかった。背筋を走る悪お寒かんだけが嫌な予感を告げてくる。ガルドの右手からは闇が漏れ、落ちた闇がさらに黒い水みず溜たまりを広げていく。

「二百年前、魔法を否定され、日陰に追いやられた魔道士たちは、呪いの言葉を残した。己の命と引き換えに」

　うつむいていたガルドの暗い瞳が、ようやくアリナに向いた。

「……〝スキルなど滅べばいい〟……」

　呪詛のように低く低くつぶやいた瞬間。ざわり、と床に広がる黒い水みず溜たまりが波打った。

「〝スキルなど滅べばいい〟……！」

　その波打ちは徐々に大きくなっていき、ぐるぐると渦巻いていく。

「スキルなど、滅べばいい!!」

　瞬間。

　黒い水みず溜たまりが大きく膨らみ、なにかが膜を突き破るように飛び出した。

「!?」

　低く、亡霊のような咆哮が響き渡る。それは黒く、長く、みるみる天に昇っていく。見上げるアリナの視界に広がったのは、宙に浮く漆黒の竜だった。

「な、なにこれ……!?」

　黒い液体が竜の形をかたどっていると言った方が正しいか。体を構成する黒い液体は波打ち、ぼたぼたと床に垂れ、闇に染めていく。魔物のような竜とは違うが、双そう眸ぼうは赤く光り、飢えた獣のように牙を剝むいた。

「禁術、呪竜召喚──」

　にたりと、ガルドが笑った。

「さあ呪竜……お前の憎んだスキル使いが、目の前にいるぞ」

　オォォォォォ……！　と嘆きのように呪竜が唸うなる。その赤い瞳がアリナを見た瞬間──ぞくりと背筋が冷たくなった。

　明確な悪意。喉をかきむしりたくなるほどの嫉妬、息苦しいくらいの羨せん望ぼう……妬み、屈辱、悔しさ。それらがないまぜになった、強すぎる殺意。

　呪竜の赤い瞳に捉えられると、そんな暗い感情が波のようにアリナに襲いかかった。人間の闇を全て凝縮したかのような、これほどに強大な負の感情をぶつけられた経験などアリナにはなく、それは体を凍りつかせた。

「喰くらい尽つくせッ!!」

　ガルドが命じると同時、漆黒の竜が咆哮を上げアリナに襲いかかった。

「っ……！」

　ただの攻撃ではないことはわかっていたが、足が動かない。咄とつ嗟さにアリナは盾のように大鎚ウオーハンマーを立て、獰どう猛もうな牙を受け止めた。

「……!?」

　そこでアリナは息を吞のんだ。呪竜が銀の大鎚ウオーハンマーに喰くらいついた瞬間、おぞましい紋様が大鎚ウオーハンマーに浮かび上がったからだ。それは侵食するように徐々に広がり、大鎚ウオーハンマー全体を覆い尽くしてしまった。

「なにこれ……!?」

　咄とつ嗟さに大鎚ウオーハンマーを手放すと、呪竜は嚙かみついた獲物を引きちぎるように首を振り回した。ばきん、と固い音を立て、竜の口のなかで大鎚ウオーハンマーが嚙かみ砕くだかれる。

　だがそれだけではなかった。アリナの両腕にも、大鎚ウオーハンマーを侵食した黒い紋様が浮かび上がったのだ。蛇が絡からみついたかのような、おぞましい紋様だ。

　オォォォォォ……！

　大鎚ウオーハンマーを破壊した呪竜が、嘆きのような声を上げる。あの人間への悪意を凝縮した視線が、次はお前とばかりアリナに向いた。

「……っ、スキル発動、〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉！」

　再びあの恐怖に囚とらわれる前に、アリナはスキルを発動させた。が──

「……え……？」

　アリナの呼びかけに答えるものはなにもなかった。

　白い魔法陣も、銀の大鎚ウオーハンマーも出てこない。アリナはなにが起きたかわからずもう一度叫ぶ。

「〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉！」

　だが、やはり何度詠唱しても銀の大鎚ウオーハンマーは姿を現さず、神域デイアスキルは発動しなかった。

「……スキルが出ない……!?」

　愕がく然ぜんとアリナは手を見下ろした。体に異常を感じるわけでもない、スキル疲労におかされているわけでもない、ただ奇妙な紋様が両手を覆っているだけなのに。

「──蒼炎フラマ」

　は、と顔を上げると、ガルドが青い炎を解き放っていた。迫るそれをなんとか横に避ける──が、蹴り出す力が弱い。〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉が発動せず、筋力が人並みに戻ってしまっているせいだ。想像の半分も飛べなかったアリナの脇を、ギリギリで蒼炎フラマが通り過ぎ、消えた。ほんの少し反応が遅ければ直撃していただろう。

「……！」

　どくんと心臓が跳ねた。

　スキルが発動しない……つまりアリナは今、なんの力も持たないただの少女だった。

「どうしたぁ。スキルがなきゃなーんにもできないかぁ？」

　青ざめるアリナを面白がるように、ガルドがにたにた笑う。そんなガルドを守らんと、周りを黒い呪竜がとりまいた。

「って、聞くまでもないかぁ！」

　ゲラゲラ笑って、ガルドが無数の蒼炎フラマを解き放った。

「……！」

　広範囲からの攻撃。一瞬、アリナの思考が停止した。今の筋力で回避する方法がない──

　蒼炎フラマが目前まで迫った瞬間、しかし誰かに腰を抱えられ転がるように横へ放り出された。

「っつ……!?」

　勢い余って試合会場の地面に突っ込む。あちこちすりむいたが、間一髪のところで蒼炎フラマを回避した。アリナは顔を上げ、隣で同じようにうつ伏せている男を見て声を上げた。

「ロウ……!?」

　ロウは負傷している脇腹を押さえながら、顔を険しくさせていた。ルルリの治癒を受けていたはずだが、ガルドの攻撃からアリナを救い出してくれたのだ。

「け……怪け我がは……」

「怪け我がとか言ってる場合じゃないっしょ……今動けんの、俺だけなんだよ……！」

　そう言いつつもロウの顔は血の気が引いて蒼白で、びっしょりと汗をかいていた。その苦しそうな視線は、ちらりとアリナの両腕に向く。

「くそ……まさかガルドの奴やつ、呪竜まで使ってきやがるとは……」

「ねえ、なにこれ!?　スキル出ないんだけど……っ」

　なにか知っている様子のロウを問い詰めると、ロウは苦々しげに言った。

「禁術だ。二百年前の魔道士たちが、自らの命と引き換えに創り出した、最も古く危険な禁術、〝呪竜〟……」

「呪竜……？」

「怨えん嗟さの念による強力な呪い……強制的にスキルを奪う呪いの魔法だ」

　言われた言葉に、アリナは愕がく然ぜんとした。

「ス……スキルを……奪う……!?」

「ご明察ぅ」

　ガルドの得意げな声が闘技場に響いた。ガルドは口くちの端はを吊つり上あげ、呪竜に触れた。

「禁術、〝呪竜〟……この存在を知ったとき、俺は確信したんだ。魔法は神域デイアスキルすら超える可能性があると。これを使って処刑人をぶち殺せば……スキル脳の馬鹿共もさすがに目を覚ますとな……！」

「……神域デイアスキルを……超える……」

　証明。ガルドがそう言った意味がようやくわかった。元からガルドは、あのおぞましい竜を使ってアリナの神域デイアスキルを封じるつもりだったのだ。

「この竜の正体がわかるか？」

　す、とガルドの目が冷たく細められた。

「二百年に及ぶ、魔道士たちの怨念だ。スキルに立場を奪われ、目の腐った馬鹿共に魔法の価値を落とされ、それでもなお、いつか一いつ矢し報むくいると誓い命を絶った怨念……闇ギルドすらこの禁術を持て余し、封じるほどのだ」

　アリナは両腕に刻まれた呪いの紋様を見下ろした。

「……スキルが、使えない……」

　ずんと絶望がアリナの全身にのしかかったようだった。

　戦えない。守れない。だからみんな死ぬ。

　シュラウドのようにみんな死ぬ。みんなみんな、いなくなってしまう。

　また一人に──

「……あの呪竜を壊すしかない」

　絶望にのまれようとしたアリナは、ロウの言葉で我に返った。

「でもスキルが──」

「俺がやる」

　ぽつりとロウが言った。

「俺が呪竜を壊す」
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　ロウがそう言った瞬間、ガルドは腹をかかえて笑い出した。

「呪竜を壊す!?　蒼炎フラマにも勝てねえへっぽこ超シグ域ルススキルで？」

「……」

「お前のスキルは俺に負けた。みすぼらしく負けた敗者が、勝者の許可もなくのたまってんじゃ──」

「戦いたかったんだ。俺だって。ずっと」

　強い後悔と悔しさが胸をよぎった。ロウは奥歯を嚙かみしめながら、アリナの前に立ち上がる。

　ジェイドやルルリが、アリナが、苦境に立たされる度、何度も何度も後悔した。

　白亜の塔で初めて魔神と遭遇したとき、永久の森で双子の魔神と戦ったとき、ギルド本部地下で魔神化したグレンに苦戦を強いられたとき──

　自分にはまだ手があると、超シグ域ルススキルが使えると言うべきだった。それなのに、ジェイドたちが死に物狂いで戦っている陰で、自分はシャーロに言い放たれた一言に怯おびえていた。

　──……お前、誰？

　ジェイドたちは、もしかしたら死んでいたかもしれないのに。それでも忘れられることの方が怖いなんて、我ながらおかしな話だ。自分はずるい。弱い。ジェイドたちと肩を並べ、仲間だなんて言い合っていい存在じゃない。

　それなのに、そうまでして避け続け、恐れていたことが起きてしまった。禁術を知ったジェイドたちはロウの記憶を消されるだろう。シャーロのように。一番恐れていたことが起きる。もう回避のしようがない。

　なら。どうせこれが、記憶が消える最後の戦いになるのなら──こんな噓うそつきを仲間と言ってくれた彼らを守ることが、自分にできる最さい期ごの戦いだ。

「俺も戦う」

　静かなロウの瞳になにかを感じとったのか、アリナはそれ以上なにも言わなかった。

　ロウは片手を突き上げた。広げた手の平に、小石程度の蒼炎フラマを生み出す。

「スキル発動、〈永増の愚者シグルス・アシヌ〉！」

　ロウの手の平で、蒼炎フラマが渦巻いた。

　みるみる増え、ぶつかり、うねり、大きな塊となって膨れ上がっていく。それは風に巻き上げられた竜巻のように上空へ昇り、なお大きくなっていった。やがて無制限に増え続けた蒼炎フラマは、闘技場を覆い尽くさんばかりに青い天井を作り上げた。

「は！　馬鹿かよ。おめえのスキルじゃ魔お神れの力に勝てないってさっき学ばなかったか？」

「馬鹿はお前だ、ばぁーか」

　ガルドの嘲笑を、逆にロウは鼻で笑い飛ばした。そのときだ。

「──スキル発動、〈終焉の血塗者シグルス・ブラツド〉」

　ジェイドの詠唱が、ぽつんと響いた。

「！」

　は、とガルドが目を向ける。うずくまっていたはずのジェイドは立ち上がっていた。瀕ひん死しの体で右手を突き出し、赤いスキル光を解き放つ。

　それは仲間の身代わりとなって自らに全ての攻撃の矛先を向けさせるスキルだ。周囲に展開されたスキルを、強制的に己に集中させることができるもの。

　発動したジェイドの〈終焉の血塗者シグルス・ブラツド〉はロウの〈永増の愚者シグルス・アシヌ〉と混ざり合い、たちまち増幅された蒼炎フラマをジェイドの手の平に収束し始めた。

　ガルドの表情が一変する。ようやく二人の狙いに気づいたからだ。

「……複合スキルか！」




　　＊＊＊＊




　言うなりガルドは、ジェイドに手の平を向け、青い炎を生み出した。彼の狙いに気づいたアリナは、咄とつ嗟さにガルドの前に立ちはだかった。

「……させない」

「どけよ！　スキルなしの無能が──」

「どかない！」

　強く言い放ち、アリナはガルドを睨にらみ据すえた。今のアリナには神域デイアスキルもなにもなく、戦う術は一つも持っていなかったが、そんなことは関係なかった。

　勝てるから戦うんじゃない。最強のスキルがあるから戦うのも違う。

　アリナは今までもずっと、なにも失わないために戦ってきた。それは、スキルが失われた今だって同じだ。

「どかない……！」

「ほざけ小娘がぁッ!!!!」

　ガルドが唾を飛ばして叫び、いくつもの蒼炎フラマを飛ばしてくる。高火力の青い炎を、アリナは歯を食いしばり睨にらみつけた。人体を消滅させる青い炎が、アリナに喰くらいつこうとしたとき──ふ、と目の前に誰かが割り込み、同時に襲いかかってきた蒼炎フラマが音を立てて消し飛んだ。

　ジェイドだ。

「ジェイド！」

　ジェイドがアリナの前に立ち、見慣れない白い盾を突き出していた。それは揺らめく白い炎でできた盾──展開されていた全ての蒼炎フラマが、ジェイドのもとへ収束し、凝縮されたものだった。ガルドの蒼炎フラマをいとも容易たやすく打ち消すほどの。

「……守るのは俺の役目だ……！」

　荒い呼吸を繰り返しながら、ジェイドは瀕ひん死しの体でなおガルドを睨にらみつけた。

「俺の蒼炎フラマを……!?」

　魔神核をのんだガルドの蒼炎フラマは、ただの禁術ではない。ロウの〈永増の愚者シグルス・アシヌ〉を打ち負かすほどの力を秘めていたはずだった。それをいとも容易たやすく防いだ白炎に、ガルドが目を見開く。

　ジェイドの持つ白い盾は役目を終えるとぐにゃりと形を崩した。大きな炎の塊はやがて一本の剣状へと変化し、次なる主を待つように、水平に浮いた。

「ロウ！」

　ジェイドがロウの名を呼んだ瞬間、ひゅ、とロウが脇から飛び出した。

　かすめとるように剣状の白炎を摑つかむと、その両端をそれぞれ摑つかみ、引きちぎる。それは一対の双剣となって、ロウの両手で揺らめいた。

　何度やっても成功しなかったジェイドとの複合スキル。だが、ロウは最初から成功する方法を知っていた。通常魔法では暴れてしまう〈永増の愚者シグルス・アシヌ〉が、唯一従順になる手段──禁術である蒼炎フラマを使うことだ。

「まさか、蒼炎フラマの凝縮……!?　くそ、呪竜!!」

　ガルドがついに体に巻き付く呪竜を動かした。ロウに向かって腕を突き出せば、呪竜は低い怨えん嗟さの咆哮を上げ、ロウに襲いかかる。

　だがロウは止まらなかった。

　むしろ音もなく加速した。白炎の双剣を逆手に持ち替え、身を低くし、迫り来る呪竜を真正面から睨にらみつける。そのまま、勢いを衰えさせることなくまっすぐ呪竜を突き抜けて──

　ぴん──、と空気が震えるような、白い一いつ閃せんが呪竜を切り裂いた。

「な……!?」

　ガルドの動揺の声と同時、乾いた音が一回鳴った。

　ぴし、ぴし、とその音は数を増やしていく。黒い呪竜に、白く輝く亀裂が無数に入っていく音だ。その亀裂はどんどん大きくなっていく。

「呪竜が……!?」

　やがて、ぱきん、と音を立て、ガルドを守る怨念の竜は、白い光に砕け散った。
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「……やりやがったな……！」

　ガルドの怒りに血走った目が、ぎょろりとロウを見下ろした。ロウの両手からは白炎の双剣は消えていき、後にはなにも残らない。が、ロウは口くちの端はを吊つり上あげて、ぼそりと言った。

「あとは頼むよ」

　瞬間。

　どぐん！　という重い衝撃音が、ガルドを吹き飛ばした。呪いの紋様を解いたアリナが、ガルドの横腹に銀の大鎚ウオーハンマーを叩たたき込こんだのだ。

「ぐは……っ！」

　ガルドの体はまっすぐ吹き飛ばされ、舞台の上を二回跳ねて、滑る。とはいえ魔神核を取り込んだ体は人外の強度を誇り、神域デイアスキルの殴打をくらったというのに大きな傷一つない。

「てめっ──」

　だがそんなことは関係なかった。アリナはガルドが立ち上がるのを許さず、さらに追随すると、起こした半身を大鎚ウオーハンマーで殴り飛ばす。

「ぐっ……！　っ、蒼炎フラマ！」

　このままでは一方的にたこ殴りにされると悟ったガルドが、空中から強引に蒼炎フラマをアリナに放った。ガルドを追いかけていたアリナの真正面に、蒼炎フラマが襲いかかる。

　が、アリナは引きも回避もしなかった。

「はあああああ!!」

　大鎚ウオーハンマーを横に振り、蒼炎フラマを力尽くでなぎ払う。散った炎の欠片かけらは、それだけでも恐ろしい威力があり、アリナの髪を、腕を焼いていったが、アリナは構わず突き進んだ。

「なっ……」

　その猛然とした勢いに、ガルドが頰を強ばらせた。その顔に、怒りのままに振るわれた大鎚ウオーハンマーがめり込む。

「げふっ、がっ」

　玩具のように、ガルドの体は叩たたきつけられ、地を跳ねた。脳みそがぐらぐら揺れる。視界が弾はじける。平衡感覚を失って地を這はうガルドの前に、アリナが立ち塞がった。

「ま、待──」

　制止の声は大鎚ウオーハンマーの殴打にかき消された。みぞおちを殴り飛ばされたのだ。

　再び地を転がされたガルドは、今度は慌てて飛び起き、すばやく周囲を確認した。激しい怒気とともに追いすがるアリナに、鋭く声を発する。

「待て！」

　ぴたりと、アリナは立ち止まった。ガルドの狙いがすぐにわかったからだ。

「これを見ろ！　少しでも動けば、こいつの体を消滅させてやる」

　ガルドの腕がまっすぐ真横に伸びていた。その手には青い炎が生み出され、力を使い尽くしたジェイドに狙いを定めていたのだ。

「……」

　ようやく猛攻を止めたアリナに、ガルドが勝ち誇ったように笑った。

「はは、はははは！　そこまでとは思わなかったぜ、処刑人。こんな雑ざ魚このために戦う価値がどこにある？」

「……雑ざ魚こ？」

「そうだ。雑ざ魚こだ。雑ざ魚こなんだよ！　ご立派なスキルを振り回しておいて、魔法にすら勝てなかった雑ざ魚こ──」

　ガルドの嘲笑は、途中でかき消えた。

　どごん！　と重い衝撃音を轟とどろかせ、ガルドの横っ面に、大鎚ウオーハンマーの一撃が叩たたき込こまれたからだ。

「ぐうッ……!?」

　転がされるガルドの前に、ざ、とアリナが立ち塞がる。冷たく見下ろし、小さく言った。

「──なにも知らないくせに」

　ぼそりと言って、アリナは強く嚙かみしめた歯の隙間から、震える声を絞り出した。

「……誰も手伝ってくれない残業も……減ることのない仕事も……孤独と眠気の戦いも……ネガティブになりがちな深夜メンタルも……なにも知らないくせに……！」

「……は？」

「〝残業手伝うよ〟の一言がどれだけありがたいか。誰かが一緒に仕事してくれるだけで、どれだけ気持ちが楽になるか、なにも知らないくせに！」

「……残、業……？」

　ガルドは理解できない様子で、表情が硬直していた。こいつの反応なんてどうでもよく、大鎚ウオーハンマーを握る柄に、ぎゅっと力を込めた。

「ジェイドが強いとか弱いとか、そんな話はしてないのよ……私からこいつを奪うのは許さないって言ってるの……！」

　アリナはずっと一人だった。

　受付嬢三年目になってもまだ、アリナは残業ばっかりして、深夜の誰もいない事務室で、いつも一人だった。

　でもそれは自分で選んだ道だ。シュラウドが死んでしまったあの日から、アリナは一人で抱え込む道を選んだ。受付嬢になると決め、受付嬢になり、残業を抱えて、冒険者を嫌い、残業解消のために秘密を作った。

　一人でいれば、誰も失わずに済むからだ。

　でも、いつの間にか、一人だったはずの事務室にジェイドが増えた。

　何回死にかけても、絶対に死なないでいてくれる、ゾンビみたいなこいつが隣にいた。アリナを一人にしないでくれるジェイドの存在は、アリナをある一つの恐怖から救い出した。

〝誰かがいなくなる〟という恐怖。それに怯おびえ続つづける呪い。ジェイドは、そんなものから解放してくれた。

「そもそも言っとくけど！　ジェイドが複合スキルを鍛えてたのはねえ……っ、」

　困惑するガルドに構わず、アリナは歯をむき出した。

「私の──」

　勢いで言いかけて、アリナは思わず言葉を止めた。凄すさまじい羞恥心がせり上がってきて、冷水をぶっかけられたように一瞬で我に返り、怒りがすっと冷めていく。

「わた……っ」

　言いかけた口を何度も開けたり閉じたりして、拳をつくった。

　でもこれは言わなきゃいけない。反論しないといけない。他でもない、この私が。

　アリナは一度ぎゅっと唇を引き結び、意を決して、叩たたきつけるように叫んだ。

「私のためだから！　魔神のためじゃないし！　あんたのためでもないし！　勝手に勘違いして笑い飛ばすのやめてくれる!?」

　ジェイドが血ち反へ吐どを吐きながら鍛える姿は辛つらそうで、効果も定かではない複合スキルに頼ることは滑稽かもしれない。でも決して無意味なんかではない。雑ざ魚こなんかじゃない。

　彼の意思も、その姿勢も、アリナの心に棲すみ着いた恐怖をほんの少し和らげたのなら、それはどんなに強い必殺技なんかよりも、ずっとずっと意味があった。

「なにも知らないくせに……！　気持ち悪い笑い声ばっか出してんじゃないわよ……！」

　アリナは目をかっ開き、地を蹴り上げてガルドに迫った。

「！　くそ……っ！」

　焦あせったガルドは、迫り来るアリナとジェイドを交互に見比べ、やむなく蒼炎フラマをアリナに向かって解き放った。飛来するそれらめがけて、アリナはなにもない空間で大鎚ウオーハンマーを振るう。

　ごう！　と金色の衝撃波が巻き起こった。

　迫り来る蒼炎フラマは凄すさまじい風力に押し戻されて、逆にガルドを襲った。

「!?」

　返ってきた青い火炎球は、ガルドの片目を焼き、腕を溶かした。

「ぐあああ！」

　その痛みにガルドが身をよじらせた瞬間、アリナはもう目の前で大鎚ウオーハンマーを振りかぶっていた。

　握る大鎚ウオーハンマーに熱い脈動を感じる。先程までの冷たい銀の大鎚ウオーハンマーとは違う。

　大切なものを奪おうとする全ての障害を叩たたき潰つぶす、アリナの黄金の鎚だ。

　もうなにも失いたくないから。悲しみに涙を流しているだけでは、己の不運を嘆いているだけでは、また奪われてしまうから。

　だから、戦うのだ。

「……！」

　ぞ、とガルドが頰を引ひき攣つらせた。もはやなにもできず、ただ啞あ然ぜんと、アリナを見上げる。

「や──」

「死ねえええええぇぇぇぇぇ────────ッッ!!!!」

　アリナの一撃がガルドの腹を貫いた。

　大鎚ウオーハンマーは飲み込まれた魔神核を叩たたき割わり、魔神の力もろとも粉砕した。ガルドの額から神デイアの印が消えていく。軽々と吹き飛ばされ、地に転がったガルドはぴくりとも動かなくなる。

　その体は、やがて塵となって霧散した。
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「アリナさん……」

　霧散していくガルドを眺めながら、ジェイドはほろりと涙を流した。

「嬉うれしいんだ、嬉うれしいんだが。なぜだろう素直に喜べない……」

　俺の評価ポイントは事務能力なのか……と肩をまるめるジェイドを、ルルリとロウが笑い半分に慰めた。

「ドンマイリーダー」

「ジェイドの意思はちゃんとアリナさんに伝わっていたのですよ！　いいことなのです」

「そうかもしれないけどさ……」

　やはり男としては、強くて頼りがいのある奴やつだと思われたいところ。いや、アリナの持つ力が規格外すぎてなかなかそう思ってもらうのは難しそうなのだが。

（ちくしょう……絶対強くなってやる……）

　涙目で固く誓ったそのとき、ざ、と足音がして、人影がジェイドの前に立ち塞がった。

　腕を組み仁王立ちで、無言のままずぅぅんとジェイドを見下ろしているのは、アリナだ。

[image: ]

「ど、どうしたんだアリナさん……？」

　唇を真一文字に引き結び、完全に据わった目は、これはもう確実に怒っている顔だった。そこまではわかったが理由がわからず、ジェイドはおそるおそるたずねる。危険を察知したルルリとロウがそそくさとジェイドから離れていった。

「……あんたまた死にかけたわね」

「えっ」

「絶対死なないって言ったじゃん!!　なんで毎回毎回目を離すとすぐ死にかけるのよ!!」

「し、死んでないから許してくれ！」

　理不尽な理屈で胸倉を絞められ、がっくんがっくん揺さぶられる。ジェイドは貧血でくらくらしながら必死に謝った。

「それよりロウだ、ロウ！」

　このままじゃ死ぬ、と本能が危機を察知し、ジェイドは慌ててロウに視線を投げた。

「つまるところお前は、闇ギルドに所属してる魔道士ってことなのか？」

　ぴたりとアリナが手を止めたのを見計らい、さりげなく拘束から逃れ、話題を変える。

「ロウが使ってた蒼炎フラマは、闇ギルドの持つ禁術なんだろ」

　話題をふられたロウは、気まずげに目をそらした。

「あー……いや闇ギルドだったのは、昔の話。今はちゃんとした冒険者なんだけど、まあ、半分だけ闇ギルドに関わってるって感じかな」

「半分？」

「闇ギルドを抜けるとき、禁術に関する記憶を一切消すのが鉄則でさ。でも俺は、掟おきて破やぶりの処分に協力するって条件で、記憶消去を免除されてた。まあ闇ギルド側が、抜けるのはいいけど戦力は手放したくなかったってこと」

「……と、いうことは」

　話を聞いていたルルリが、恐ろしいことに気づいたように顔を青ざめさせた。

「今まで、白銀の仕事の合間を縫って〝掟おきて破やぶり〟の方たちを、殺し──」

「んーまあ、たまーにギルドから依頼がきて、殺してた」

　ひっとルルリが頰を引ひき攣つらせた。

「ロウが……そんなアブナイ人だったなんて……」

「いやぁわりぃな、今まで黙ってて」

「わりぃなじゃないのです!!」

　たちまちルルリは頰をぱんぱんにふくれさせて、腰に手を当てロウを𠮟りつけた。

「たまに飲み会に来なかったのはそれが理由だったのですね！　許すまじなのですっ！」

「……。あーうん、ごめん」

「けど、そういうことだったのか。これで合が点てんがいった」

　ことの経緯を聞いて、ほっとジェイドは胸をなで下ろした。

「ロウが平気で禁術を使ってるからさ。闇ギルドを抜けたなら、禁術の記憶も消えてるはずなんだろ。ということはロウもガルドと同じ〝掟おきて破やぶり〟なんじゃないかって心配したよ」

「──いや、それは」

　ジェイドの安あん堵どを壊すように、ロウがぼそりとつぶやいた。

「俺はもう掟おきて破やぶりだよ」

「え？」

　目を瞬しばたたいたとき、遠くから声がかかった。

「嬢ちゃん、お前ら、無事か？」

　小走りで駆け寄ってきたのは、冒険者ギルドマスター、グレンだった。グレンは荒れ果てた会場と白銀たちの負傷の具合を見て、一瞬表情を険しくさせる。

「事情はあらかた聞いている。もうすぐ救護班が来るから──」

「あんたはよくまあ全部終わってからのこのこと……！」

　グレンの言葉を遮り、恨めしげな声を低く響かせたのは、アリナだ。

「都合よく終わってから来てんじゃないわよ！　こっちがどんな目に遭ったかわかる!?」

「わ、悪かった嬢ちゃん。これでも事態を聞いて闇ギルド本部から大慌てで帰ってきたんだ」

「闇ギルド本部からって、あんな遠くからどうやって──」

　言い訳をするグレンにジェイドがいぶかしむと、被かぶせるようにロウの声が響き渡った。

「げ！　じーさん!?」

　珍しくロウが本気で焦あせっている声である。ロウの視線の先には、見知らぬ一人の老人が立っていた。

「ほっほ。あの程度の距離、ワシの力を使えば瞬時に移動するなど造作もないこと」

　老人はそう言って低く笑った。背も縮み、やや腰を曲げ、顔には長年のしわ。そこらにいる老人となにも変わらない姿だったが……彼を見た瞬間、ジェイドは言い知れぬ緊張を感じた。

「それよりロウ──約束を違えたな」

　背の低い老人は、静かな声でロウを𠮟りつけた。

「お前に記憶消去を施さなかったのは、こちらの意とはいえ……我ら闇ギルドが持つ禁術を知られたからには、この場にいる全員生きて帰さぬ」

「！」

　ぴり、とその場の空気が凍りつく。そうか、この人。ジェイドはとっさにその老人が誰かを悟った。闇ギルドマスター、ゼファだ。

「じーさん、それは勘弁してくれ。俺のことは煮るなり焼くなり好きにしていいからさ」

　ロウが慌てて老人に言い聞かせ、はっとルルリが顔を上げる。ジェイドもロウの意図に気づいて、思わずつぶやいた。

「掟おきて破やぶり……」

　ロウは自分を掟おきて破やぶりだと言った。掟破おきてやぶりとは、禁術を闇ギルドの外に晒さらした者の意。ロウは条件付きで禁術の記憶を保持したまま闇ギルドから抜けたが、ジェイドたちの前で禁術を使うことは、やはり許されていなかったのだ。

　そして掟おきて破やぶりの末路がどうなるかは、ロウ自身が一番よくわかっている。

「殺すなら俺一人だ。じーさん」

　断固として、ロウは反論していた。

「ジェイドたちの前で蒼炎フラマを使ったことは悪いと思ってる。だが、そうでもしなきゃガルドを止められなかった。ここで止めなきゃ、あいつはさらに多くの禁術を世にばらまいてたんだぜ。それを阻止した功績は認められてもいいんじゃね」

　ロウの言葉に、ゼファはじっと押し黙った。しばしの沈黙の後、ふんと鼻をならす。

「相変わらず小こ賢ざかしいの。ならば記憶消去で勘弁してやろう。ただし、白銀たちよ。禁術に関してのみならず、ロウについては全て忘れてもらうぞ」

「な……!?」

　老人の下した判決に、慌ててジェイドとルルリはロウを見た。だがロウは、老人の言葉を静かに聞くだけで、今度は反論しなかった。ほんの寸秒沈黙して、小さなため息とともに頷うなずいた。

「それでいいよ。やってくれ」

　ゼファの視線を受けながら、ロウはなにか全てを諦めたように、ジェイドたちに笑った。

「わりぃな。今まで一緒に戦ってこなくてさ」

　ぽつりと言って、ゼファに向かって歩いていく。ルルリもジェイドも、なんと言ったらいいかわからず、黙ることしかできなかった。

「──だ、ダメなのです！」

　しかし、咄とつ嗟さに叫んだのはルルリだった。魔杖ロツドを握りしめ、ロウの行く手に立ちはだかった。

「ロウのことを忘れるって、なんですか！　そんなの嫌なのです！　断固拒否なのです！」

　ジェイドもなんとか足を引きずりながら、ルルリの隣に並ぶ。ちらりとロウを見てから、ゼファを睨にらみつけた。

「ロウを忘れるなんて、そんな条件俺たちが吞のむとでも」

「ロウは、渡しません……！　ロウとの記憶も、渡しません！　私たちの仲間です！」

　ルルリは戦うことも辞さないと言わんばかり、覚悟を決めたようにゼファに向き直った。ゼファは静かにこちらを見据えている。ジェイドも彼の視線と戦いながら、しかし本能では、この老人と目を合わせることにどこか恐怖していた。

　正直、老人とはいえ闇ギルドマスターほどの男と今から戦うのは、あまりに状況が悪すぎる。彼の持つ力も得体が知れない。だが、勝てそうにないからと言って投げ出したくなかった。

「ほ。ずいぶんと命知らずな若造共よ。己と敵の実力差もわからず、挑むか」

　そんなジェイドとルルリを見て、ゼファは愚かな小動物でも見るかのようにほくそ笑んだ。その視線はさらに鋭くなって、ロウに向く。

「ロウ。現状を見よ。お前の〝友達〟が、ボロボロの体でお前を擁護しておる。勝てぬ挑戦と知りながらな。これがお前の望んだことか。己のしたことの重大さがわかるか。もはや小さいガキだからといって、見逃してやれる歳としでもないぞ」

「ま、待ってほしいのですっ」

　ルルリが必死にゼファに叫んだ。

「ロウは、今の今まで私たちに禁術を見せたりしなかったのです。どんな状況でも、闇ギルドさんとの約束を守っていたのです。ロウが禁術を見せたのは今日の一回だけで──それに、今まで闇ギルドさんのお手伝いをしていたロウに、こんな仕打ちはあんまりなのです」

「たった一度？　言うてくれるわ。禁術が大勢に知られる意味もわからぬか」

「意味……？」

「今回、多くの者が目にした蒼炎フラマ。あれはそのうち研究され、大衆化し、対抗手段が編み出され、その強さも価値も喰くい尽つくされていくのみだ……蒼炎フラマは禁術としての価値を失ったのだ。我ら闇ギルドが、先達たちが、スキル至上主義の世界に笑われ、蔑まれながら、悔しさをのみ反論をこらえ、長い年月をかけて黙々と編み出した貴重な術が、一つ奪われたのだぞ……」

「……」

「スキル持ちにはわからんじゃろな……この悔しさは……」

　沈黙がずんとのしかかった。

　重いゼファの言葉に反論できるものを、なにも持っていなかった。

「リーダー、ルルリ、ありがとな。もういいよ」

　少しだけ笑って、そう言ったのはロウだ。

「記憶消去を免除されたから、闇ギルドの手伝いをしてきたからと言って、禁術を表に出すことが許されるわけじゃないんだ。それくらいはわかってた。全て承知で免除を受け入れたし、今日、戦った……俺にはなんの悔いもないよ」

「……ロウ……」

「ちょっと待って」

　ロウの言葉を遮ったのは、それまでずっと黙って聞いていたアリナだった。

　アリナは難しそうに顔を険しくさせながら、首をひねった。

「事情がよく飲み込めてないんだけど……つまりそこのじじいを倒さないと、ロウが殺されるってこと？」

「アリナさん……」

　は、とジェイドが顔を上げたとき、アリナはいたって簡潔な言葉を吐いた。

「なら倒す」

　宣言通り、足下に白い魔法陣が展開し、その手に再び大鎚ウオーハンマーが握られる。その敵意を認めてゼファはふっと口くちの端はを吊つり上あげた。

「また威勢のいい奴やつが出てきおった──」

　ゼファは大鎚ウオーハンマーをかついだアリナを見て……そしてすぐにその笑みを引っ込めた。

「……お嬢さん、何者じゃ」

「？　受付じょ──あ違う。処刑人だけど」

　怪け訝げんに眉を寄せるアリナを、ゼファは数秒じっと見つめ、すぐに視線を逸らす。

「ふん。まあよい。何人でもかかってくるがよい。瞬まばたきした瞬間に──全ては終わっておる」

　瞬間、ゼファが消えた。同時に、とんと小さな音がして、気づいたら彼の姿はロウの真横にあった。

「！　ロウ！」

　ジェイドはロウを振り返り、息を吞のんだ。ゼファの右手は、ロウの脇腹を突いていたのだ。よりにもよってガルドから深い傷を負わされた場所だった。

「あ……」

　がくりとロウが膝から崩れ落ちる。

「ロウッ！」

　ルルリが青ざめて駆け寄り、アリナが敵意満々に一歩踏み出しかけて……ジェイドはとっさにアリナを止めた。

「なによっ」

「違う、攻撃してない……！」

「え？」

　きょとんとするアリナから、ロウに視線を移した。へたり込んでいたロウは、不思議そうに脇腹を見ている。

「傷が……？」

　そこはガルドの攻撃によって深くえぐられた場所だった。ルルリのスキルによってある程度は治癒したものの、肉体の完全再生にまではいたっていなかった、痛々しい傷だ。しかし、いつの間にかその傷は綺き麗れいに完治し、肉体までも元に戻っていたのだった。

「完治してるのです!?!?」

　その様子にロウより驚いていたのはルルリだった。

「私の〈不死の祝福者シグルス・リバイブ〉でも治せなかったのにぃぃぃぃ!!」

　両の頰に手を当て、ルルリは絶叫した。ゼファがそれまでの冷たい空気を一変させ、カッカと楽しそうに笑っている。

「治癒のなんたるかもわかっとらん。まだまだ若いの。回復役ヒーラーのちんちくりん」

「回復役ヒーラーのちんちくりん!?」

「じーさん、なんで治癒なんか……」

　ショックで白目を剝むいているルルリの横で、ロウが慌ててゼファを見上げた。

「お前の処分を延期にしてやる」

「延期……？」

「今回、闇ギルドから抜けた掟おきて破やぶりは、ガルドやゴーズだけではない。一斉に姿をくらまし掟おきて破やぶりとなった奴やつらは、どうやら厄介な後ろ盾があったようじゃの……〝あの方〟とかいう」

「〝あの方〟……!?」

　聞き覚えのある呼び方に、ジェイドは目を見開いた。

　今回、ガルドに魔神の知識を与えたのは〝あの方〟だ。魔道士たちの扱われ方に不満を抱いたガルドの、歪ゆがんだ承認欲求につけ込んだ。グレンを支配していたときも、〝あの方〟は娘を喪うしなった深い悲しみを利用した。グレンのときといい、えげつないやり方をする──そんな奴やつが、ガルドだけでなく他の掟おきて破やぶりにまで手を伸ばしているのか。

「ロウ。〝あの方〟に通じた掟おきて破やぶりたちの処分をお前に命じる。このいかにも面倒臭そ～な一件を解決したなら、お前の処分はなしにしてやろう」

　たちまちルルリが顔を輝かせた。

「本当なのです？」

「噓うそはつかぬよ。ちんちくりん」

「だからちんちくりんはやめるのですっ！」

「……ずいぶん優しいじゃん。鉄の掟おきての闇ギルドがさ」

　まだ信じられない様子で言ったのはロウだ。

「優しい？　ぬかせ。ロウだけのせいではないとはいえ、蒼炎フラマを人前で使用し、貴重な禁術の価値を一つ無に帰した。これくらいの尻拭いはしてもらわんと割に合わんわ」

　言いつつ、ゼファはふいっと目を逸らした。素直じゃないその態度にロウはようやく納得したようで、小さく笑った。

「またこき使おうってか。ま、それなら、これからは心置きなく戦わせてもらうわ」

　ふと、ゼファは表情を緩めた。その横顔は少しだけ寂しそうに見えた。

「秘術は、秘術だからこそ強いのだ。禁術は誰にも知られていないからこそ価値があり、その使い手である闇ギルドの魔道士に、唯一無二の存在価値が生まれる。価値は仕事を生み、仕事は金を生み、金があれば野垂れ死ぬこともない……」

「……」

「我ら闇ギルドは長らくその方法で仲間を守ってきた。スキルも持てず魔法の価値も失い、路頭に迷う魔道士たちを救う方法が、今でもそれ以外に見つけられん。自己承認の欲に溺れて安易に術をひけらかせば、我らは一時の名声を得た後に仲間もろとも破滅するだろう。名声なぞで飯が食えるものか。ガルドにはそれが、終ついぞわからんかったか……」

　ゼファが視線をロウに向けたとき、瞳に帯びた憂いは一瞬で消きえ失うせた。

「ロウ。いい〝友達〟を見つけたな。蒼炎フラマはお前にくれてやる」

　そう言って、カッカッカ！　と老人の笑い声が闘技場に響き渡るのだった。
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　闘技大会から数日後。アリナはイフール・カウンターの窓口が閉まると同時に、用意していたポーションの束をひっつかみ、大通りを足早に歩いていた。行き先は治療院だ。

「アリナさんがお見舞いだなんて、ジェイドとっても喜ぶのです」

　隣を歩くルルリが我がことのように嬉うれしそうにしている。アリナはその笑顔からふんっと視線をそらし、鼻をならした。

「べ、別に、ポーション買いすぎちゃったから、ちょっと分けてやるだけだしっ」

　むふふ、と意味ありげに笑いながら何度も頷うなずくルルリに、アリナはふと眉をひそめた。

「っていうか、ルルリが持ってるそれ、ナニ……？」

　ルルリも、ジェイドと同じく治療院で療養中のロウに渡すものがある、とのことだった。得体の知れない黒緑のどろっとした液体が入った瓶を、大事そうに抱えている。

「特製回復薬なのです！」

　どうやら時折ごぼりと気泡を吐き出す、そのヤバそうな液体のことを言っているらしい。これからロウはこれを飲まされるのか……彼を待ち受ける不幸に心を痛めつつ、アリナはそれ以上特製回復薬については触れないことにした。




　　＊＊＊＊




「ア、アアアアアアリナさんが、お見舞いだと!?!?」

　治療院に着くと、ジェイドのそんな驚きよう愕がくの声がアリナを出迎えた。

　ベッドに寝ているジェイドは、いつも通りひどい有あり様さまである。片手、片腕は固定とともに包帯でぐるぐる巻かれ、顔色の良さに比べて体の負傷具合がひどすぎる。

「お見舞いじゃない。余ってるからポーションあげに来ただけ！」

　つっけんどんに言ってポーションをベッド脇の棚の上に置く。ジェイドは神聖なものでもみるようにその数本のポーションに感激していた。

「俺……このポーション後生大事にする……っ」

[image: ]

　涙すらうかべてそんなことを言うジェイドの隣では、ロウがルルリから渡された謎の液体を一気飲みして白目を剝むいていた。ルルリは満足げである。そんなルルリが、ふと気づいたように眉尻を下げた。

「そういえばアリナさん、優勝賞品、結局壊れてしまったのです……あんなに欲しそうにしてたのに……」

　ぎくぅ！　とアリナは肩を跳ね上げた。

「え？　あ、そういえばそうね？　あぁぁぁぁ残念だなぁぁ～」

　アリナはいかにも悲嘆にくれて顔を両手で覆いながら、ちらっちらっとルルリたちの反応をうかがった。あの変な像を破壊し証拠隠滅できたことで、アリナの中では大きな安あん堵どとともにあの首ポキ事件は完結していたのだ。いまさら掘り起こされて、内心冷や汗がだらだら流れる。

「アリナさん、大会あんなに頑張ったのに、可哀想かわいそうなのです……」

「やっぱりアリナさん、相当あの優勝賞品が欲しかったんだな……」

「そうか？　なんかすっげぇ棒読みっぽ──あいやなんでもないっす」

　馬鹿正直にジェイドとルルリが心を痛めるなか、一人だけ鋭いツッコミを入れようとするロウを、指の隙間からぎらりと睨にらんで黙らせる。そんななか、ジェイドが咳せき払ばらいを一つしてなにやらごそごそと取り出した。

「……な、なら、これ作ってよかったかも。アリナさん、受け取ってくれ！」

「え？　──って、げえぇ!?」

　思わず声が出た。

　ジェイドが机に置いたもの……それは、アリナが証拠隠滅のため全力で粉砕したはずの優勝賞品だったのだ。

　あの変な像が、バラバラになっていた欠片かけらをくっつけて復元されていた。その姿は全身ひび割れだらけ、体のあちこちも欠けてでこぼこし、体内で明滅していた神デイアの印も消失している。だがアリナがデコピンで吹っ飛ばした顔もくっつき、人を小馬鹿にしたように身をくねらせたポーズも完全再現されていた。

「な……なにこれ……」

　絶句するアリナに、ジェイドが気恥ずかしげに頰をかいた。

「どうにかできないかと思って、ばらばらになった破片を集めてなんとか復元したんだ。本当はちゃんと元通りにしたかったんだけど、これが限界で……」

　アリナは優勝賞品を見つめ、ひくひく頰を引ひき攣つらせた。いやでもよく見るとかなり小さい破片まで丁寧にくっつけられているし、そもそも粉々に破壊したあれを復元できたこと自体が奇跡である。

「アリナさん、残業も大会も頑張ったんだ。ご褒美になるものくらい作ってやりたくてさ」

「……」

　証拠隠滅が完了した今、正直、こんなよくわからん像など一つも欲しくないが──

「…………あ、ありがと……」

　アリナはぼそりとそう言って、ボロボロの優勝賞品を受け取った。

　そうしないと不自然だし……それにまあ、ジェイドの気持ちを受け取ってやらんでもない。するとジェイドは嬉うれしそうににっと笑った。

「もう壊すなよ！」

「そ……そうね。それじゃ、渡すもの渡したし、私そろそろ帰る──」

　変な像を小脇に抱え、アリナがそそくさとその場を離れようとしたとき、病室に一人の男が入ってきた。

「なんだ、元気そうだな」

　そう言ってふっと笑ったのは、グレンだった。
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　出ていこうとしたアリナは完全にタイミングを失い、大勢集まった狭い病室は一時にぎやかになった。

　ジェイドとロウの病室は、グレンの計らいで個室を用意されている。おかげで冒険者ギルドマスターが訪れても大きく騒ぎ立てられることもなかった。秘書のフィリがお見舞いの品をすっと置いて去っていく手て際ぎわのよさを見ていると、ふとジェイドがグレンに尋ねた。

「そういえばグレン、結局【大賢者】の消息はつかめたのか？」

「……【大賢者】ぁ？」

　また面倒そうな単語が出てきたとアリナが顔をしかめると、グレンが気まずそうに頰をかいた。

「ああ。ちょっと理由あってな。十五年前に失踪した【大賢者】の行方を探るため、闇ギルド本部に行っていた」

「じーさん……闇ギルドマスターと仲良さそうにしてたし、交渉はうまくいったんでしょ」

　よかったねーとロウが他ひ人と事ごとのように言う隣で、ジェイドが小さく唸うなる。

「……これまでの冒険者ギルドと闇ギルドの不仲を考えれば、闇ギルドマスターと繫つながりができたことはかなり大きな成果じゃないか……？」

「その通りだ。【大賢者】の行方についても、成果があった」

　そう言いつつも、グレンの表情が曇る。ちらりと周囲に視線を走らせると、わずかに声を潜めた。

「失踪後、【大賢者】はフィールアという小さな田舎町で、ひっそりと冒険者をやっていたようだ。彼はそこで五年ほど暮らしていた」

　ていうかまたそういうヤバめの話をして、私を巻き込もうとするのやめてよね──と言おうとしたアリナは、しかしはたと口を閉ざした。

（……フィールア？）

　フィールアはアリナの生まれ故郷だ。

　それも、失踪してから五年ほど暮らしてたということは、ちょうどアリナもまだフィールアにいる頃だった。

　十五歳で受付嬢となりイフールに住居を移すまで、アリナは生まれてからずっとフィールアで育った。当然、【大賢者】がどうとか変な奴やつが来たなんて噂うわさはなく、そんなきな臭いものとは縁遠い、フィールアは平穏そのものだったのだ。

「……」

　アリナは怪け訝げんに眉根を寄せ、ちょっとした興味本位で、グレンの言葉に耳を傾けた。

「【大賢者】はなぜ田舎町で冒険者なんかを……？」

　いぶかしむジェイドに、グレンは降参するように唸うなり声ごえを上げた。

「わからん。【大賢者】の肩書きを捨てたかった、というにはいささかお粗末だ。切れ者の彼ならば、もっと徹底的に姿を隠すはず」

「それで、【大賢者】はその後どこへ言ってしまったのです？」

　首をかしげるルルリに、グレンは一時言葉を止めた。躊ちゆう躇ちよするように沈黙し、やがてゆっくりと口を開く。

「【大賢者】は──死んだ」

　たちまち病室に緊張が走った。

「な……死んだ……!?」

　ジェイドは目を見開き、思わず身を乗り出していた。

　ルルリとロウも驚きよう愕がくに身を強ばらせている。【大賢者】はこれまで生死不明とされてきた。死亡したと断定できる証拠がないことが、唯一の救いだったのだ。

「【大賢者】は冒険者に扮ふんしてフィールアに腰を落ち着け、そしてダンジョンで運悪く魔物に襲われ、死んだと」

　グレンの説明に、しかし腑ふに落ちないようにジェイドがつぶやく。

「……魔物に襲われて、死んだ……？　本当なのか？　話でしか聞いたことがないが、戦闘面においてもかなりの手て練だれだったと聞いたけど……」

「彼の死因には俺もまだ納得ができていなくてな。四代目【大賢者】はもともと文武に秀ひいでておられ、強力なスキルも持っていた。魔物にみすみす殺されるような方ではないはず……ああそうだ、フィールアにいる頃、当然彼は名を変えていた」

　ふとグレンが思い出したように言った。

　そして、その死んでしまった冒険者の名を、【大賢者】が扮ふんしていた名を口にする。




「──名を、シュラウドという」


終
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　もうすぐ新年度が始まりますね。こんにちは、香こう坂さかマトです。

『ギルます』もいつの間にか四巻刊行となりました！　今回はロウに焦点を当てた回。

　これまで大きな活躍のなかったロウですが、「彼はどんな男ですか？」と聞かれたら、まず間違いなく「世渡りも恋愛もソツなくこなすタイプ」と答えるでしょう。

　クラスや職場のスーパースターにはならないけど、「ロウ君ってなんかいいよねー」と女子に言わしめる男。そうです。現代社会では確実にモテるタイプなのです。（異論は認める）

　でもロウの「ソツのなさ」って、実は他人に興味がないからこそできること。何かこだわりがあるでもなく、強烈に何かを好きでも嫌いでもなく、だからこそ感情を切り離して常に最適解だけを選択し行動することができる。賢くて、器用で、しかしある意味一番心が醒さめている悲しき男………。

　……………でも私は、そんな器用なロウがうらやましい……………。

　醒さめてても悲しき人でもいいから私もそんな器用な人間になりたかったぁぁぁぁぁ！

　と汚い叫び声を上げながらロウを書いていました。ある意味理想のキャラなのです。そんな器用な男ロウがどんなトラブルを抱え、どう変化していくか、本編で楽しんでいただけたらうれしいです！




　さて、冒頭でも触れましたが、本巻が発売される頃にはもうすぐ新年度が始まりますね。

　新しいクラス、学校、職場、部署……変わる環境……変わる人間関係……そして何より、年度末・年度始まりは仕事が忙しい。

　聞こえませんか？　ひたりひたりと近づいてくる残業の足音が……!!

　心と体の調子を崩さぬよう、上司への怒りを溜ためすぎないよう、限界な時はギルますを読んでストレスをぶっ飛ばし、新年度も乗り切っていきましょう。

　そしてそして、ギルますは一巻刊行からちょうど一周年を迎えました！

　わーい！　ぱちぱちぱち！

　ここまで来れたのも皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　もちろん、本巻でも担当編集の吉よし岡おか様、山やま口ぐち様には大変お世話になりました。そして毎巻悶もん絶ぜつ級きゆうのイラストを仕上げてくださるがおう先生、四巻を刊行・宣伝してくださった編集部の皆様、なにより、ギルます四巻を手に取ってくださったあなたに、心から感謝いたします。

　新年度も頑張っていきましょう！
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